
 Japanese  Weekly Newspaper  (Free)

Member of THE OVERSEAS JAPANESE PRESS ASSOCIATION

 NY生活プレス社  NO.973（週刊） 2024年 8月 24日土曜日  ・NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.  ☎ (212) 213-6069
・71 WEST 47TH STREET, SUITE 1205, NEW YORK, NY 10036

■
新
聞
と
同
じ
レ
イ
ア
ウ
ト
で
読
め
る
デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

 

世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
Ｎ
Ｙ
の
今
が
分
か
る
日
本
語
新
聞
（
フ
リ
ー
）©All copyrights reserved to New York Seikatsu Press, Inc.

一般社団法人海外日系新聞放送協会加盟社

 SHUKAN
NEW YORK
SEIKATSU

 Printed in U.S.A.

　

本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
、

経
営
不
振
に
陥
っ
て
い
る
米
国

モ
ン
タ
ナ
州
の
牧
場
を
買
収

し
、
高
級
和
牛
の
生
産
で
成
功

の
糸
口
を
つ
け
る
ま
で
の
物
語

を
描
い
た
新
作
映
画
「
東
京
カ

ウ
ボ
ー
イ
」（
マ
ー
ク
・
マ
リ

オ
ッ
ト
監
督
）
が
８
月
30
日
か

ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
と
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
劇
場
公
開
さ
れ
る
。
米

国
公
開
に
先
が
け
15
日
会
員
限

定
の
上
映
会
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
）
で
行
わ
れ
、
監
督
と

助
演
俳
優
の
ゴ
ヤ
・
ロ
ブ
レ
ス

が
舞
台
挨
拶
し
た
。

　

日
本
人
の
主
演
は
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
の
ヒ
デ
キ
役
に
井
浦
新
＝

写
真
上
＝
と
本
作
の
脚
本
も
担

当
し
た
女
優
の
藤
谷
文
子
に
加

え
、
ベ
テ
ラ
ン
の
國
村
隼
が
出

演
し
て
い
る
。

　

短
期
出
張
の
予
定
で
現
地
入

り
し
た
主
人
公
の
ヒ
デ
キ
は
、

東
京
で
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
牧

場
の
様
子
が
全
然
違
い
、
現
地

の
事
情
に
精
通
し
て
い
る
仲
介

業
者
の
責
任
者
和
田
（
國
村

隼
）
が
説
明
会
前
夜
に
泥
酔
事

故
で
緊
急
入
院
し
た
こ
と
も
あ

り
、
慣
れ
な
い
英
語
で
一
人
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
は

め
に
。
相
手
に
さ
れ
な
い
姿
に

見
か
ね
た
牧
場
世
話
役（
ゴ
ヤ
）

の
助
け
で
、
次
第
に
カ
ウ
ボ
ー

イ
た
ち
と
打
ち
解
け
て
い
く
様

子
を
現
地
で
苦
労
す
る
日
本
人

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
心
情
を
通
し

て
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
。
社

内
恋
愛
中
の
婚
約
者
で
会
社
の

上
司
ケ
イ
コ
（
藤
谷
）
が
連
絡

の
途
絶
え
た
ヒ
デ
キ
の
様
子
を

見
に
現
地
に
飛
ん
で
く
る
。
そ

こ
で
目
に
し
た
光
景
は
、「
少

し
の
期
間
し
か
い
な
い
の
に
全

く
別
人
み
た
い
」
に
変
身
し
た

ヒ
デ
キ
の
姿
だ
っ
た
。

　
　
　
　
（
関
連
記
事
２
面
に
）

米国で和牛牧場
映画「東京カウボーイ」

Ｎ
Ｙ
と
Ｌ
Ａ
で
劇
場
公
開
へ

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
先
駆
け
上
映
会

Production Company: Salaryman Film llc

　

ナ
ッ
ソ
ー
郡
の
ブ
ル
ー
ス
・

ブ
レ
イ
ク
マ
ン
行
政
長
官
（
共

和
党
）
は
15
日
、
物
議
を
醸
し

て
い
た
マ
ス
ク
着
用
禁
止
法
案

に
署
名
し
た
。
公
共
の
場
で
身

元
を
隠
す
た
め
に
マ
ス
ク
や
顔

を
覆
う
物
を
着
用
す
る
こ
と
は

犯
罪
と
な
る
。
こ
の
法
律
に
違

反
す
る
と
、
懲
役
１
年
ま
た
は

１
０
０
０
ド
ル
の
罰
金
が
科
せ

ら
れ
る
軽
犯
罪
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
。 
た
だ
し
「
健
康
、

安
全
、
宗
教
、
文
化
的
な
目
的

の
た
め
、
ま
た
は
マ
ス
ク
や
顔

を
覆
う
行
為
が
習
慣
と
な
っ
て

い
る
祝
日
や
同
様
の
宗
教
的
、

文
化
的
行
事
を
平
和
的
に
祝
う

た
め
」
に
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

人
は
、
こ
の
法
律
の
適
用
外
と

な
る
。

　

共
和
党
が
多
数
を
占
め
る
同

郡
議
会
は
８
月
５
日
、
マ
ス
ク

着
用
禁
止
法
案
を
賛
成
多
数
で

可
決
し
て
い
た
。
ハ
ワ
ー
ド
・

コ
ペ
ル
議
員
（
共
和
党
）
は
、

昨
年
10
月
7
日
の
イ
ス
ラ
エ
ル

と
ハ
マ
ス
の
戦
争
勃
発
以
来
、

「
マ
ス
ク
を
着
け
た
人
々
に
よ

っ
て
し
ば
し
ば
引
き
起
こ
さ
れ

る
反
ユ
ダ
ヤ
的
事
件
」
に
マ
ス

ク
着
用
禁
止
法
は
対
応
し
て
い

る
と
述
べ
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
支

持
派
の
デ
モ
参
加
者
は
、
公
道

や
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
集
会

を
行
う
際
、
し
ば
し
ば
マ
ス
ク

を
着
用
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど

は
非
暴
力
的
だ
が
、
共
和
党
議

員
ら
は
、
マ
ス
ク
着
用
禁
止
法

は
抗
議
活
動
中
の
犯
罪
削
減
や

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
事
件
の
防
止
に

役
立
つ
と
し
て
い
る
。

　

署
名
し
た
ブ
レ
イ
ク
マ
ン
行

政
長
官
は
記
者
会
見
で
「
こ
の

新
し
い
法
律
は
日
常
的
な
犯
罪

と
闘
う
た
め
の
手
段
で
も
あ
る

と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
、「
マ

ス
ク
を
着
け
て
万
引
き
や
カ
ー

ジ
ャ
ッ
ク
、
銀
行
強
盗
を
す
る

人
た
ち
を
我
々
は
見
て
き
た
。

こ
う
し
た
行
為
を
我
々
は
阻
止

し
た
い
」と
語
っ
た
。
ま
た「
顔

を
隠
し
な
が
ら
犯
行
に
及
ぶ
意

図
の
あ
る
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
て
お
り
、
意
図
の
有
無
は
ナ

ッ
ソ
ー
警
察
が
判
断
す
る
」
と

し
て
い
る
。　

　

全
米
黒
人
地
位
向
上
協
会

（
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
や
名
誉
毀
損

防
止
連
盟
な
ど
の
公
民
権
擁
護

団
体
も
、
抗
議
活
動
で
の
マ
ス

ク
着
用
を
ク
ー
・
ク
ラ
ッ
ク
ス
・

ク
ラ
ン
（
Ｋ
Ｋ
Ｋ
）
の
フ
ー
ド

に
例
え
て
禁
止
す
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
た
。
犯
罪
防
止
の
観

点
か
ら
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

の
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
市
長

が
昨
年
、
強
盗
を
阻
止
す
る
た

め
、
店
に
入
る
際
に
マ
ス
ク
を

下
ろ
す
こ
と
を
拒
否
す
る
客
の

入
店
を
禁
止
す
る
よ
う
店
主
に

奨
励
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
キ
ャ
シ

ー
・
ホ
ウ
ク
ル
知
事
も
今
年
６

月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
地
下

鉄
シ
ス
テ
ム
で
の
マ
ス
ク
着
用

禁
止
を
検
討
し
て
い
る
と
述
べ

た
こ
と
が
あ
る
。

　

一
方
、
こ
の
法
律
が
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
者
の
急
増
な
ど
か
ら

自
分
や
他
人
を
守
ろ
う
と
す
る

人
々
を
抑
圧
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
い
か
、
ま
た
顔
を
隠

そ
う
と
す
る
抗
議
活
動
者
を
取

り
締
ま
る
手
段
だ
と
批
判
す
る

声
が
あ
る
。

　
　
　
　
（
関
連
記
事
５
面
に
）

公
共
の
場
で
マ
ス
ク
禁
止

NY州ナッソー郡

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
運
動
を
警
戒

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
メ
ッ
ツ
恒

例
の
「
ト
モ
ダ
チ
・
ナ
イ
ト
」

（
共
催
：
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系

人
会
、
Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議

所
、
日
本
ク
ラ
ブ
、
日
系
博
物

館
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
、
米
日
カ
ウ
ン
シ
ル
）
が
９

月
３
日
（
火
）
午
後
７
時
10
分

か
ら
、
シ
テ
ィ
・
フ
ィ
ー
ル
ド

で
開
催
さ
れ
る
。
当
日
は
、
千

賀
滉
大
（
せ
ん
が
・
こ
う
だ
い
）

投
手
が
所
属
す
る
「
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
メ
ッ
ツ
」
と
、
吉
田
正

尚
（
よ
し
だ
・
ま
さ
た
か
）
選

手
が
所
属
す
る
「
ボ
ス
ト
ン
・

レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
」
が
対
戦
。

試
合
前
に
は
、
佐
藤
貢
司
Ｊ
Ａ

Ａ
会
長
に
よ
る
始
球
式
が
行
わ

れ
る
。
球
場
内
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
・
ト
ラ
ッ
ク
で
国
歌
斉
唱
を

見
守
る
こ
と
が
で
き
る
「
お
楽

し
み
」（
限
定
５
０
０
人
）
も

あ
る
。
入
場
料
は
28
ド
ル
。
チ

ケ
ッ
ト
購
入 https://fevo-

enterprise.com
/event/

tomodachi

問
合
せ
は
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

Ｅ

メ

ー

ルinfo@jaany.
orgJAA

ま
で
。

Ｎ
Ｙ
メ
ッ
ツ
が
９
月
３
日

ト
モ
ダ
チ
・
ナ
イ
ト

https://www.restaurantnippon.com/
https://www.japanfes.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://fevo-enterprise.com/event/tomodach
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山
田
洋
次
監
督
の
助
監
督
と

し
て
映
画
の
製
作
に
携
わ
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
る
本
作
品
の
監

督
、
マ
ー
ク
・
マ
リ
オ
ッ
ト
氏

は
﹁
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
た
際
、

モ
ン
タ
ナ
の
牧
場
で
日
本
人
労

働
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
と
い

う
記
事
を
目
に
し
た
ん
で
す
。

自
分
自
身
が
魅
了
さ
れ
た
日
本

で
の
生
活
経
験
か
ら
、
モ
ン
タ

ナ
の
牧
場
で
働
く
日
本
人
た
ち

は
果
た
し
て
今
ど
ん
な
気
持
ち

な
の
だ
ろ
う
と
い
う
考
え
か
ら

こ
の
﹃
東
京
カ
ウ
ボ
ー
イ
﹄
の

物
語
が
生
ま
れ
ま
し
た
﹂
。
15

日
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
︶
で
開
か
れ
た
会
員
限

定
の
上
映
会
舞
台
挨
拶
で
そ
う

映
画
制
作
の
動
機
を
語
っ
た
。

　
構
想
か
ら
４
年
の
年
月
を
経

て
の
作
品
完
成
と
な
っ
た
。
脚

本
は
デ
イ
ヴ
・
ボ
イ
ル
と
本
作

に
出
演
し
て
い
る
俳
優
の
藤
谷

文
子
、
撮
影
は
オ
ス
カ
ー
・
イ

グ
ナ
シ
オ
・
ヒ
メ
ネ
ス
、
編
集

は
ヤ
ス
・
イ
ノ
ウ
エ
が
担
当
し

た
。

　
同
映
画
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

の
ヒ
デ
キ
︵
井
浦
新
︶
が
、
上

司
︵
藤
谷
文
子
︶
を
説
得
し
て

日
本
か
ら
モ
ン
タ
ナ
に
渡
り
、

落
ち
目
の
牧
場
を
高
級
和
牛
の

生
産
で
成
功
さ
せ
る
ま
で
を
描

い
て
い
る
。
牧
場
で
働
く
ハ
ビ

エ
ル
︵
ゴ
ヤ
・
ロ
ブ
レ
ス
︶
や

オ
ー
ナ
ー
の
ペ
グ
︵
ロ
ビ
ン
・

ワ
イ
ガ
ー
ト
︶
と
出
会
い
、
彼

は
す
ぐ
に
自
分
の
計
画
が
思
っ

て
い
た
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
こ

と
を
知
る
。
事
態
が
進
展
す
る

に
つ
れ
、
文
化
が
衝
突
し
、
ヒ

デ
キ
は
や
が
て
2
つ
の
世
界
の

狭
間
に
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

現
地
モ
ン
タ
ナ
で
２
週
間
の
滞

在
ロ
ケ
で
撮
影
し
た
と
い
う
。

景
色
も
雄
大
で
美
し
く
、
ス
ト

ー
リ
ー
展
開
も
面
白
く
、
ラ
ブ

ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
も
成
立
し

て
お
り
感
動
的
な
イ
ン
デ
ペ
ン

デ
ン
ト
映
画
だ
。
舞
台
挨
拶
し

た
俳
優
の
ゴ
ヤ
・
ロ
ブ
レ
ス
は

プ
エ
ル
ト
リ
コ
と
エ
ク
ア
ド
ル

の
血
を
引
く
ラ
テ
ン
系
俳
優
で

傷
つ
き
や
す
く
不
安
定
な
役
か

ら
、
風
変
わ
り
で
不
器
用
な
役

ま
で
、
彼
の
正
直
さ
と
予
測
不

可
能
な
魅
力
を
ス
ク
リ
ー
ン
に

醸
し
出
し
て
い
る
。﹁
カ
ウ
ボ

ー
イ
役
は
初
め
て
。
こ
れ
ま
で

悪
役
が
多
か
っ
た
の
で
こ
う
い

う
人
間
味
溢
れ
た
役
柄
は
と
て

も
面
白
く
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

か
ら
楽
し
く
参
加
さ
せ
て
も
ら

っ
た
﹂
と
語
っ
た
。

　
同
作
品
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・

フ
ィ
ル
ム
に
よ
っ
て
製
作
。
配

給
会
社
パ
ー
デ
ィ
ー
が
8
月
30

日
か
ら
９
月
６
日
ま
で
米
国
で

劇
場
公
開
す
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
と
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
の
上
映

日
程
は
次
の
通
り
。

▽
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
＝
８
月
30
日

︵
金
︶
と
31
日
︵
土
︶
午
後
７

時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
エ
ン
パ
イ
ア
25
劇

場
︵
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
︶
で

は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
ブ
リ
ガ

ム
・
テ
イ
ラ
ー
氏
、
俳
優
の
ロ

ビ
ン
・
ワ
イ
ガ
ー
ト
と
ゴ
ヤ
・

ロ
ブ
レ
ス
が
舞
台
挨
拶
と
Ｑ
＆

Ａ
に
応
じ
る
。

▽
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
＝
８
月
30
日

︵
金
︶
と
31
日
︵
土
︶
午
後
７
時
、

Ａ
Ｍ
Ｃ
バ
ー
バ
ン
ク
16
で
は
マ

ー
ク
・
マ
リ
オ
ッ
ト
監
督
、
藤

谷
文
子
、
ス
カ
ウ
ト
・
ス
ミ
ス

が
舞
台
挨
拶
し
Ｑ
＆
Ａ
に
応
じ

る
。

Production Company: Salaryman Film llc

ヒデキは婚約者の上司ケイコを説得して渡米するが・・・

会場からの質問に答える左からロブレス、マリオット監督、司会のフレッド・カ
タヤマ氏 (１５日、ジャパン・ソサエティーで、写真・三浦良一）

モンタナで和牛牧場めざす日本人ビジネスマン描く
東京カウボーイ

米国公開前にJSで会員向け上映会

　

ア
ニ
メ
Ｎ
Ｙ
Ｃ
と
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
Ｊ
Ｓ
）

は
22
日
、
Ｊ
Ｓ
で
開
催
の
「
ア

メ
リ
カ
ン
・
マ
ン
ガ
・
ア
ワ
ー

ド
」
の
30
人
の
入
賞
者
を
発
表

し
た
。

　

ア
ニ
メ
Ｎ
Ｙ
Ｃ
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
は
米
国
東
海
岸
で
最
大
の

日
本
文
化
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年

も
10
万
人
の
参
加
者
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。「
ア
メ
リ
カ
ン
・

マ
ン
ガ
・
ア
ワ
ー
ド
」
は
、
北

米
と
日
本
の
マ
ン
ガ
人
気
に
大

き
く
貢
献
し
た
日
本
マ
ン
ガ
界

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
優

れ
た
功
績
を
称
え
る
も
の
。

　

マ
ン
ガ
出
版
殿
堂
賞
の

第
1
回
受
賞
者
は
、
翻
訳

家

で
『Manga! Manga! The W

orld of Japanese 
Comics

』（
講
談
社
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
の
著
者
の
フ
レ

デ
リ
ッ
ク
・
Ｌ
・
シ
ョ
ッ
ト
氏
。

同
作
は
、
漫
画
の
歴
史
、
創
造

性
、
伝
説
的
な
ク
リ
エ
イ
タ
ー

へ
の
扉
を
開
い
た
最
初
の
英
語

書
籍
の
ひ
と
つ
と
し
て
評
価
さ

れ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
ン
・
マ
ン
ガ
・
ア

ワ
ー
ド
委
員
会
に
よ
り
選
ば
れ

る
マ
ン
ガ
出
版
殿
堂
賞
に
加

え
、
最
優
秀
新
人
マ
ン
ガ
賞
、

最
優
秀
継
続
マ
ン
ガ
シ
リ
ー
ズ

賞
、
最
優
秀
古
典
マ
ン
ガ
新
装

版
賞
、
最
優
秀
翻
訳
賞
、
最
優

秀
レ
タ
リ
ン
グ
賞
、
最
優
秀
出

版
デ
ザ
イ
ン
賞
の
6
つ
の
部
門

そ
れ
ぞ
れ
に
5
人
の
入
賞
者

が
日
本
マ
ン
ガ
界
の
専
門
家

や
著
名
人
で
構
成
さ
れ
る
審

査
委
員
会
に
よ
っ
て
選
出
さ

れ
た
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://animenyc.com/
american-manga-awards-
nominations/

を
参
照
す
る
。

マ
ン
ガ
出
版
殿
堂
賞

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
シ
ョ
ッ
ト
氏
に

 「
マ
ー
ク
・
マ
リ
オ
ッ
ト
君
の

こ
と
」　　
　
　
　

山
田
洋
次

　

本
作
「
東
京
カ
ウ
ボ
ー
イ
」

を
監
督
し
た
マ
ー
ク
・
マ
リ
オ

ッ
ト
氏
は
、
日
本
で
山
田
洋
次

監
督
の
下
で
映
画
制
作
に
携
わ

っ
て
い
た
。
山
田
監
督
が
、
同

映
画
の
完
成
に
お
祝
い
の
言
葉

を
寄
せ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◇　

　
「
寅
さ
ん
映
画
の
助
監
督
だ

っ
た
頃
の
マ
ー
ク
の
こ
と
は
よ

く
憶
え
て
い
る
。
明
る
く
て
、

ジ
ョ
ー
ク
が
う
ま
く
て
、
ス
タ

ッ
フ
に
愛
さ
れ
る
気
持
の
良
い

青
年
だ
っ
た
。
そ
の
マ
ー
ク
の

監
督
し
た
映
画
を
見
て
、
ぼ
く

は
ま
ざ
ま
ざ
と
若
き
日
の
彼
を

想
い
出
し
た
。
作
品
は
作
者
の

人
と
な
り
を
反
映
す
る
も
の
だ

が
、『
ト
ー
キ
ョ
ウ
・
カ
ウ
ボ

ー
イ
』
を
見
な
が
ら
、
ぼ
く
は

マ
ー
ク
と
語
り
合
っ
て
い
る
よ

う
な
暖
い
気
分
に
包
ま
れ
た
も

の
だ
っ
た
。
マ
ー
ク
君
、
お
め

で
と
う
」。　
　
　

山
田
洋
次

http://newyork-apartment-realestate.com
https://sobaya.square.site/
https://minglesoho-ny.com/
http://shinbashi72.com/
https://e-kaigo.net/
https://fancojapan.com/
https://animenyc.com/american-manga-awards-nominations/
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 日本クラブからのお知らせ
■日本クラブカルチャー講座「2024 年秋期」

 秋期講座が 9月 9日（月）よりスタート！各講座
のお申し込みを現在受付中です。茶道、いけばな、
書道、ペン字、日本舞踊、ブリッジ、金継ぎ、ラ
テンエクササイズ、テーブル茶道、手編みなどの
対面クラスや、時事英語やミュージックレッスン
のオンラインクラスなど、幅広いジャンルの講座
が開講します。各講座のスケジュール、詳細、お
申し込みは www.nipponclub.org/culture をご覧く
ださい。

■ 日 本 ク ラ ブ WEB
ギャラリー 出展者
を募集中

 日 本 ク ラ ブ WEB
ギャラリー（https://
n i p p o n g a l l e r y .
nipponclub.org/）
では、伝統的な工芸
技術を継承する芸術
家から新進気鋭の現
代アーティストま
で、幅広いアートを
世界の美術愛好家や
コレクターに紹介す
る機会を提供してい
ます。作品の販売も
可能です。詳細は
gallery@nipponclub.
org まで。

■日本クラブ「会員お試しキャンペーン」 
 6ヶ月間、日本クラブの会員を試してみませんか？
トライステート在住の個人の方を対象とし、6ヶ
月間の会員お試しキャンペーンを 11/30まで実施
中。お申し込みいただいた方にはギフトを進呈、ま
た会員特典もご利用いただけます。詳細は www.
nipponclub.org をご覧ください。または、担当：内
藤（info@nipponclub.org）まで。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 　www.nipponclub.org 

常設アーティスト：太田 美奈子「帯
締めで遊ぶ猫」2023 アクリルイ

ンク、紙、26x20cm

© Christopher Drukker

　

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
大
江

千
里
が
９
月
20
日
（
金
）
と
21

日
（
土
）
の
2
日
間
、
午
後
7

時
と
午
後
9
時
30
分
、
計
4
回

の
公
演
を
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
老

舗
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
、
バ
ー
ド
ラ

ン
ド
・
シ
ア
タ
ー
（
西
44
丁
目

３
１
５
番
地
、
地
階
）
で
開
催

す
る
。

 

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
あ
る

「S.O. BROOKLYN SOUND 
MASCHINE 

と
は
、Senri Oe 

Brooklyn Sound Maschine

」

の
略
。
ロ
ス
・
ペ
ダ
ー
ソ
ン（
ド

ラ
ム
ス
）、
マ
ッ
ト
・
ク
ロ
ー

へ
ジ
ー
）
ア
コ
ー
ス
テ
イ
ッ
ク

ベ
ー
ス
）、大
江
千
里（
ピ
ア
ノ
）

と
い
う
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
バ
ン
ド

の
ト
リ
オ
に
加
え
て
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
絶
大
な
人
気
を
誇
る

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
ト
ラ
ン
ペ

ッ
タ
ー
の
マ
イ
ケ
ル
・
ロ
ド
リ

ゲ
ス
と
サ
ッ
ク
ス
の
ジ
ャ
リ
ー

ル
・
シ
ョ
ー
を
迎
え
る
。

　

大
江
と
マ
イ
ク
、
ジ
ャ
リ
ー

ル
は
、
大
江
自
身
の
ジ
ャ
ズ
２

作
目
「
ス
プ
ー
キ
ー
ホ
テ
ル
」

で
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
を
組
ん
で
以

来
の
久
し
ぶ
り
の
共
演
と
な

る
。
お
互
い
に
満
を
持
し
て
の

共
演
は
ス
リ
ル
に
満
ち
た
ラ
イ

ブ
に
な
り
そ
う
で
、
必
聴
だ
。

　

ま
た
、
大
江
は
「
日
本
語
で

ジ
ャ
ズ
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
突

き
詰
め
て
歌
手
森
山
良
子
の
ジ

ャ
ズ
ア
ル
バ
ム
の
プ
ロ
デ
ユ
ー

ス
を
行
っ
て
き
た
。
今
回
の
公

演
で
は
、
世
界
で
い
ち
早
く
、

こ
の
森
山
良
子
の
新
ア
ル
バ
ム

「Life Is Beautiful

」
を
実
際

の
レ
コ
ー
デ
イ
ン
グ
を
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
ス
タ
ジ
オ
で
行
っ
た

ト
リ
オ
で
演
奏
す
る
。
大
江
は

「
人
生
が
輝
き
だ
け
じ
ゃ
な
く

悲
し
み
や
別
れ
を
経
験
し
て
も

尚
続
い
て
い
く
も
の
だ
と
知
っ

て
、
そ
ん
な
心
に
沁
み
る
音
楽

を
作
り
た
い
と
思
い
完
成
さ
せ

ま
し
た
。
こ
の
日
森
山
さ
ん
は

日
本
で
す
が
、
僕
た
ち
に
心
を

寄
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
曲
が

生
ま
れ
た
瞬
間
の
あ
の
感
動
を

い
ち
早
く
バ
ー
ド
ラ
ン
ド
で
再

現
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
秋

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ジ
ャ
ズ
が

最
も
似
合
う
季
節
と
街
で
、
大

江
千
里
ト
リ
オ
＆
フ
レ
ン
ズ
の

演
奏
を
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、聴
き
に
い
ら
し
て
下
さ
い
。

心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
る
。

　

入
場
料
は
テ
ー
ブ
ル
席
45
ド

ル
76
セ
ン
ト
、
バ
ー
カ
ウ
ン
タ

ー
席
35
ド
ル
76
セ
ン
ト
。
午
後

7
時
の
シ
ョ
ー
は
、
午
後
5
時

30
分
に
開
場
と
な
り
、
食
事
を

ラ
イ
ブ
前
に
ゆ
っ
く
り
と
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。
チ
ケ
ッ
ト

申
し
込
み
・
詳
細
は
参
照
、

https://www.birdlandjazz.
com/calendar/

大
江
千
里
ラ
イ
ブ

9
月
20
日
と
21
日
バ
ー
ド
ラ
ン
ド
で

心に染みる音楽を
S.O. BROOKLYN SOUND MASCHINE

マイケル・ロドリゲス

ジャリール・ショー

https://www.nipponclub.org/
http://www.easeny.com/
https://neuroacuny.com/
https://www.birdlandjazz.com/calendar/
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「
欧
州
連
合
軍
最
高
司
令
官

（
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｕ
Ｒ
）
と
の
会
話
」

と
題
さ
れ
た
外
交
問
題
評
議
会

（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
）
の
講
演
会
で
15
日
、

米
国
陸
軍
総
司
令
官
、
欧
州
連

合
軍
最
高
司
令
官
（
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｕ
Ｒ
）、
米
国
国
防
総
省
米
国

欧
州
軍
司
令
官
の
肩
書
を
持
つ

講
演
者
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・

ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
カ
ヴ
ォ
リ
氏
は
、

「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

は
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し

て
冷
戦
が
終
結
し
た
１
９
８
９

年
以
来
、
北
大
西
洋
条
約
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の
方
針
に
初
め

て
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
、

同
機
構
は（
単
な
る
同
盟
か
ら
）

集
団
防
衛
の
実
質
的
同
盟
に
変

遷
し
た
」
と
述
べ
、
欧
州
大
西

洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
同

地
域
の
安
全
保
障
上
の
課
題
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
の
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
得
た
教

訓
な
ど
を
語
っ
た
。

　

２
０
１
４
年
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ク
リ
ミ
ア
の
違
法
併
合
は

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
と
っ
て
大
き
な

警
鐘
と
な
り
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟

国
は
軍
事
的
即
応
性
維
持
の

た
め
、
自
国
の
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
2
％
を
防
衛
費

に
充
て
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

そ
の
後
10
年
間
で
、
欧
州
の

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
同
盟
国
と
カ
ナ
ダ

は
、
防
衛
へ
の
共
同
投
資
を

着
実
に
増
や
し
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
入
後
の

２
０
２
４
年
に
は
同
盟
28
か

国
が
各
々
2
％
を
上
回
る
負

担
分
担
を
す
る
事
で
合
意
、
さ

ら
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
防
衛
計
画

や
不
測
の
事
態
に
備
え
て
の

計
画
、
地
域
別
の
本
部
を
設
け

る
な
ど
同
機
構
を
よ
り
強
靭

な
同
盟
に
し
た
と
、
説
明
し

た
。

　

カ
ヴ
ォ
リ
氏
は
「
米
国
の
役

割
は
財
政
面
で
の
貢
献
は
ほ
ん

の
一
部
だ
が
、
こ
の
集
団
防
衛

機
構
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
的
役

割
を
し
て
い
る
」
と
し
、「
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
は
地
域
的
な
防
衛
シ
ス

テ
ム
だ
が
、
今
日
世
界
各
国
は

複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
て
、（
紛

争
は
）
地
域
に
限
ら
れ
た
問
題

で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
」

と
語
っ
た
。

　

カ
ヴ
ォ
リ
氏
は
、
米
国
陸
軍

の
4
つ
星
将
軍
で
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
を
含
め
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
駐

在
５
年
。
聞
き
手
の
イ
ヴ
ォ
・

Ｈ
・
ダ
ー
ル
ダ
ー
氏
は
シ
カ
ゴ

国
際
問
題
評
議
会
最
高
経
営
責

任
者
、
元
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
米
国
大
使

（
２
０
０
９
〜
２
０
１
３
年
）

で
Ｃ
Ｆ
Ｒ
会
員
。
会
場
に
は
外

交
官
、
大
学
教
授
、
大
手
会
社

の
役
員
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど

１
３
０
人
余
り
の
聴
講
者
が
集

ま
っ
た
。

　

 

（
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹

江
、
写
真
も
）

利根川泳いで横断

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
結
束
強
靭
に

外
交
問
題
評
議
会
で
指
摘

　

フ
ィ
ル
・
マ
ー
フ
ィ
ー
Ｎ
Ｊ

州
知
事
は
15
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
鉄
道

の
す
べ
て
の
路
線
の
運
賃
を
今

月
26
日
か
ら
９
月
２
日
ま
で
無

料
に
す
る
と
発
表
し
た
。
同
州

知
事
は
１
週
間
の
乗
車
無
料
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
「
今
夏
頻

発
し
た
遅
延
や
運
休
な
ど
の
問

題
、
７
月
の
運
賃
値
上
げ
で
多

く
の
利
用
者
が
困
惑
し
た
。
影

響
を
受
け
た
利
用
者
た
ち
に
対

す
る
、日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
」

と
話
し
て
い
る
。

　

同
交
通
網
は
、
遅
延
や
運
休

の
問
題
は
全
米
鉄
道
旅
客
公
社

（
ア
ム
ト
ラ
ッ
ク
）
の
北
東
回

廊
路
線
に
関
連
し
て
い
る
と
し

て
、両
社
と
も
さ
ら
な
る
検
査
、

架
線
の
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
や

信
号
、
変
電
所
の
修
理
を
進
め

て
い
る
と
い
う
。

Ｎ
Ｊ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
鉄
道

１
週
間
乗
車
無
料
に

　

Ｎ
Ｙ
市
の
公
共
交
通
機
関
の

利
用
を
促
す
非
営
利
団
体
ト
ラ

ン
ス
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ブ
ス
は
こ
の
ほ
ど
、

猛
暑
の
な
か
の
長
い
待
ち
時
間

が
心
配
さ
れ
る
バ
ス
停
の
温
度

を
調
査
し
た
。

　

米
航
空
宇
宙
局（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）

と
提
携
し
た
調
査
に
よ
る
と
、

同
市
内
の
最
も
暑
い
バ
ス
停

４
０
０
か
所
の
平
均
温
度
は
、

涼
し
い
４
０
０
か
所
の
バ
ス
停

の
平
均
温
度
と
比
べ
て
14
・
５

度
（
華
氏
約
10
度
）
高
く
、
温

度
の
高
い
バ
ス
停
の
多
く
は
、

黒
人
や
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
、
ア
ジ

ア
系
が
居
住
し
多
く
が
バ
ス
を

利
用
す
る
ク
イ
ー
ン
ズ
や
ブ
ロ

ン
ク
ス
の
低
所
得
層
地
域
に
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
ら

の
地
域
の
バ
ス
停
に
は
シ
ェ
ル

タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、

周
り
に
暑
さ
を
妨
げ
る
木
々
や

緑
が
少
な
い
。
Ｎ
Ｙ
市
は
、
緑

地
が
少
な
く
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が

広
が
っ
て
い
る
こ
と
で
熱
が
こ

も
り
、
国
内
で
も
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
の
影
響
が
最
も
深
刻
な

都
市
と
言
わ
れ
て
い
る
。
同
団

体
は
Ｎ
Ｙ
市
内
の
バ
ス
停
に
つ

い
て
「
国
内
で
も
走
行
速
度
が

最
も
遅
く
、
待
ち
時
間
が
30
分

を
超
え
る
こ
と
も
多
い
の
に
も

関
わ
ら
ず
、
危
険
な
ほ
ど
暑
い

バ
ス
停
の
問
題
は
見
過
ご
さ
れ

て
い
る
」
と
伝
え
て
い
る
。

　

同
団
体
は
、
各
地
域
の
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
影
響
を
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
検
索
で
き
る
地
図

を
作
成
し
、
子
供
が
遊
ぶ
公
園

な
ど
、
外
出
先
の
温
度
を
事
前

に
調
べ
る
こ
と
を
す
す
め
て
い

る
。
ま
た
、
特
に
バ
ス
停
の
気

温
上
昇
が
危
険
な
ブ
ロ
ン
ク
ス

の
６
、
33
路
線
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
の
46
路
線
の
バ
ス
停
１
０
０

か
所
に
つ
い
て
、
独
自
の
対
策

案
を
提
示
し
、
シ
ェ
ル
タ
ー
や

ベ
ン
チ
、
バ
ス
到
着
ま
で
の
待

ち
時
間
を
知
ら
せ
る
電
光
掲
示

板
、
バ
ス
専
用
道
路
の
設
置

な
ど
、
緊
急
な
処
置
の
必
要

性
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
同

調
査
結
果
の
詳
細
はhttps://

projects.transalt.org/
new-york-city-bus-urban-
heat#methodology

を
参
照

す
る
。

酷
暑
の
バ
ス
停

な
ん
と
か
し
て
！

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
温
度
を
調
査

緑地帯ないところ
高温にさらされ危険

講演者のカヴォリ氏（左）と聞き手のダールダー氏

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
で
日
本

食
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｔ
Ｉ
Ｃ
グ
ル
ー

プ
代
表
の
八
木
秀
峰
ボ
ン
さ
ん

(

75
）
＝
写
真
＝
が
18
日
、
日

本
の
利
根
川
の
水
泳
横
断
に
挑

み
成
功
し
た
。
千
葉
県
銚
子
市

側
か
ら
対
岸
の
故
郷
、
茨
城
県

神
栖
市
波
崎
町
ま
で
川
幅
約
１

キ
ロ
の
距
離
を
約
１
時
間
半
で

泳
ぎ
切
っ
た
。
八
木
さ
ん
は
市

立
銚
子
高
校
に
通
い
、
20
歳
の

時
に
来
米
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
内
で
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
を
手
広
く
経
営
し
て
日
本

食
レ
ス
ト
ラ
ン
協
会
会
長
を
務

め
る
な
ど
し
、
２
０
１
９
年
に

は
叙
勲
（
旭
日
双
光
章
）
を
受

け
て
い
る
。

　

八
木
さ
ん
が
利
根
川
横
断

を
す
る
の
は
今
回
が
２
度
目
。

20
年
前
に
も
成
功
し
て
い
る
。

「
20
年
前
は
潮
目
読
み
が
良
か

っ
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
体

力
も
も
ち
ろ
ん
違
う
し
、
横
断

往
復
を
54
分
で
完
泳
出
来
ま
し

た
。
今
回
の
目
標
は
、
銚
子
の

市
民
の
人
た
ち
が
力
を
合
わ
せ

て
素
晴
ら
し
い
風
光
明
媚
な
土

地
柄
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し

て
、
我
々
が
帰
っ
て
き
た
と
き

に
は
い
つ
で
も
安
心
し
て
レ
ジ

ャ
ー
、
海
鮮
料
理
を
楽
し
め
る

よ
う
な
自
然
保
護
を
お
願
い
す

る
次
第
で
す
」
と
話
す
。

　

千
葉
と
茨
城
の
両
岸
に
は
大

勢
の
応
援
す
る
市
民
が
つ
め
か

け
た
。
越
川
信
一
銚
子
市
長

も
激
励
の
歌
を
歌
い
、
千
葉

県
、
茨
城
県
か
ら
県
会
議
員
ら

も
激
励
に
駆
け
つ
け
た
。
伴
走

の
ボ
ー
ト
か
ら
は
家
族
や
同
級

生
（
75
歳
以
上
）
が
声
援
を
送

り
続
け
た
。
し
か
し
途
中
高
さ

２
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
波
に
苦

戦
。「
私
も
水
泳
途
中
、
左
足

の
ふ
く
ら
は
ぎ
が
痙
攣
を
起
こ

し
、
何
度
も
泳
ぎ
方
を
変
え
た

り
、
当
初
荒
波
を
想
定
し
て
い

た
の
で
、
水
中
メ
ガ
ネ
も
つ
け

ま
し
た
が
、
最
後
の
４
０
０
メ

ー
ト
ル
で
は
ゴ
ー
グ
ル
も
外
し

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
足
が
つ
っ

た
と
き
に
は
少
し
弱
気
に
な
り

ま
し
た
が
、
75
歳
を
代
表
し
て

い
る
の
で
、
も
う
一
度
呼
吸
を

整
え
足
の
動
き
を
変
え
完
泳
で

き
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
来
年

も
後
輩
た
ち
が
続
け
て
開
催
す

る
こ
と
を
お
願
い
し
て
き
ま
し

た
」
と
い
う
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
も
セ
ー
ヌ
川
の
水
質
の
件
で

い
ろ
い
ろ
議
論
が
あ
っ
た
が
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
水
泳
を
欠
か

さ
な
い
生
活
を
続
け
て
い
る
八

木
さ
ん
は
、シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
で
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
も
負
け

な
い
よ
う
な
元
気
を
地
元
故
郷

に
与
え
た
よ
う
だ
。

75
歳
Ｎ
Ｙ
の
八
木
さ
ん

銚
子
↓
茨
城
・
神
栖
へ
１
時
間
半

利根川を泳いで横断中の八木さん（写真・家族提供）

　

第
44
回
Ｎ
Ｙ
エ
ン
タ
メ
の

会(

中
澤
利
彦 

主
催)

が
8
月

18
日
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の

RESOBOX

で
開
催
さ
れ
た
。

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
は
上
方
落

語
家
の
桂 

三
輝(

サ
ン
シ
ャ

イ
ン)

さ
ん
。

　

ト
ロ
ン
ト
大
学
院
時
代
に
古

典
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
を
研
究
し
て

い
た
時
、
あ
る
学
者
が
論
文
で

発
表
し
て
い
た
内
容
に
興
味
を

持
つ
。「
古
典
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇

と
日
本
の
能
楽
に
は
い
く
つ
か

の
共
通
点
が
あ
る
」、
特
に
使

わ
れ
て
い
る
楽
器(

笛
、
太
鼓
、

三
味
線) 

は
同
じ
よ
う
な
も
の

が
多
い
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ

に
興
味
を
抱
き
、
ワ
ー
キ
ン
グ

ホ
リ
デ
ー
ビ
ザ
で
来
日
、
3
日

後
に
は
母
国
に
帰
ら
な
い
と
決

め
た
と
い
う
。
そ
こ
か
ら
、
落

語
に
出
逢
う
横
浜
の
「
焼
き
鳥

屋
」
の
話
、
楽
屋
の
裏
で
垣
間

見
た
「
サ
ム
ラ
イ
文
化
」、
師

匠
と
の
苦
労
話
や
つ
る
か
め
算

の
話
な
ど
に
広
が
り
、
今
現
在

の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
公
演
活
動

の
話
ま
で
多
く
の
ネ
タ
を
交
え

て
の
ト
ー
ク
を
披
露
し
、
聴
衆

に
和
や
か
な
雰
囲
気
を
つ
く
り

盛
り
上
げ
て
い
た
。

　
　
（
植
山
慎
太
郎
、
写
真
も
）

第
44
回
Ｎ
Ｙ
エ
ン
タ
メ
の
会

桂 

三
輝
が
落
語
と
の
出
会
い
語
る

https://www.naturalhealingartists.com/
https://www.maxjob.com/
https://projects.transalt.org/new-york-city-bus-urban-heat#methodology
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障
害
者
に
は
多
い
の
で
す

が
、
高
齢
に
な
っ
て
く
る
と
、

そ
れ
ま
で
持
っ
て
い
な
か
っ
た

精
神
的
な
不
安
、
耐
性
が
顕
著

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
当
社
の
施
設
入
居
者
に

は
「
個
人
の
尊
厳
」
や
「
自
己

判
断
で
き
る
自
由
」
を
可
能
な

限
り
付
与
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
自
分
自

身
が
高
齢
者
や
障
害
を
持
っ
た

時
に
施
設
の
お
世
話
に
な
る
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な

時
「
あ
れ
し
た
ら
ダ
メ
」「
こ

れ
は
施
設
の
ル
ー
ル
だ
か
ら
我

慢
し
て
く
だ
さ
い
」
で
出
来
る

は
ず
の
自
由
や
判
断
権
利
ま
で

奪
わ
れ
た
く
な
い
か
ら
、
私
も

そ
う
し
て
い
る
の
で
す
が
、
ど

う
し
て
も
解
決
で
き
な
い
こ
と

も
起
き
る
も
の
で
す
。

　

そ
れ
は
、
施
設
利
用
者
の
特

性
上
、「
判
断
を
自
分
で
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
苦

し
さ
で
、
逆
に
不
安
や
不
穏
に

な
っ
て
し
ま
う
方
も
い
る
と
い

う
こ
と
。
つ
ま
り
は
「
あ
る
程

度
は
誰
か
が
決
め
て
あ
げ
な
い

と
、
な
ん
で
も
自
由
す
ぎ
る
と

路
頭
に
迷
っ
て
し
ま
う
」
と
い

う
こ
と
も
発
生
し
て
し
ま
う

の
で
す
。「
自
由
の
国
ア
メ
リ

カ
」
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
人

は
幼
児
子
供
の
頃
か
ら
、
家
庭

で
の
作
法
に
始
ま
り
、
学
校
の

校
則
、
社
会
に
出
て
も
「
み
ん

な
と
違
う
こ
と
は
し
て
は
い
け

な
い
」「
他
人
に
は
迷
惑
か
け

て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
協
調

性
で
あ
り
、
同
調
圧
力
の
中
で

生
き
て
き
て
い
る
か
ら
な
の
だ

ろ
う
か
。
そ
の
「
他
人
に
判
断

し
て
も
ら
わ
な
い
と
、
路
頭
に

迷
う
ど
こ
ろ
か
、
動
け
な
く
な

っ
て
、
叫
ん
で
、
暴
れ
て
入
院

さ
れ
て
し
ま
う
方
も
お
ら
れ
る

の
で
す
。
し
か
し
、
ご
自
身
の

都
合
に
い
い
よ
う
に
、
自
由
が

な
い
と
不
満
を
爆
発
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
た
め
、
そ
の
調
整
力

が
施
設
の
職
員
の
観
察
眼
や
情

報
の
連
携
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
の
で
す
。
以
前
に
も
コ
ラ
ム

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
障
害
に
つ
い
て

観
察
眼
を
鍛
え
る

で
ミ
ュ
ン
ヒ
ハ
ウ
ゼ
ン
症
候
群

「
他
人
に
注
目
さ
れ
た
く
て
、

か
ま
っ
て
欲
し
く
て
自
分
自
身

や
自
分
の
子
に
ま
で
傷
を
つ
け

て
し
ま
う
」
と
い
う
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
障
害
が
あ
る
お
話
を
し

ま
し
た
が
、
そ
の
延
長
線
上
に

あ
る
障
害
と
言
っ
て
も
い
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
障
害
と
し

て
の
「
依
存
性
障
害
」「
境
界

性
障
害
」「
演
技
性
障
害
」
と

い
う
種
類
の
そ
れ
ぞ
れ
を
合
わ

せ
た
割
合
の
比
重
度
合
い
に
よ

っ
て
変
わ
る
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
高
齢
者
で
あ
れ
ば
、
健
康

な
時
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
体
内

に
押
さ
え
つ
け
て
出
さ
な
い
よ

う
に
し
て
い
て
も
、
高
齢
化
や

認
知
症
や
Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
軽
度
認
知

症
）
発
症
を
機
に
、
現
れ
る
症

状
で
も
あ
る
の
で
、
対
応
方
法

を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。（
参

考
：
Ｍ
Ｓ
Ｄ
マ
ニ
ュ
ア
ル
よ
り

抜
粋
）

　

依
存
性
障
害
と
は
？　

面
倒

を
み
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
欲

求
が
強
く
、自
分
に
近
い
人（
味

方
？
）
に
依
存
し
、
今
日
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
、
何
を
着
た

ら
い
い
か
、
誰
と
付
き
合
う
べ

き
か
。
他
者
に
面
倒
を
み
て
も

ら
う
の
に
必
死
で
あ
る
た
め
、

代
わ
り
の
人
を
選
ぶ
に
あ
た
っ

て
、
見
境
が
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

境
界
性
障
害
と
は
？　

自
分

が
見
捨
て
ら
れ
た
り
無
視
さ
れ

た
り
し
た
と
感
じ
る
と
、
強
い

恐
れ
や
怒
り
を
感
じ
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
衝
動
性
か

ら
自
傷
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多

く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
が
悪

い
人
間
で
あ
る
と
頭
で
埋
め
合

わ
せ
た
り
、
解
離
エ
ピ
ソ
ー
ド

中
に
自
分
が
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
能
力
が
あ
る
こ
と
を
再
確

認
し
た
り
す
る
た
め
で
し
ょ

う
。
こ
れ
は
行
き
す
ぎ
る
と
死

に
至
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

　

演
技
性
障
害
と
は
？　

常
に

「
注
目
さ
れ
て
い
た
い
」
と
い

う
意
識
が
強
く
、
そ
う
な
っ
て

い
な
い
場
合
に
し
ば
し
ば
抑
う

つ
を
生
じ
ま
す
。
そ
の
せ
い
か

最
新
の
流
行
に
す
ぐ
に
影
響
を

受
け
、
そ
の
上
で
非
常
に
人
を

信
用
し
や
す
く
、
特
に
自
分
の

問
題
を
す
べ
て
解
決
し
て
く
れ

る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
る
権

威
者
を
盲
信
し
ま
す
。

　

冒
頭
で
、
例
と
し
て
挙
げ
た

当
社
施
設
の
利
用
者
は
流
動
的

で
は
あ
り
ま
す
が
、こ
の
中
の
、

「
依
存
性
５
：
境
界
性
２
：
回

避
性
３
」
の
よ
う
な
こ
と
が
多

い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
対
応

の
仕
方
と
し
て
も
、
や
み
く
も

に
、
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
で

ご
本
人
と
接
す
る
よ
り
も
、「
今

日
は
ど
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が

顕
著
に
出
て
い
る
の
か
な
？
」

と
観
察
眼
を
鍛
え
て
お
く
こ
と

で
、
落
ち
着
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
た
り
、
環
境

を
本
人
に
合
わ
せ
た
り
、
変
え

た
り
す
る
こ
と
も
臨
機
応
変
に

で
き
る
の
で
安
心
で
す
。
ぜ
ひ

ご
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。　

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

　

自
己
防
衛
機
能
と
し
て
の

「
真
実
」
を
見
抜
く
力
が
、
ま

す
ま
す
大
切
な
時
代
に
入
り
ま

し
た
。
Ａ
Ｉ
や
嘘
の
情
報
に
振

り
回
さ
れ
な
い
た
め
に
、
直
感

力
を
磨
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

直
感
は
、
英
語
で
は
「Gut 

Sense

」。
つ
ま
り
、
頭
で
は
な

く
腸
で
感
じ
る
体
感
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
英
語

で
「Six Sense

」、
日
本
語
で

は
「
第
六
感
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
第
六
感
は

腸
（Gut

）
で
感
じ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

何
か
を
直
感
で
感
じ
る
時

は
、
体
の
中
心
を
走
る
消
化
管

が
ス
ポ
ン
と
開
き
ま
す
。
そ
れ

は
ま
る
で
、
映
画
「
十
戒
」
に

出
て
く
る
、
突
然
、
海
が
割
れ

て
道
が
で
き
、
未
知
の
自
分
に

導
か
れ
る
よ
う
な
感
覚
で
す
。

必
ず
し
も
、
そ
れ
ほ
ど
ド
ラ
マ

チ
ッ
ク
な
わ
け
で
は
な
く
、
開

く
道
は
細
い
時
も
太
い
時
も
さ

ま
ざ
ま
あ
り
、
直
感
に
よ
る
気

づ
き
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
や
重
さ
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
直
感
力

は
本
能
で
す
か
ら
、
全
て
の
人

が
持
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
普

段
か
ら
磨
い
て
お
か
な
い
と
、

い
ざ
と
い
う
時
に
使
え
な
い
の

が
玉
に
瑕
。
そ
れ
は
、
直
感
が

下
り
て
こ
な
い
わ
け
で
は
な

く
、
下
り
て
き
た
直
感
を
感
知

で
き
な
い
鈍
感
が
原
因
で
す
。

こ
の
鈍
感
の
原
因
は
不
安
と
心

配
。
直
感
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

す
か
ら
伝
わ
る
時
は
波
動
に
よ

っ
て
情
報
を
示
し
て
き
ま
す
。

常
に
不
安
な
人
々
の
体
は
、
交

換
神
経
優
位
の
緊
張
状
態
に
あ

る
の
で
、
消
化
管
の
大
部
分
を

占
め
る
腸
の
壁
が
厚
ぼ
っ
た
く

直
感
力
の
磨
き
方

な
っ
て
い
た
り
、
固
く
な
っ
て

い
た
り
し
て
、
直
感
の
波
動
が

響
か
な
い
の
で
す
。

　

子
供
の
こ
ろ
は
天
真
爛
漫

で
、
疑
う
こ
と
な
く
直
感
に
従

っ
て
行
動
し
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
大
人
に
な
る
に
つ
れ
、
計

算
高
い
自
分
が
頭
を
も
た
げ
し

ま
い
、
損
を
し
な
い
よ
う
に
、

ミ
ス
を
し
な
い
よ
う
に
、
傷
つ

か
な
い
よ
う
に
な
ど
と
、
直
感

を
信
じ
る
事
の
出
来
な
い
悪

い
癖
を
つ
け
て
し
ま
う
事
で
、

徐
々
に
鈍
感
に
な
っ
て
い
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。

　

直
感
が
示
す
こ
と
は
、
往
々

に
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
科
学

的
根
拠
の
サ
ポ
ー
ト
が
な
か
っ

た
り
、
ポ
リ
テ
ィ
カ
リ
ー
・
イ

ン
コ
レ
ク
ト
（
社
会
的
、
及
び

政
治
的
に
一
般
の
考
え
方
に
従

わ
な
い
）だ
っ
た
り
す
る
の
で
、

自
己
確
立
で
き
て
い
な
い
と
、

社
会
に
惑
わ
さ
れ
や
す
く
、
迷

っ
て
右
往
左
往
し
て
い
る
う
ち

に
多
勢
に
無
勢
で
流
さ
れ
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
で
も
、
結
果
と
し
て
、

私
た
ち
の
頭
で
考
え
る
事
は
不

安
・
心
配
ベ
ー
ス
の
事
が
多
く
、

直
感
に
従
わ
な
か
っ
た
自
分
を

後
悔
す
る
こ
と
に
な
る
の
が
常

で
す
。
自
分
を
信
じ
て
、
直
感

に
従
っ
て
行
動
す
れ
ば
、
自
分

に
最
適
の
職
業
に
就
き
、
最
適

の
相
手
と
結
婚
し
、
最
適
の
人

生
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
で
し

ょ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
病
気

の
最
大
の
原
因
で
あ
る
ス
ト
レ

ス
も
ミ
ニ
マ
ル
で
す
み
、
例
え

問
題
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、

直
感
が
最
適
の
対
応
策
を
教
え

て
く
れ
る
の
で
す
。

　

私
は
、
こ
の
直
感
に
素
直
に

従
う
方
法
を
、
正
し
い
姿
勢
を

研
究
中
に
発
見
し
ま
し
た
。
頭

頂
は
天
に
向
か
い
、
足
の
裏
は

地
面
に
吸
い
付
く
よ
う
に
、
そ

れ
で
い
て
筋
肉
の
ど
こ
に
も
余

計
な
力
が
入
ら
な
い
よ
う
に
テ

ロ
ン
と
立
ち
ま
す
。
歩
く
と
き

は
、
常
に
未
来
に
向
か
っ
て
真

っ
す
ぐ
前
を
向
き
ま
す
。
ス
マ

ホ
を
見
つ
め
て
う
つ
む
い
て
い

る
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
少

し
ず
つ
練
習
し
て
い
く
と
中
心

が
ブ
レ
に
く
く
な
り
、
ブ
レ
て

も
す
ぐ
セ
ン
タ
ー
に
戻
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
頃
に
は
、
直
感
を
素
直
に

受
け
入
れ
る
こ
と
が
楽
に
な
っ

て
い
る
自
分
に
気
づ
く
で
し
ょ

う
。直
感
力
の
向
上
に
伴
っ
て
、

観
察
眼
と
認
知
力
も
向
上
し
ま

す
。
直
観
力
を
磨
く
な
ら
、
先

ず
は
し
っ
か
り
地
球
に
根
差
し

て
立
つ
こ
と
を
練
習
す
る
の
が

一
番
で
す
。

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：

米
国

栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認

定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
「
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
」
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com

　

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
の
第
18
回
秋

の
ヘ
ル
ス
・
フ
ェ
ア
の
一
環
と

し
て
、
恒
例
の
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
９

月
７
日
（
土
）
午
後
７
時
か
ら
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ

る
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
人
生

の
折
り
返
し　

自
分
を
知
る
」。

人
生
へ
の
不
安
や
後
悔
、
不
満

や
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
自
分
で
人
生
を
終
え
た

い
か
、
考
え
な
が
ら
過
ご
す
こ

と
で
自
分
で
納
得
で
き
る
毎
日

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。
現

在
困
っ
て
い
る
厄
介
な
人
間
関

係
や
誰
か
に
聞
い
て
み
た
か
っ

た
こ
と
な
ど
、
申
し
込
み
時
に

寄
せ
ら
れ
た
質
問
や
意
見
に
答

え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
思
考

パ
タ
ー
ン
を
ど
の
よ
う
に
変

え
、
引
き
ず
っ
て
い
る
思
い
か

ら
ど
う
す
れ
ば
解
放
さ
れ
る
か

な
ど
を
伝
え
る
。
講
師
は
、
オ

ー
ル
・
イ
ズ
・
ウ
ェ
ル
・
コ
ー

チ
ン
グ
の
ブ
ロ
デ
ィ
ー
愛
子
さ

ん
（
全
国
コ
ー
チ
連
盟
認
定
ラ

イ
フ
コ
ー
チ
）。

　
参
加
費
無
料
、
要
事
前
登
録
。

申
し
込
み
はhttps://forms.

gle/KS13oYjxTNLrL6wW8

か
ら
。
詳
細
は
ウ
ェ

ブhttps://w
w

w
.

alliswellcoaching.com

を
参

照
す
る
。

　

Ｎ
Ｙ
市
警
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
）
は

14
日
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
に

お
け
る
犯
罪
の
増
加
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
、
よ
り
多
く
の

人
員
を
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
に

投
入
す
る
と
発
表
し
た
。

　

最
新
の
犯
罪
統
計
に
よ
る

と
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ

る
象
徴
的
な
公
園
で
の
重
大
犯

罪
が
急
増
し
て
い
る
。
強
盗
は

２
０
２
３
年
に
は
10
件
し
か
報

告
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
今

年
は
す
で
に
30
件
報
告
さ
れ
て

お
り
、
２
０
０
％
の
増
加
と
な

る
。
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
の
パ
ト
ロ
ー
ル

主
任
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ル
氏
は
、

こ
れ
ら
犯
罪
を
食
い
止
め
る
た

め
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
分
署

の
警
官
を
増
員
し
、
移
動
式
指

令
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
活
動
さ

せ
る
と
述
べ
た
。
ま
た
「
市
内

を
く
ま
な
く
カ
バ
ー
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
強
盗
を
未
然

に
防
ぎ
、
逮
捕
者
を
出
す
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
」
と
語
っ

た
。
コ
ロ
ン
バ
ス
サ
ー
ク
ル
周

辺
に
設
置
さ
れ
る
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
の

拠
点
に
は
、
１
日
１
０
０
人
以

上
の
警
官
が
徒
歩
、バ
イ
ク（
自

転
車
）、
騎
馬
隊
な
ど
で
巡
回

任
務
に
あ
た
る
。

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で

警
察
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化

人生の折り返し　
自分を知る

オンラインでワークショップ
　

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
に

よ
る
と
、
過
去
5
年
間
で
地
下

鉄
で
最
も
火
災
が
多
発
し
た
駅

は
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
東
１
８
０
丁

目
駅
と
14
丁
目
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク

エ
ア
駅
だ
っ
た
。
東
１
８
０
丁

目
駅
で
は
43
件
の
火
災
が
発
生

し
て
お
り
、
同
期
間
中
の
全
駅

で
最
も
多
い
。
次
い
で
14
丁
目

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
駅
で
は
、

4
号
線
で
33
件
の
火
災
が
発
生

し
た
。
地
下
鉄
駅
で
の
火
災
の

約
90
％
は
燃
え
上
が
っ
た
ゴ
ミ

が
原
因
で
、
列
車
内
で
の
火
災

の
半
数
以
上
も
、
ゴ
ミ
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
。

　

過
去
１
年
で
両
駅
で
の
火
災

件
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
7
件
に
ま

で
減
少
し
た
。
大
規
模
な
取
り

組
み
が
効
果
を
上
げ
た
。

地
下
鉄
駅
の
火
災

１
年
で
大
幅
減
少

https://on-timelimo.com/
http://myriverside.net/home
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
https://www.alliswellcoaching.com


第18回秋のヘルス・フェア

支援：米国三井基金、米国日本人医師会、日系ライオンズクラブ

9 月 6 日〜 10 月 13 日
　第 18 回「秋のヘルスフェア」を、今年も 9月 6 日 ( 金 ) か
ら 10月 13日 ( 日 ) までの予定で、ニューヨーク日系人会 (JAA)
を会場に、対面とハイブリッドで開催します。

　「秋のヘルスフェア」は毎年秋、JAA と邦人医療支援ネットワー
ク ( ジャムズネット ) の共催、在ニューヨーク総領事館の後援、
米国三井基金、米国日本人医師会、日系ライオンズクラブの支
援で開催しています。全年齢を対象にした、健康で安心したラ
イフをサポートする企画がたくさんあります。
秋のヘルスフェアは、高齢者福祉問題を中心に、１８年前に日
本の敬老の日に合わせ、シニア・ウイークとして、出発しました。
今では、認知症予防と新薬や医療・健康についての講演、日米

の高齢者福祉、年金・遺言、そして介護事情等、国籍問題、日
本への帰国、アメリカでの妊娠出産や蘇生術講習会、日本の歴史、
子供の日本語教育、書道、茶道、コーラス、ヨガクラス、句会
やシニアへの無料ヘアカット等や、電話詐欺やヘイトクライム
に対応すべき情報の座談会やセルフ・ディフェンス法など、さ

まざまな企画を実施。無料で受講・体験できるとあって、毎回
大勢が参加する恒例イベントに成長しています。今回は約６０
の企画を提供できました。是非ご参加ください。
　申込は JAA 212-840-6942 info@jaany.org

共催:  ニューヨーク日系人会、邦人・日系人高齢者問題協議会(JAA)、
 邦人医療支援ネットワーク(JAMSNET USA)  
後援: 在ニューヨーク日本国総領事館
Online & 会場: ニューヨーク日系人会/JAA 49 West 45th St., 5th Floor, New York, NY 10036
Onlineの場合は、お申し込み後Online の情報をお送りします。
お申込み、お問い合わせはニューヨーク日系人会 212-840-6942 /info@jaany.org
（但し、指定の連絡先以外） 

９月 時間 タイトル 企画担当　講師 /指導者（敬称略） 定員
6日
（金）

10:30-12:00 未就学児童向け音楽とアートで遊ぶクラス　
会場：JAAホール

講師：灘田篤子（米国認定音楽療法士 MT-BC）
企画：JAAアップルキッズ

7日
（土）

9:30-11:00 オンライン (ZOOM)講座：リモート茶話会
弓削看護師と話そう～身体の不調・介護・認知症、その他色々

講師：弓削容子（在宅訪問看護師）
企画：NYシルバー会

19:00-20:00 オンライン (ZOOM)：「ライフバランス・ワークショップ」
人生の折り返し、自分を知る

講師：ブロディー愛子（ICF認定ライフコーチ） 
All Is Well Coaching

8日
（日）

13:00-16:00
「秋の句会」JAAホール＆オンライン (ZOOM) 
初めての方もご一緒に、秋の俳句会を楽しみましょう。
＊秋の季語を使って２首の俳句を当日ご持参ください

担当：「NY方舟」澪つくし　企画：ハコ句会

9日
（月）

10:00-12:00 シニアへの無料ヘアカット　
会場：JAAホール　各 30分・要予約

ヘアスタイリスト：田原ミチ、小須田シゲ、秋元亮佑、
上田和則　企画：JAA 20

10日
（火）

19:00-21:00 ニューヨーク混声合唱団による公開リハーサル
会場： JAA Hall

指揮者：Elle Sunmin Lee　ピアニスト：浅沼里香子
企画：ニューヨーク混声合唱団

11日
（水）

10:00-10:50 オンライン (ZOOM)講座 : 自宅で出来るストレッチエクササイズ 講師：オシオリ依子 (AFAA公認 Aerobics Instructor)
18:30-20:00 JAAホール＆オンライン (ZOOM) 　正しい姿勢と呼吸法の静坐の紹介と実習 講師：名倉 幹（東本願寺・真宗大谷派　僧侶）

12日
（木）

10:00-12:00 無料電話個別相談「米国の移民法について」各 15分・要予約 担当：加藤恵子（弁護士）　企画：JAA 8

12:00-13:00 ９月の第一敬老会　
Hito Starさんの昭和の歌を楽しみましょう！　会費 $5（JAAシニア会員） 企画：JAA社会福祉部

13:00-14:00 とっさの時、どのようにして身を守るか？ (Self Defense)　会場：JAAホール 講師：五嶋龍（日米武道館）企画：JAA & AAF

14:00-15:30 「米語Watch」　アメリカ社会・政治・ビジネス・文化は、「今」どう変わりつつあるのか？　
その一端を、駆け巡るキーワードで読み解きましょう！　会場：JAAホール 講師：旦 英夫（NY州弁護士）

18:00-19:30 オンライン (ZOOM)セミナー：「日本の国籍法と日米重国籍」
～出生による重国籍と自己志望による外国籍取得との違い～ 講師 :塩崎恵子（日本の国籍ビザコンサルタント）  

13日
（金）

18:00-19:30 オンライン (ZOOM) 講座 :認知症の初期症状と対応の仕方、新薬について解説 講師：吉田常孝（外務省診療所外務技師　精神科医）
企画：高齢者問題協議会

14日
（土）

13:00-15:00 コミュニティーカフェ　会場：JAAホール
誰でも参加できる憩いの場。雑談しながら楽しく過ごしましょう。お茶・お菓子あり

担当：坂神けいこ (NY市保健精神衛生局 )　 
企画：JAMSNET高齢者支援ネットワーク、
JAA高齢者問題協議会

15:00-16:00
みんなで懐かしの日本のラジオ体操をしましょう！
動きやすい服装と靴でお越しください。
（イスに座ったままでも参加可能）　会場：JAAホール

講師：富永幸二郎　（ラジオ体操指導資格者）
企画：一般社団法人「声をかける」

19:00-20:00
オンライン (Google Meet)  読書会 :「本心」平野啓一郎著
Al と永生を語り合おう！＊本を読んでない方もご参加大歓迎！
お申込は直接 Heian.NYC@gmail.comまで

企画：平安読書会

16日
（月）

14:00-15:00 岩手県の滑田（なめしだ）鬼剣舞実演＆交流会
9月 20日公演を前に実演します！　会場：JAAホール 企画：NY民舞座 and JAA

17日
（火）

10:45-11:45 太極拳＆バランスエクササイズ　会場：JAAホール 講師：宮原三千子　企画：JAA 10
13:00-14:00 書道クラス体験　会場：JAAホール 講師：書道部師範　企画：JAA 10

19:00-20:30 オンライン（ZOOM)講座：「在米邦人と年金～日本の年金の貰い忘れはありません
か？」日米の年金制度比較、日本の年金制度と年金税制、WEP解説

講師：福寺裕二（社会保険労務士）
企画：福寺社会保険労務士事務所

 

18日
（水）

11:00-13:00 裏千家茶道デモンストレーション　
会場：JAAホール

講師：真田宗知、鈴木宗律（裏千家専任講師）
企画：JAA 10

19日
（木）

10:00-11:00
オンライン (ZOOM)講座：「現地校お悩み解決！」
現地校に通う子供を持つ親御さんへのワークショップ
学校との付合い方、家庭での支援、日本語能力維持などを考えます

ZOOM参加は右記登録フォームよりお申込みください→

企画：ニューヨーク日本人教育審議会・教育相談室

https://forms.gle/XbCfzxFfdgFho5Yr5

11:15- オンライン (ZOOM)無料個別教育相談：各 25分、先着 10名
無料個別相談は右記登録フォームよりお申込みください→

企画：ニューヨーク日本人教育審議会・教育相談室
https://forms.gle/HwphXsqecnXftfxx6 10

13:00-14:30 しゃべって！笑って！ハッピーライフ！！
ゲームや歌を楽しみながらいっぱい笑いましょう。会場：JAAホール

講師：焼山元恵（カウンセラー）
企画：幸せ運びた～い（隊）

18:00-20:30 日本の歴史に学ぼう！「天皇と日本人～御製にみる君臣一体の国柄～」
会費 $20（軽食＆飲物付き）　会場：JAAホール

講師：高崎康裕　
企画：NY歴史研究会

20日
（金）

13:15-15:00  JAAホール &オンライン (ZOOM)：JAAコーラス体験クラス 指導：田中友樹子　企画：JAAコーラス部

18:00-20:00  JAAオープンハウス　　どなたでもご参加できます！　　　　
OGURA BAND の演奏をお楽しみください！会場：JAAホール 企画：JAA & JAA YP Network  

21日
（土）

10:00-12:00 YouTubeライブ配信講座：
きくち体操：キレイと元気は自分でつくれる

講師：太田伸子（シニア・インストラクター＆ CEO）
企画：きくち体操

16:00-17:00 自己防衛（Self Defence)を空手を通して学びましょう！
会場：日米武道館　11 West 36th Street, 5th Floor, New York, NY 10018 講師：五嶋龍（日米武道館） 企画：JAA&AAF

22日
（日）

13:30-15:00 
Screening & Discussion：「有刺鉄線の向こうの野球
第２次世界大戦時の日系人収容所内での野球物語」 
Short Film "Baseball Behind Barbed Wire"  by Yuriko Gamo Romer　会場：JAAホール

Speakers: Susan M. McCormac and Robert K. Fitts
企画 :Japanese American Citizen League/JACL & JAA
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英
語
に
お
い
て
、
韻
律

（Prosody

）
は
、
円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
為

に
と
て
も
重
要
で
す
。「
日
本

語
と
は
異
な
る
言
葉
の
リ
ズ
ム

や
音
の
流
れ
を
持
つ
英
語
」
の

韻
律
に
焦
点
を
当
て
、
以
下
の

３
つ
の
基
本
的
な
ポ
イ
ン
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

①
ス
ト
レ
ス
の
位
置　

　

英
語
で
は
、
単
語
や
文
章
の

中
で
ど
こ
を
強
く
発
音
す
る

か
で
、
意
味
が
大
き
く
変
わ

る
事
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

「record

」
は
名
詞
と
し
て
発

音
さ
れ
る
際
に
は
１
音
節
目
が

英語の韻律とは

38

強
く
な
り
ま
す
が
、
動
詞
と
し

て
使
わ
れ
る
際
に
は
、
２
音
節

目
が
強
く
な
り
ま
す
。

②
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン 　

　

英
語
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン

は
、
疑
問
文
、
肯
定
文
、
否
定

文
な
ど
の
文
の
種
類
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
疑
問
文
で
は
通

常
、
文
末
が
上
が
る
イ
ン
ト
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
が
多
い

で
す
が
、
肯
定
文
で
は
通
常
、

文
末
が
下
が
り
ま
す
。

③
リ
ズ
ム　

　

英
語
の
リ
ズ
ム
は
、
強
弱
パ

タ
ー
ン
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
母
音
の
長
さ

も
リ
ズ
ム
に
影
響
を
与
え
ま

す
。
こ
れ
は
音
節
ご
と
に
均
等

な
時
間
が
割
り
当
て
ら
れ
る
日

本
語
の
リ
ズ
ム
と
は
対
照
的
で

す
。
英
語
で
は
強
く
発
音
さ
れ

る
部
分
と
軽
く
流
さ
れ
る
部
分

の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
で
、
こ
の

リ
ズ
ム
を
意
識
す
る
こ
と
で
、

よ
り
自
然
で
流
暢
な
英
語
を
話

す
事
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
意

識
す
る
こ
と
で
、
英
語
の
韻
律

を
感
じ
や
す
く
な
り
、
よ
り
ス

ム
ー
ズ
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
事
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。「
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
」著
者
。

slidemethod.com

www.nyseikatsu.com

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
水
素

が
免
疫
力
の
向
上
に
ど
の
よ
う

に
寄
与
す
る
か
に
つ
い
て
掘
り

下
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
体
は
常
に
外
部
か

ら
の
病
原
菌
や
ウ
イ
ル
ス
と
戦

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
戦
い
に
お

い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の

が
免
疫
シ
ス
テ
ム
で
す
。
免
疫

シ
ス
テ
ム
は
、
体
内
に
侵
入
し

た
有
害
な
微
生
物
を
認
識
し
、

攻
撃
す
る
た
め
の
防
御
機
構
で

す
。
水
素
は
、
こ
の
免
疫
シ
ス

テ
ム
を
強
化
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

研
究
に
よ
る
と
、
水
素
は
体

内
の
活
性
酸
素
を
除
去
し
、
酸

化
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
こ
と

で
、
免
疫
細
胞
の
働
き
を
助
け

ま
す
。
酸
化
ス
ト
レ
ス
は
免
疫

細
胞
の
機
能
を
低
下
さ
せ
、
体

を
病
気
に
対
し
て
脆
弱
に
す
る

要
因
の
一
つ
で
す
。
水
素
を
摂

取
す
る
こ
と
で
、
免
疫
細
胞
が

本
来
の
機
能
を
発
揮
し
や
す
く

な
り
、
体
全
体
の
免
疫
力
が
向

上
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
水
素
に
は
抗
炎
症

作
用
も
あ
り
ま
す
。
炎
症
は
免

疫
シ
ス
テ
ム
が
過
剰
に
反
応
し

て
い
る
状
態
で
あ
り
、
慢
性
的

な
炎
症
は
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の

原
因
と
な
り
ま
す
。
水
素
は
炎

症
を
抑
制
し
、
免
疫
シ
ス
テ
ム

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
助
け
と
な

り
ま
す
。
ま
た
水
素
は
体
温
を

上
げ
る
効
果
も
あ
る
た
め
、
免

疫
力
の
向
上
に
寄
与
し
ま
す
。

体
温
が
上
が
る
こ
と
で
免
疫
細

胞
の
活
動
が
活
発
に
な
り
、
病

原
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
抵

抗
力
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　

私
自
身
は
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し

て
多
く
の
体
調
が
思
わ
し
く
な

い
人
々
と
接
す
る
仕
事
を
し
て

い
る
た
め
、
免
疫
力
の
向
上
は

非
常
に
重
要
で
す
。
水
素
吸
入

や
水
素
水
、
水
素
風
呂
を
日
常

生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
心

身
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
体
調

の
維
持
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

水
素
の
摂
取
方
法
と
し
て

は
、
水
素
吸
入
、
水
素
水
、
水

素
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
水
素
風
呂

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

お
客
様
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合

っ
た
方
法
で
体
内
に
効
率
よ
く

水
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で

き
、
免
疫
力
の
向
上
に
役
立
ち

ま
す
。

　

水
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
皆
さ
ん
の
健
康
維
持
と
免

疫
力
向
上
に
貢
献
で
き
れ
ば
幸

い
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
水
素
を
日
常
生
活
に
取
り

入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

訂
正
・
８
月
10
日
号
に
掲
載
の

12
話
２
段
目
で
、「
水
と
無
害

な
酸
素
に
変
換
」と
あ
る
の
は
、

「
水
に
変
換
」
の
誤
り
で
す
。

訂
正
い
た
し
ま
す
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

（
14
）
水
素
と
免
疫
力
を
向
上
さ
せ
る
方
法

お
客
様
第
一
主
義
を
貫
く

大
家
族
主
義
で
経
営
す
る

　

京
セ
ラ
は
部
品
メ
ー
カ
ー
と

し
て
創
業
し
ま
し
た
が
、
当
初

か
ら
私
た
ち
は
下
請
け
の
立
場

で
は
な
く
、
自
主
独
立
の
会
社

　

私
た
ち
は
、
人
の
喜
び
を
自

分
の
喜
び
と
し
て
感
じ
、
苦
楽

を
共
に
で
き
る
家
族
の
よ
う
な

で
し
た
。

　

自
主
独
立
と
は
、
お
客
様
が

望
ま
れ
る
よ
う
な
価
値
を
も
っ

た
製
品
を
次
々
と
生
み
出
し
て

信
頼
関
係
を
大
切
に
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
が
京
セ
ラ
の
社
員

ど
う
し
の
つ
な
が
り
の
原
点
と

26

い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す

か
ら
そ
の
分
野
に
お
い
て
は
お

客
様
よ
り
進
ん
だ
技
術
を
も
つ

必
要
が
あ
り
ま
す
。
進
ん
だ
技

術
で
、
納
期
・
品
質
・
価
格
・

新
製
品
開
発
等
の
す
べ
て
に
わ

た
っ
て
お
客
様
の
満
足
を
得
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、

今
ま
で
の
概
念
を
く
つ
が
え
し

て
、
徹
底
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
く
と
い
う
姿
勢
が
要
求
さ

れ
ま
す
。
お
客
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
は
商
い
の
基
本
で

あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
利
益

を
上
げ
続
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

い
え
ま
す
。

　

こ
の
家
族
の
よ
う
な
関
係

は
、
お
互
い
に
感
謝
し
あ
う
と

い
う
気
持
ち
、
お
互
い
を
思
い

や
る
と
い
う
気
持
ち
と
な
っ

て
、
こ
れ
が
信
じ
あ
え
る
仲
間

を
つ
く
り
、
仕
事
を
し
て
い
く

基
盤
と
な
り
ま
し
た
。
家
族
の

よ
う
な
関
係
で
す
か
ら
、
仲
間

が
仕
事
で
困
っ
て
い
る
と
き
に

は
、
理
屈
抜
き
で
助
け
あ
え
ま

す
し
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
こ
と

で
も
親
身
に
な
っ
て
話
し
あ
え

ま
す
。

　

人
の
心
を
ベ
ー
ス
と
し
た
経

営
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
家
族

の
よ
う
な
関
係
を
大
切
に
す
る

経
営
で
も
あ
る
の
で
す
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

＜連絡先＞
盛心塾ニューヨーク
 www.seishinjukuny.org

mailto:kkatonyc@earthlink.net
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
https://nyseikatsu.com/gallery/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://www.hondag.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.seishinjukuny.org
slidemethod.com
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Return Fraud 返品詐欺
　　　　 Return Fraudとは、 全米の小売業に大きな損害を与えている返品詐欺を意味します。その手口

は様々ですが、新しく買った商品の代わりに盗品や中古品を返し、代金を払い戻してもらうのが
典型です。業界団体の調査によると、2023年に返却されたもののうち13％以上が詐欺的行為だ
と言われます。金額にして一千億ドル（15兆円） を越すというのですから、天文学的な数字です。
  オンラインビジネスの最大手Amazonは、 顧客サービスの方針の一環として、返品を非常に容易

にしています。その結果、返品を十分調べずに、（場合によっては、即座に廃棄することも多く）請求に応じて返金する
ことが、Return Fraudの大幅な増加を招いていると言われます。Amazonは、不正な返品に対しては断固対処すると言っ
てはいますが、損害は広がる一方です。
　Return Fraudは犯罪です。一方犯罪に至らないものの、小売店を困らせているのが、Wardrobing と Bracketing です。　
Wardrobingとは、お試し期間を悪用して、服の値札やタグを隠して数回着たあとで、知らん顔をして返品すること。そして、
Bracketing とは、サイズや柄が少しづつ違うものを買って、ベストな一つだけを買い残りを返すことです。60％を超える
消費者がBracketingをしたことがあると言っています。
　Return Fraudを組織的に行い、大金をせしめるグループも多くあるようです。　詐欺の損害は、巡り巡って商品の価格
に上乗せされることになるでしょう。結果として、正直な消費者が返品詐欺の犠牲になるのは残念でなりません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）
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ド
ラ
ッ
グ
テ
ス
ト
の
マ
リ
フ
ァ
ナ
に

関
す
る
規
制
と
そ
の
対
応　

そ
の
２

クイックUSA

184
シ
ー
を
立
て
れ
ば
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。
冒
頭
で
も
申
し
上
げ

ま
し
た
よ
う
に
、
仮
に
マ
リ
フ

ァ
ナ
が
近
い
将
来
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
3
の
分
類
に
緩
和
さ
れ
た
と

し
て
も
連
邦
レ
ベ
ル
で
は
5
パ

ネ
ル
か
ら
マ
リ
フ
ァ
ナ
が
削
除

さ
れ
る
と
い
う
緩
和
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
は
分
類

如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の

業
種
や
業
界
が
も
つ
ポ
リ
シ
ー

が
貫
か
れ
続
け
る
も
の
と
考
え

る
べ
き
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、

一
部
の
州
で
は
そ
の
ポ
リ
シ
ー

継
続
に
対
し
て
も
企
業
に
待
っ

た
を
か
け
る
と
こ
ろ
が
出
て
き

て
い
ま
す
。

　

そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま

す
の
が
、
全
米
で
先
ん
じ
て
採

用
前
の
ド
ラ
ッ
グ
テ
ス
ト
で
マ

リ
フ
ァ
ナ
の
結
果
次
第
で
採
用

を
決
定
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
州
法
を
可
決
し
す
で
に
施

行
に
移
し
て
い
る
州
が
出
て
き

て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
な
の
で
す
が
、
同
州
で
は

採
用
前
ド
ラ
ッ
グ
テ
ス
ト
の
施

行
自
体
を
禁
止
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
す
が
、
こ
と
マ

リ
フ
ァ
ナ
に
関
し
て
は
そ
の
テ

ス
ト
結
果
を
採
用
判
断
に
使
っ

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で

す
。
ま
た
最
新
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
の
市
条
例
で
は
、
採
用
前

ド
ラ
ッ
グ
テ
ス
ト
に
マ
リ
フ
ァ

ナ
を
含
め
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
さ
ら
に
先
鋭
化
し
た
法
律
も

採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
採
用
前
の
マ
リ

フ
ァ
ナ
の
テ
ス
ト
結
果
を
規
制

す
る
動
き
が
一
部
の
州
や
市
で

出
て
き
て
お
り
、
や
は
り
こ
の

流
れ
は
今
後
全
米
の
中
で
も
広

が
り
を
見
せ
て
い
く
機
運
が
察

知
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
運

送
業
や
建
設
業
、
機
械
加
工
業

な
ど
の
従
来
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
含

め
る
ド
ラ
ッ
グ
テ
ス
ト
を
行
っ

て
き
た
業
種
や
業
界
は
今
後
ど

の
よ
う
に
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
含
む

ド
ラ
ッ
グ
テ
ス
ト
を
実
施
し
て

い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

弊
社
は
業
務
サ
ー
ビ
ス
の
一
環

と
し
て
、
全
米
に
あ
る
日
系
企

業
に
ド
ラ
ッ
グ
テ
ス
ト
の
サ
ー

ビ
ス
を
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
チ
ェ

ッ
ク
を
共
に
長
年
提
供
し
て
お

り
ま
す
。
で
す
の
で
、
採
用
前

の
マ
リ
フ
ァ
ナ
テ
ス
ト
実
施
に

規
制
が
か
け
ら
れ
る
州
や
地
域

で
は
、
ド
ラ
ッ
グ
テ
ス
ト
の
パ

ネ
ル
か
ら
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
削
除

す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
お
り
ま

す
。

　

従
業
員
の
業
務
中
に
お
け
る

安
全
性
や
健
康
面
が
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
職

場
で
は
、
法
的
規
制
が
か
け
ら

れ
な
い
限
り
、
今
ま
で
通
り
で

の
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
含
む
ド
ラ
ッ

グ
テ
ス
ト
を
実
施
さ
れ
て
い
か

れ
る
の
が
本
筋
で
あ
る
か
と
考

え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
法
律
や

規
制
が
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、

企
業
の
持
つ
ド
ラ
ッ
グ
テ
ス
ト

ポ
リ
シ
ー
な
ど
も
見
直
し
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
い
こ

と
で
す
。
ま
ず
は
、
自
社
の
持

た
れ
て
い
る
ポ
リ
シ
ー
が
今
現

在
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
是
非

こ
の
機
会
に
確
認
し
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に

今
後
ド
ラ
ッ
グ
テ
ス
ト
を
施
行

す
る
こ
と
を
お
考
え
の
企
業

は
、
ま
ず
は
ポ
リ
シ
ー
の
作
成

か
ら
手
を
付
け
ら
れ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
企
業
が
ポ
リ
シ
ー
を

も
っ
て
い
な
け
れ
ば
基
本
的
に

ド
ラ
ッ
グ
テ
ス
ト
を
行
う
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く

だ
さ
い
。

酒
井 

謙
吉　

Pacifi c Dreams, Inc. CEO
www.919usa.com

　

で
は
、
従
業
員
を
採
用
す
る

企
業
と
し
て
は
マ
リ
フ
ァ
ナ
を

含
む
ド
ラ
ッ
グ
テ
ス
ト
に
対
し

て
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
ポ
リ

　

鎌
倉
シ
ャ
ツ
の
愛
称
で
知
ら

れ
る
メ
ー
カ
ー
ズ
シ
ャ
ツ
鎌
倉

（
貞
末
奈
名
子
社
長
）
が
９
月

19
日
（
木
）
に
完
全
予
約
制
の

オ
ー
ダ
ー
サ
ロ
ン「Kamakura 

Shirts

」
を
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト

ラ
ル
駅
直
結
の
グ
レ
イ
バ
ー
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
内
に
オ
ー
プ
ン
す

る
。
２
０
１
２
年
に
開
店
し
た

マ
ジ
ソ
ン
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
店
は
、

対
米
進
出
８
年
で
、
世
界
の
一

流
ブ
ラ
ン
ド
と
肩
を
並
べ
る
ま

で
に
成
長
し
た
成
功
例
と
し
て

注
目
さ
れ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
り
２
０
２
０
年
末
に

閉
店
し
た
。
今
回
、
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
、
今
の
時
代
に
合
う
、

よ
り
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
サ
ロ
ン
ス

タ
イ
ル
で
再
出
発
す
る
。

　

同
社
撤
退
後
も
、
元
従
業
員

が
「
ア
メ
リ
カ
で
の
鎌
倉
シ
ャ

ツ
の
灯
火
を
消
し
た
く
な
い
」

と
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
と
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
後
も
月
に
３
回
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ

ス
ス
ペ
ー
ス
を
１
日
借
り
て
、

対
面
で
ト
ラ
ン
ク
シ
ョ
ー
販
売

を
継
続
し
て
き
た
こ
と
が
、
３

年
目
に
し
て
年
間
売
り
上
げ
が

５
０
０
０
万
円
に
達
す
る
ま
で

に
成
長
、
再
度
ア
メ
リ
カ
進
出

を
決
定
し
た
。

　

注
文
か
ら
約
３
週
間
で
自
分

の
サ
イ
ズ
に
合
っ
た
シ
ャ
ツ
が

届
く
。
襟
は
ワ
イ
ド
カ
ラ
ー
か

ら
ト
ラ
ッ
ド
な
ボ
タ
ン
ダ
ウ

ン
、
生
地
も
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
な
ど
様
々
な
見
本
か
ら
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。
貞
末
社
長
は

「
撤
退
後
も
ア
メ
リ
カ
の
フ
ァ

ン
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
、
応

援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
初
年
度

は
１
億
円
の
売
り
上
げ
を
目
指

し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

鎌
倉
シ
ャ
ツ
再
開
店

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
サ
ロ
ン
で

NY

主催

詳細はQRコードから↑
https://manabeba-dekiru-fx.com/NY-seminar

　
ジ
ェ
ト
ロ
は
21
日
夜
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
オ

ー
シ
ャ
ン
ズ
で
北
海
道
産
水
産
物

の
市
場
販
路
開
拓
・
Ｐ
Ｒ
を
目
的

と
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン

ト
﹁
北
海
道
プ
レ
ミ
ム
ナ
イ
ト
﹂

を
開
催
し
た
︵
詳
細
は
本
紙
次
号

掲
載
︶
。
現
状
北
海
道
産
ホ
タ
テ

を
使
用
し
て
い
な
い
米
系
高
級
レ

ス
ト
ラ
ン
に
お
い
て
ホ
タ
テ
を
始

め
と
す
る
道
産
食
品
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
鈴
木
直
道
北
海
道
知
事

が
来
米
し
て
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

し
、
今
後
の
米
国
市
場
へ
の
道
産

品
参
入
へ
の
道
筋
を
つ
け
る
の
が

狙
い
。
当
日
は
、
北
海
道
の
食
材

で
あ
る
ホ
タ
テ
、
和
牛
、
長
芋
を

利
用
し
た
料
理
を
日
本
酒
、
ワ
イ

北
海
道
産
食
材

Ｎ
Ｙ
で
Ｐ
Ｒ
！

鈴
木
知
事
が
来
米
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

ン
、
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
と

共
に
レ
ス
ト
ラ
ン
関
係
者
や
食
品

バ
イ
ヤ
ー
に
振
る
舞
っ
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
日
本
貿
易

振
興
機
構
機
北
海
道
貿
易
情
報
セ

ン
タ
ー
の
藤
井
裕
会
長
が
挨
拶

し
、
Ｎ
Ｙ
総
領
事
の
森
美
樹
夫
大

使
、
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
Ｗ
・
ウ
オ
ー

カ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
理
事
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

ホタテ
和牛 長芋

■
米
語
ウ
ォ
ッ
チ
本
・
第
２
弾
新
発
売
：
旦
英
夫
氏
著
「
米
語
ウ
ォ
ッ

チ
・
ア
メ
リ
カ
の
今
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
１
３
１
」
Ｐ
Ｈ
Ｐ
刊
は
、

ア
マ
ゾ
ン
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
書
店
で
好
評
販
売
中
。

mailto:kj.inter.artist@gmail.com
https://hls-global.com
https://manabeba-dekiru-fx.com/NY-seminar
mailto:meiseimotors@aol.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
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梅
干
し
と
オ
ク
ラ
と
豆
腐
の
ア
ペ
タ
イ
ザ
ー

鯖
と
キ
ュ
ウ
リ
の
梅
ソ
ー
ス
和
え

梅
干
し
味
の
サ
ー
モ
ン
照
り
焼
き

　

鯖
と
キ
ュ
ウ
リ
と
梅
干
し
が

あ
っ
た
ら
是
非
つ
く
っ
て
ほ
し

い
の
が
、
鯖
と
キ
ュ
ウ
リ
の
梅

ソ
ー
ス
和
え
。
鯖
は
、
私
は
魚

屋
さ
ん
で
フ
ィ
レ
に
し
て
も
ら

っ
て
買
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
を

さ
ら
に
縦
半
分
に
切
っ
て
、
ペ

ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
水
気
を
ふ
い

て
か
ら
１
枚
ず
つ
ラ
ッ
プ
で
ぴ

ち
っ
と
包
ん
で
冷
凍
庫
に
入
れ

て
お
き
ま
す
。
食
べ
た
い
時
に

塩
を
少
し
ふ
っ
て
オ
ー
ブ
ン
ト

ー
ス
タ
ー
で
華
氏
４
０
０
度
で

20
分
く
ら
い
焼
い
て
食
べ
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
料

理
で
は
そ
の
ま
ま
焼
い
て
ほ
ぐ

し
ま
す
。
鯖
と
同
量
程
度
の
キ

　

豆
腐
と
オ
ク
ラ
も
梅
干
し
と

相
性
抜
群
。
豆
腐
は
ペ
ー
パ
ー

タ
オ
ル
に
く
る
ん
で
上
に
重
し

を
し
て
水
切
り
し
ま
す
。
オ
ク

ラ
は
ヘ
タ
と
種
を
と
っ
て
み
じ

ん
切
り
に
し
、
み
じ
ん
切
り
に

し
た
梅
干
し
と
混
ぜ
ま
す
。
梅

干
し
１
・
５
個
に
オ
ク
ラ
３
個

の
割
合
が
お
勧
め
。
水
切
り
し

た
豆
腐
を
写
真
の
よ
う
に
ス
ラ

イ
ス
し
、
そ
の
上
に
梅
干
し
と

オ
ク
ラ
を
混
ぜ
た
も
の
を
置
く

と
、
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
な
前

菜
に
な
り
ま
す
。

梅
干
し
は
美
容
と
健
康
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー

【材料】（つくりやすい分量。写真の倍量相当）　
豆腐 ......................................................１/２丁
オクラ　 ....................................................３つ
梅干し ................................................１・５個

【材料】　
鮭の切り身 ...............１切れ
醤油 .......................大さじ１
味醂 .......................大さじ１
酒　 .......................大さじ１
砂糖 .......................小さじ１
刻んだ梅干し ..............１個
胡椒 ..............................少々

ュ
ウ
リ
は
千
切
り
に
。
梅
干
し

１
個
を
た
た
い
て
細
か
く
し
、

そ
こ
に
醤
油
と
米
酢
を
各
大
さ

じ
１
、
砂
糖
を
小
さ
じ
１
／
４

混
ぜ
て
ソ
ー
ス
を
用
意
。
そ
こ

に
鯖
と
キ
ュ
ウ
リ
を
入
れ
て
和

え
る
だ
け
！
こ
れ
本
当
に
絶
品

で
お
勧
め
で
す
！

　

鮭
の
照
り
焼
き
に
梅
干
し
を

加
え
る
と
、
と
て
も
お
い
し
い

照
り
焼
き
が
で
き
ま
す
。
鮭
の

切
り
身
は
塩
少
々
を
か
け
て
約

10
分
お
き
ま
す
。
そ
の
間
に
醤

油
、
酒
、
み
り
ん
を
各
大
さ
じ

１
，
砂
糖
小
さ
じ
１
、
刻
ん
だ

梅
干
し
１
個
を
混
ぜ
て
た
れ
を

つ
く
り
ま
す
。
ペ
ー
パ
ー
タ
オ

ル
で
鮭
の
水
分
を
と
り
、
胡
椒

少
々
を
全
体
に
か
け
、
オ
イ
ル

少
々
を
し
い
た
フ
ラ
イ
パ
ン
で

中
火
で
焼
き
ま
す
。
皮
が
つ
い

て
い
た
ら
、
皮
目
を
下
に
し
て

焼
き
始
め
ま
し
ょ
う
。
厚
み
の

半
分
く
ら
い
に
火
が
通
っ
た
ら

　

今
月
の
生
き
生
き
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｓ

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
料

理
研
究
家
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
杉
本
佳
子
さ
ん
に
美
容
と
健

康
を
テ
ー
マ
に
梅
干
し
を
使
っ

た
お
料
理
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
で
は
杉
本
さ
ん
、
お

願
い
し
ま
す
！◇

　

は
い
、
私
は
美
容
食
を
ブ
ロ

グ
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
集
英

社OurAge

の
連
載
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。
そ
の
美
容
食
の
コ

ン
セ
プ
ト
は
、
①
美
肌
効
果
が

高
い
栄
養
素
が
入
っ
て
い
る
食

材
を
使
っ
て
い
て
②
美
味
し
く

て
③
見
た
目
が
お
洒
落
。
多
忙

で
も
美
容
食
生
活
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
手
早
く
簡
単
に
で

き
る
こ
と
も
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

　

夏
は
酸
っ
ぱ
い
も
の
が
食
べ

た
く
な
り
ま
す
ね
。
梅
干
し
が

含
む
ク
エ
ン
酸
は
疲
労
回
復
、

食
中
毒
予
防
、
免
疫
力
向
上
に

効
果
が
あ
り
ま
す
。
塩
分
と
り

過
ぎ
に
は
気
を
つ
け
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
が
、「
１
日
１
粒
で

医
者
い
ら
ず
」
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
の
健
康
食
品
！
そ
こ
で
梅
干

し
を
使
っ
た
簡
単
で
お
い
し
い

３
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【材料】　
鯖のフェレ切り身
.................１つ　（１尾の１/４）
鯖と同量のキュウリ
梅干し ..................................１個
醤油 ..............................大さじ１
米酢 ..............................大さじ１
砂糖 .........................小さじ　1/4

ひ
っ
く
り
返
し
て
反
対
側
も
焼

き
ま
す
。
１
分
く
ら
い
し
た
ら

た
れ
を
フ
ラ
イ
パ
ン
に
入
れ
、

た
れ
を
煮
詰
め
な
が
ら
中
ま
で

火
が
通
っ
た
ら
で
き
あ
が
り
。

紫
蘇
が
あ
れ
ば
、
せ
ん
ぎ
り
に

し
て
上
に
の
せ
る
と
見
た
目
が

き
れ
い
で
す
。

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/
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　今回ご紹介するのは、Williamsburg にあるHave & Meyer です。デートにぴった
りのこのお店。天井にはシャンデリア、おとぎ話の中から飛び出してきたかのよう
なとってもロマンチックなインテリアに思わずため息。窓際の席に通されたら、都
会の雑踏のど真ん中にいることを思わず忘れてしまうことでしょう。壁一面に並ん
だボトルからわかるように、ここはワインに特化したお店です。ビールもあるけど
種類は少なめ。ご飯はイタリアンですが何を食べてもとっても美味しく、店員さん
が合わせたワインのおすすめを提案してくれます。この日は大学時代の親友との再
会でしたが、思い出話に花が咲き、とても良い時間を過ごしました。特別な夜の思
い出作りに、ぜひ行ってみてくださいね！
　ヤマモトレミ　89年生まれ、福岡県出身の漫画家。2017年に仕事の異動で東京
から NYへ移住。日本食スーパーで社員として働きながら趣味で漫画を描いていた
ら楽しくなってしまい 2021年に退職、漫画家として本格的に活動を開始。2023
年現在ブルックリン区在住。単行本発売中！（Instagram:@Yamamotoinnyc）
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ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド-

ス
タ
イ

ベ
サ
ン
ト
の
路
上
の
消
火
栓
か

ら
漏
れ
た
水
が
た
ま
っ
て
で
き

た
小
さ
な
池
で
、
金
魚
が
泳
い

で
い
る
動
画
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
話

題
に
な
っ
て
い
る
。

　

場
所
は
ト
ン
プ
キ
ン
ス
・
ア

ベ
ニ
ュ
ー
と
ハ
ン
コ
ッ
ク
・
ス

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
住
人
が
ブ

ロ
ッ
ク
毎
に
グ
リ
ー
ン
自
慢
を

競
う
恒
例
の「
グ
リ
ー
ネ
ス
ト
・

ブ
ロ
ッ
ク
・
イ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
」
が
開
催
さ
れ
、
今
年
は

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
、
フ
ォ

ー
ト
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
、
パ
ー
ク

ス
ロ
ー
プ
な
ど
の
１
０
０
ブ
ロ

ッ
ク
以
上
が
参
加
し
た
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
地
域
の

商
業
地
に
関
係
な
く
誰
で
も
無

料
で
参
加
で
き
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
植
物
園
（
Ｂ
Ｂ
Ｇ
）
で
緑
化

に
関
す
る
無
料
ワ
ー
ク
シ
ッ
プ

や
、
同
植
物
園
ス
タ
ッ
フ
が
率

い
る
ブ
ロ
ッ
ク
ツ
ア
ー
に
も
参

加
で
き
る
。
審
査
員
に
は
同
植

物
園
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
か
園
芸

家
、
Ｎ
Ｙ
市
の
記
者
な
ど
が
含

ま
れ
て
い
る
。

　

今
年
は
Ｂ
Ｂ
Ｇ
の
24
年
夏

「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
」
を
反
映
し
、
生
態
系
で

重
要
な
ポ
リ
ネ
ー
タ
ー
（
花
粉

を
媒
介
す
る
蝶
や
蜂
な
ど
）
に

対
す
る
意
識
向
上
が
テ
ー
マ

と
な
り
、
地
元
の
昆
虫
ポ
リ

ネ
ー
タ
ー
を
保
護
す
る
植
物

が
多
く
見
ら
れ
た
。
優
勝
は
、

２
０
１
９
、
22
年
に
続
き
ク
ラ

ウ
ン
ハ
イ
ツ
の
Ｎ
Ｙ
ア
ベ
ニ
ュ

ー
と
ノ
ス
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ベ
ニ

ュ
ー
間
の
リ
ン
カ
ー
ン
プ
レ
イ

ス
が
受
賞
し
た
。
同
ブ
ロ
ッ
ク

はP.L.A.N.T

と
い
う
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
委
員
会
を
設
け
、
街
路

樹
の
管
理
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
緑
化
に
関
心
の
あ
る
人
々
を

指
導
し
て
い
る
。
同
コ
ン
テ
ス

ト
は
そ
の
ほ
か
、ル
ー
キ
ー
賞
、

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ボ
ッ
ク
ス
賞
、
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
賞
な
ど
も
授
賞
し

て
い
る
。

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
最
も
グ
リ
ー
ン
な
地
区

今
年
の
１
位
は

緑
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交
流

促
進
を
目
的
に
、
１
９
９
０
年

代
に
始
ま
っ
た
。
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
は
、「
ブ
ロ
ッ
ク
美
化
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
１
９
０
２
年
に

始
ま
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て

い
る
ほ
ど
、
住
民
が
一
丸
と
な

っ
て
快
適
な
生
活
環
境
に
対
す

る
関
心
が
高
い
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
宅
地
や

ト
リ
ー
ト
の
角
で
、
周
辺
住
民

た
ち
は
７
月
中
旬
ご
ろ
、
こ
の

水
た
ま
り
に
約
50
匹
の
金
魚
を

放
ち
飼
育
を
始
め
た
。
近
所
で

話
題
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
金
魚

を
さ
ら
に
追
加
し
、
１
か
月
で

そ
の
数
は
２
０
０
匹
に
達
し

た
。　

金
魚
の
盗
難
も
あ
り
、

住
民
は
消
火
栓
の
上
に
「
プ
リ

ー
ズ
！
金
魚
を
触
っ
た
り
持
っ

て
行
か
な
い
で
！
金
魚
は
観
賞

用
で
す
。
防
犯
カ
メ
ラ
が
見
て

い
ま
す
」
と
警
告
す
る
黄
色
い

看
板
を
設
置
し
た
。
住
民
た
ち

は
毎
日
「
池
」
を
掃
除
し
、
ペ

ッ
ト
が
飼
え
な
い
子
供
た
ち
に

も
喜
ん
で
も
ら
う
た
め
に「
池
」

を
安
全
に
管
理
す
る
た
め
に
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
寄

付
を
募
っ
て
い
る
。

消
火
栓
の
水
た
ま
り
で

金
魚
を
飼
う
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
の
地
域
住
民

Photo：Federico Gruson 

https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://www.jwsny.org
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
は
、

13
日
に
中
等
部
３
人
の
編
入
生

を
迎
え
（
全
校
生
徒
35
人
）、

2
学
期
始
業
式
を
行
っ
た
。

　

櫻
井
校
長
は
式
辞
で
、「USA　

Why?　
校
長
先
生
の
夏
休
み

の
自
由
研
究（
疑
問
）」と
題
し
、

英
語
ス
ピ
ー
チ
で
伝
え
、
児
童

生
徒
と
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
の

疑
問
や
発
見
を
共
有
し
た
。
そ

し
て
２
学
期
も
引
き
続
き
「
な

ぜ
？
ど
う
し
て
？
答
え
を
自
分

で
、ま
た
は
友
達
と
見
つ
け
る
」

よ
う
に
と
励
ま
し
の
言
葉
を
贈

っ
た
。

　

２
学
期
が
ん
ば
り
た
い
こ
と

の
発
表
で
は
、
各
学
年
代
表
者

が
2
学
期
に
向
け
て
の
目
標
や

抱
負
を
述
べ
た
。「
友
達
と
一

緒
に
力
を
合
わ
せ
て
メ
ー
プ
ル

祭
（
文
化
祭
）
の
成
功
を
目
指

し
た
い
」と
い
う
意
気
込
み
や
、

新
し
い
挑
戦
を
通
じ
て
自
分
を

磨
き
、
成
長
す
る
意
志
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
好
機

な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
全

校
生
徒
が
真
剣
に
発
表
を
聞
い

て
い
る
姿
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
異
な
る
文
化
や
風

景
を
体
験
す
る
家
族
旅
行
や
自

然
と
親
し
む
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

な
ど
、
夏
休
み
中
の
経
験
を
分

か
ち
合
う
こ
と
で
お
互
い
に
刺

激
を
受
け
、
新
し
い
学
期
に
向

け
て
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校
で

２
学
期
の
始
業
式

　

デ
ン
バ
ー
補
習
授
業
校
（
横

澤
広
美
校
長
）
は
夏
休
み
明
け

最
初
の
授
業
日
と
な
っ
た
11

日
、
全
校
で
校
外
学
習
を
実
施

し
た
。
今
回
訪
れ
た
の
は
ロ
ッ

キ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
・
ア
ー
セ
ナ

ル
国
立
野
生
生
物
保
護
区
。
ア

メ
リ
カ
国
内
最
大
の
都
市
保
護

区
の
1
つ
と
い
わ
れ
、
デ
ン
バ

ー
市
中
心
部
か
ら
も
車
で
20
分

ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
。
こ
こ
に

は
、
バ
イ
ソ
ン
、
シ
カ
、
猛
禽

類
、
鳴
き
鳥
、
水
鳥
、
プ
レ
ー

リ
ー
ド
ッ
グ
、
コ
ヨ
ー
テ
な
ど

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
集
合

場
所
と
な
っ
た
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
前
で
も
バ
イ
ソ
ン
の
姿
が

見
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
到
着

早
々
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
バ

イ
ソ
ン
を
見
守
っ
て
い
た
。

　

保
護
区
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ

る
野
生
生
物
の
説
明
を
受
け
た

後
、
ク
イ
ズ
形
式
の
学
習
を
行

い
な
が
ら
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
内
の
展
示
や
ト
レ
イ
ル
を
歩

い
た
。
そ
の
後
、
保
護
区
内
を

保
護
者
の
車
で
周
遊
し
、
野
生

生
物
の
姿
を
実
際
に
見
て
回
っ

た
。
昼
食
後
、
野
外
円
形
ス
テ

ー
ジ
前
で
す
い
か
割
り
を
行

い
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く

保
護
者
も
大
い
に
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

国
立
野
生
生
物

保
護
区
へ

デ
ン
バ
ー
補
習
授
業
校

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ミ
ル
ピ

タ
ス
で
２
０
２
４
年
度
の
全
米

そ
ろ
ば
ん
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催

さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
佐
藤

そ
ろ
ば
ん
教
室
の
小
島
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
さ
ん
（
10
段
）
が
優
勝

し
た
。
同
大
会
は
、
小
学
生
か

ら
高
校
生
ま
で
の
参
加
者
88
人

で
行
わ
れ
た
。

　

種
目
は
ペ
ー
パ
ー（
か
け
算
、

わ
り
算
、
見
と
り
算
）、
英
語

読
み
上
げ
算
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗

算
の
３
種
目
。
ペ
ー
パ
ー
部
門

１
５
０
問
題
の
そ
ろ
ば
ん
使
用

は
も
ち
ろ
ん
可
能
だ
が
大
半
は

暗
算
で
行
わ
れ
、
優
勝
し
た
小

島
さ
ん
の
正
解
率
は
98
％
だ
っ

た
。
小
島
さ
ん
は
日
本
や
ブ
ラ

ジ
ル
の
大
会
に
も
参
加
し
て
腕

を
磨
き
、
ま
た
交
流
も
深
め
て

い
る
と
い
う
。
今
年
高
校
を
卒

業
し
10
段
を
取
得
し
た
小
島
さ

ん
は
米
国
珠
算
協
会
か
ら
奨
学

金
も
授
与
さ
れ
た
。

　

小
島
さ
ん
は
２
年
前
の
同
大

会
で
高
校
生
部
門
で
も
優
勝
し

て
い
る
。
同
教
室
の
オ
ー
プ
ン

は
１
９
７
７
年
、
日
本
で
の
指

導
を
入
れ
る
と
50
年
以
上
に
な

る
。
現
在
は
ス
カ
ー
ス
デ
ー
ル

教
室
の
対
面
ク
ラ
ス
と
オ
ン
ラ

全米そろばんコンテストで優勝

イ
ン
に
よ
る
ク
ラ
ス
を
行
っ
て

い
る
。

　

指
導
し
て
る
佐
藤
タ
カ
子
さ

ん
は
「
そ
ろ
ば
ん
の
魅
力
は
努

力
の
結
果
が
目
に
見
え
る
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。
大
会
に
し
ろ

検
定
に
し
ろ
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み

上
げ
た
も
の
が
形
と
な
っ
て
戻

っ
て
く
る
。
初
級
レ
ベ
ル
か
ら

そ
れ
ら
を
味
わ
い
な
が
ら
一
歩

一
歩
進
ん
で
行
く
事
が
子
供
に

と
っ
て
楽
し
い
こ
と
か
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。
同

そ
ろ
ば
ん
教
室
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルsato@

thesorobanschool.com

佐藤そろばん教室の小島アンドリューさん
全
米
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

２
年
前
に
高
校
生
部
門
で
も
優
勝

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

の
語
学
セ
ン
タ
ー
は
９
月
11

日
（
水
）
と
12
日
（
木
）
か

ら
日
本
人
向
け
に
構
成
さ
れ

た
「
英
会
話
教
室
中
級
（
上
／

中
／
下
）」
を
、
ま
た
、
９
月

25
日
（
水
）
と
29
日
（
土
）
か

ら
は
将
来
日
本
語
教
師
を
目
指

す
人
の
た
め
の
「
初
級
日
本
語

教
師
養
成
講
座
」
を
開
講
す

る
。
英
会
話
体
験
教
室
は
８
月

29
日
（
木
）
午
後
７
時
半
か
ら

開
始
さ
れ
る
。
す
べ
て
の
ク
ラ

ス
は
ズ
ー
ム
を
使
っ
た
オ
ン
ラ

イ
ン
に
て
行
わ
れ
る
。「
書
道

教
室
」
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面

で
９
月
20
日
（
金
）
か
ら
開

始
さ
れ
る
。
授
業
料
や
時
間

な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
７
１
５
・
１
２
６
９

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルlanguage_

inquiries@japansociety.org

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トwww.japansociety.org/
language-center 

を
参
照
。

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

語
学
セ
ン
タ
ー
９
月
か
ら
講
座

英
会
話　

日
本
語
教
師
養
成　

書
道

http://www.gwjs.org
https://www.diskyoto.com/
http://www.betteratmath.com
https://miray109.com/
mailto:inquiries@japansociety.org
mailto:inquiries@japansociety.org
mailto:inquiries@japansociety.org
www.japansociety.org/language-center
mailto:sato@thesorobanschool.com
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帰
国
後
の
学
校
選
択
に
つ
い

て
は
、
い
ろ
い
ろ
と
不
安
を
抱

え
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

現
状
、
日
本
の
教
育
制
度
に
お

い
て
、
小
中
学
校
の
９
年
間
は

義
務
教
育
で
す
の
で
、
そ
の
年

齢
で
帰
国
す
る
場
合
は
、入
学
・

編
入
学
選
抜
等
を
行
っ
て
い
る

学
校
を
選
択
し
な
け
れ
ば
住
民

登
録
を
し
て
地
域
の
公
立
小
中

学
校
へ
年
齢
相
応
の
学
年
に
入

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
帰
国
さ

れ
る
地
域
に
よ
っ
て
学
校
を
ど

う
選
択
す
る
か
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
実
情
や
保
護
者
の
考
え

方
で
差
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

帰
国
さ
れ
る
お
子
さ
ん
の
年
齢

に
よ
っ
て
も
違
い
が
出
て
き
ま

す
が
、
一
般
的
な
学
校
選
択
の

考
え
方
に
つ
い
て
お
話
し
て
い

き
ま
す
。

【
受
入
校
の
タ
イ
プ
】　

帰
国
生

受
け
入
れ
校
に
つ
い
て
は
４
つ

の
タ
イ
プ
の
学
校
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
海
外
経
験
豊
か
な
帰

国
生
を
受
け
入
れ
、
身
に
つ
け

た
特
性
を
伸
ば
し
、
日
本
の
学

習
で
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
個
別

学
習
な
ど
で
補
う
タ
イ
プ
、
海

外
経
験
よ
り
も
日
本
の
学
習
の

適
応
教
育
を
進
め
て
い
る
タ
イ

プ
、
帰
国
生
の
受
け
入
れ
は
行

う
が
特
別
な
指
導
は
行
わ
な
い

タ
イ
プ
、
海
外
で
身
に
つ
け
た

英
語
力
や
経
験
を
重
視
し
た
指

導
を
行
い
日
本
へ
の
適
応
教
育

は
重
視
し
な
い
タ
イ
プ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
重
視
す
る
教
育
の

内
容
が
さ
ま
ざ
ま
で
す
の
で
、

ど
の
タ
イ
プ
の
学
校
が
お
子
さ

ん
に
合
う
か
よ
く
考
え
て
選
択

し
た
い
も
の
で
す
。

【
学
校
の
情
報
を
集
め
る
】　

帰

国
生
受
け
入
れ
校
を
は
じ
め
、

帰
国
後
の
学
校
選
択
を
す
る
う

え
で
各
学
校
の
情
報
を
集
め
て

検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

各

校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
た
い
へ

ん
充
実
し
て
き
ま
し
た
。
わ
か

ら
な
い
こ
と
等
を
質
問
で
き
る

「
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
」

も
つ
い
て
い
ま
す
。
な
か
に
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
個
別
相
談
を
実

施
し
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す

の
で
、
気
に
な
る
学
校
は
必
ず

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

答
え
し
て
い
ま
す
。
海
外
滞
在

中
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
相
談
方
法
は
メ
ー
ル
、
オ

ン
ラ
イ
ン
、
対
面
（
東
京
・
大

阪
・
名
古
屋
）
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

【
学
校
選
択
を
す
る
】　

帰
国
後

の
学
校
を
選
ぶ
と
き
に
ま
ず
考

え
て
お
く
こ
と
は
、
お
子
さ
ん

自
身
の
こ
と
で
す
。
お
子
さ
ん

の
性
格
、
将
来
へ
の
希
望
、
得

意
な
こ
と
、
海
外
で
続
け
て
き

た
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
、
今
後
も

続
け
て
い
き
た
い
こ
と
な
ど
を

書
き
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
お

子
さ
ん
の
現
在
の
姿
が
見
え
て

く
る
と
同
時
に
帰
国
後
に
ど
ん

な
学
校
を
選
択
し
た
ら
よ
い
か

も
は
っ
き
り
し
て
き
ま
す
。
そ

の
う
え
で
海
外
で
の
滞
在
期
間

や
通
学
し
た
学
校
で
の
学
習
や

生
活
体
験
等
も
考
慮
し
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
帰
国
生
の
多

い
東
京
を
中
心
と
し
た
首
都
圏

と
他
の
地
域
で
は
選
択
で
き
る

学
校
の
数
が
異
な
り
ま
す
。
小

学
生
は
地
元
の
公
立
小
学
校
が

多
く
、
中
高
生
で
も
地
域
に
よ

っ
て
は
公
立
の
中
学
校
や
高
校

を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
情

が
あ
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
も
日
本
の

学
校
情
報
が
収
集
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
海
外
で
は

帰
国
後
の
情
報
が
ま
だ
ま
だ
入

り
に
く
い
と
思
い
ま
す
。
一
時

帰
国
の
際
に
希
望
し
て
い
る
学

校
を
訪
問
し
た
り
、
財
団
等
が

実
施
し
て
い
る
海
外
で
の
学
校

説
明
会
も
開
か
れ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
う
い
う
機
会
を
上
手
に

利
用
し
て
学
校
選
択
に
生
か
し

て
く
だ
さ
い
。
帰
国
さ
れ
る
お

子
さ
ん
が
楽
し
く
活
躍
で
き
そ

う
な
学
校
を
家
族
で
よ
く
相
談

し
て
決
め
ら
れ
る
と
い
い
で
し

ょ
う
。

帰国後の学校選択について
海外子女教育振興財団

鈴木敏彦 教育アドバイザー

●
書
籍
よ
り　

関
東
地
区
の
帰

国
し
た
母
親
の
グ
ル
ー
プ
「
帰

国
生
母
の
会
フ
レ
ン
ズ
」
が
受

け
入
れ
校
を
訪
問
し
て
作
成
し

た
冊
子
や
情
報
が
あ
り
ま
す
。

母
親
目
線
で
の
情
報
も
あ
り
有

効
に
活
用
し
た
い
も
の
で
す
。

●
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
の

活
用　
「
帰
国
子
女
の
た
め
の

学
校
便
覧
」
に
は
、
帰
国
生
を

受
け
入
れ
て
い
る
全
国
の
小
学

校
、
中
学
校
、
高
校
、
大
学
、

短
大
等
多
く
の
情
報
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
弊
財
団

が
毎
年
７
月
下
旬
に
実
施
し
て

い
る
「
帰
国
生
の
た
め
の
学
校

説
明
会
・
相
談
会
」（
東
京
・

大
阪
・
名
古
屋
で
開
催
）
で
生

の
情
報
を
集
め
る
こ
と
が
可
能

で
す
。「
教
育
相
談
」
は
、
弊

財
団
の
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

帰
国
後
の
お
子
さ
ん
の
教
育
に

つ
い
て
の
不
安
や
疑
問
等
に
お

 本欄への相談は
● 公益財団法人 海外子女教育振
興財団（JOES）
www.joes.or.jp
【教育相談】
Eメール sodanjigyo@joes.or.jp

　

創
立
45
周
年
を
迎
え
る
Ｎ
Ｙ

育
英
学
園
が
8
月
3
日
、
代
々

木
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少

年
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
第
26
回

フ
ァ
ミ
リ
ー
同
窓
会
を
開
い

た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
し
ば
ら

く
開
か
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

こ
の
夏
、
久
し
ぶ
り
の
同
窓
会

と
な
り
合
計
２
５
０
人
が
集
ま

っ
た
。
今
回
は
大
会
議
室
を
午

前
午
後
と
使
い
2
部
に
分
け
て

開
か
れ
た
。

　

午
前
は
１
９
７
９
年
か
ら
の

「
よ
い
こ
の
学
園
」
当
時
の
元

園
児
達
。
皆
40
代
と
な
り
全
国

各
地
か
ら
子
連
れ
で
参
加
。
元

保
護
者
も
多
く
3
世
代
の
賑
や

か
な
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
同
窓
会
」

と
な
っ
た
。

　

ま
ず
は
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

の
上
井
雅
代
先
生
を
中
心
に
学

園
歌
の
合
唱
。
川
吉
里
季
同
窓

会
会
長
と
岡
本
徹
学
園
長
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。
参
加
し
た
旧
教

職
員
多
数
の
近
況
報
告
も
あ

り
、
涙
の
再
会
と
思
い
出
話
に

興
奮
気
味
の
参
加
者
達
は
時
間

を
忘
れ
話
し
込
ん
だ
。

　

午
後
に
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

育
英
学
園
」
幼
児
部
小
学
部
の

全
日
制
と
サ
タ
デ
ー
、
サ
ン
デ

ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
週
末
部
門
の

卒
業
生
が
参
加
。
元
園
児
、
児

童
、
保
護
者
が
マ
イ
ク
を
回
し

家
族
の
近
況
報
告
や
学
園
で
の

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い

た
。「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
日

本
へ
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク

は
有
り
ま
し
た
が
、
Ｎ
Ｙ
育
英

で
勉
強
し
て
い
た
お
陰
で
主
要

教
科
で
も
音
楽
体
育
な
ど
の
専

科
で
も
ア
ジ
ャ
ス
ト
で
き
ま
し

た
」「
Ｎ
Ｙ
育
英
で
は
宿
題
も

多
く
大
変
で
し
た
が
、
お
か
げ

で
受
験
し
た
志
望
校
に
無
事
入

れ
ま
し
た
」「
幼
児
部
で
も
砂

遊
び
、
芝
生
の
グ
ラ
ン
ド
で
の

サ
ッ
カ
ー
や
運
動
会
、
歌
や
劇

の
発
表
会
を
日
本
以
上
に
や
っ

て
下
さ
っ
た
お
か
げ
で
帰
国
後

が
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
」「
全
日

で
も
週
10
時
間
以
上
の
英
語
の

時
間
が
あ
っ
た
の
で
英
検
の
準

一
級
を
取
れ
ま
し
た
。
英
語
を

中
心
に
自
信
が
で
き
た
よ
う
で

す
」
な
ど
と
感
謝
の
言
葉
が
聞

か
れ
、
出
席
し
た
職
員
達
に
は

嬉
し
涙
が
見
ら
れ
た
。

　

自
由
時
間
に
は
全
員
に
も
れ

な
く
学
園
グ
ッ
ズ
な
ど
景
品
の

NY育英学園45周年
東京に250人集まる

同
窓
会
開
催

あ
る
ゲ
ー
ム
で
会
場
は
大
盛
り

上
が
り
で
あ
っ
た
。

　

米
国
在
住
者
の
為
の
同
窓
会

は
９
月
15
日
（
日
）
午
後
２
時

30
分
か
ら
５
時
30
分
。

同
学
園
Ｎ
Ｙ
分
校
フ
レ
ン
ズ
ア

カ
デ
ミ
ー
（
西
１
０
３
丁
目

３
１
０
番
地
）
で
開
か
れ
る
。

https://artofhaiku.org/
https://starchildny.com/
http://shidogakuin.com
http://www.jwsnj.org/
http://www.joes.or.jp
mailto:sodanjigyo@joes.or.jp
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
俳
人

で
、
俳
壇
の
芥
川
賞
と
さ
れ
る

角
川
俳
句
賞
受
賞
者
で
あ
る
月

野
ぽ
ぽ
な
さ
ん
が
、
20
年
余
の

俳
句
歴
の
集
大
成
と
な
る
初
の

句
集
「
人
の
か
た
ち
」
を
出
版

し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
た
ト
ー

ク
＆
サ
イ
ン
会
が
９
月
20
日

（
金
）
午
後
６
時
か
ら
、
紀
伊

國
屋
書
店
Ｎ
Ｙ
本
店
（
６
番
街

１
０
７
３
番
地
、
41
丁
目
）
に

て
開
催
さ
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
句
作
を
始
め
た
著
者
が
、

ど
こ
に
暮
ら
し
て
も
、
人
生
の

ど
の
ス
テ
ー
ジ
か
ら
で
も
気
軽

に
始
め
る
こ
と
が
で
き
、
生
涯

の
友
と
な
り
う
る
日
本
の
優
れ

た
文
芸
、
俳
句
の
魅
力
を
自
ら

の
経
験
を
通
し
て
語
る
。
イ
ベ

ン
ト
当
日
ま
た
は
同
店
で
の
購

入
に
限
ら
ず
、
全
て
の
購
入
済

み
の
本
書
が
サ
イ
ン
の
対
象
と

な
る
。
入
場
無
料
、予
約
不
要
。

photo by Bridget Badore

月野ぽぽな句集
「人のかたち」

出版記念トーク＆サイン会

O
rchard Street, 2003 

ひ
ゃ
く
だ
か
ず
こ

商
店
街
の
原
風
景

写
真
展

　

ひ
ゃ
く
だ
か
ず
こ
の
写
真

展 ORCHARD STREET 

が
28

日
（
水
）
か
ら
10
月
８
日
（
火
）

ま
で
、
金
融
街
の
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー 
（
メ
イ
デ

ン
レ
ー
ン
80
番
地
14
階
）
で
開

催
さ
れ
る
。
オ
ー
チ
ャ
ド
ス
ト

リ
ー
ト
は
ロ
ウ
ア
ー
イ
ー
ス
ト

サ
イ
ド
の
南
北
８
ブ
ロ
ッ
ク
に

ま
た
が
る
短
い
通
り
。
今
で
こ

そ
バ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ブ
テ

ィ
ッ
ク
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
が

軒
を
並
べ
多
く
の
若
者
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
が
、
古
く
は
19
世

紀
後
半
か
ら
生
活
必
需
品
の
露

店
が
通
り
を
占
有
し
、
世
界
各

地
か
ら
の
貧
し
い
移
民
の
暮
ら

し
を
支
え
て
き
た
熱
気
あ
ふ
れ

る
商
店
街
で
あ
っ
た
。
近
代

に
な
る
と
衣
類
や
生
地
、
帽

子
・
カ
バ
ン
、
お
も
ち
ゃ
な
ど

の
専
門
店
が
安
さ
と
品
揃
え
を

競
っ
て
い
た
。
ひ
ゃ
く
だ
は

２
０
０
３
年
、
活
気
を
呈
し
た

20
世
紀
の
繁
栄
が
衰
退
へ
と
移

行
す
る
時
代
の
変
様
を
と
ど
め

よ
う
と
オ
ー
チ
ャ
ド
ス
ト
リ
ー

ト
の
状
況
を
モ
ノ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
で
撮
り
溜
め
た
。
今
回
は
そ

の
中
か
ら
12
点
を
展
示
す
る
。

　

入
場
無
料
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
28
日
（
水
）

午
後
５
時
か
ら
７
時
ま
で
。
問

い
合
わ
せ
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト https://artspheres.

org/ 

を
参
照
す
る
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版
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AKIRA TANA
JAZZ NIGHT

with ATSUKO HASHIMOTO
　

ジ
ャ
ズ
・
ア
ッ
ト
・
リ
ン
カ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
15
日
か
ら
17
日
、

ウ
ェ
ス
ト
コ
ー
ス
ト
の
伝
説
的
日

系
ド
ラ
マ
ー
で
あ
る
ア
キ
ラ
・
タ

ナ
が
、
大
阪
か
ら
ハ
モ
ン
ド
Ｂ
３

の
名
手
、
橋
本
有
津
子
を
迎
え
た

大
阪
カ
ル
テ
ッ
ト
と
ゴ
ー
ジ
ャ
ス

な
演
奏
を
聴
か
せ
た
。
ソ
ニ
ー
・

ロ
リ
ン
ズ
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
な
ど
数
え
切
れ
な

い
ほ
ど
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
共
演

し
て
き
た
タ
ナ
の
世
界
に
観
客
は

酔
い
し
れ
て
い
た
。　
　
　
（
三
）　

西
海
岸
か
ら
来
た
日
系
ド
ラ
マ
ー
と

大
阪
か
ら
来
た
ト
リ
オ
の
晩
夏

mailto:kyoko5japan@gmail.com
https://shopnyseikatsu.com/
http://kkobo.com/
tel:18778852726
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://artspheres.org/
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本
書
は
大
ま
か
に
３
部
と
終

章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
日
本

初
の
女
性
判
事
三
淵
嘉
子
氏
の

人
と
な
り
。
ア
メ
リ
カ
が
開
発

し
広
島
と
長
崎
に
投
下
し
た
原

子
爆
弾
に
つ
い
て
。
そ
し
て
広

島
と
長
崎
の
被
爆
者
五
人
が
大

阪
地
方
裁
判
所
と
東
京
地
方
裁

判
所
で
訴
え
を
起
こ
し
た
原
爆

裁
判
に
つ
い
て
。
こ
れ
ら
３
部

が
導
く
の
は
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ

で
あ
る
終
章
の
「
原
爆
裁
判
」

判
決
文
全
文
で
あ
る
。

　

三
淵
嘉
子
氏
に
つ
い
て
は
、

朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
虎
に

翼
』
の
主
人
公
「
寅
子
」
の
モ

デ
ル
と
な
っ
て
人
気
を
博
し
て

い
る
の
で
説
明
は
い
ら
な
い
だ

ろ
う
。
け
れ
ど
、
三
淵
嘉
子
氏

が
、
１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年

の
「
原
爆
裁
判
」
に
次
席
裁
判

官
と
し
て
、
第
１
回
口
頭
弁
論

か
ら
結
審
ま
で
携
わ
っ
て
い
た

こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。

　

長
男
の
芳
武
さ
ん
が
証
言
す

る
に
は
「
当
時
の
報
道
で
母
が

原
爆
裁
判
を
担
当
し
た
こ
と
は

知
っ
て
い
ま
す
が
、
内
容
に
つ

い
て
聞
い
た
こ
と
は
な
か
っ

た
」
と
言
い
、
守
秘
義
務
を
遵

守
し
た
と
も
み
て
と
れ
る
が
、

「
自
分
が
見
解
を
述
べ
る
こ
と

で
、
わ
ず
か
で
も
影
響
を
残
す

可
能
性
を
お
そ
れ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
」
と
著
者
は
推
理

す
る
。

　

本
書
の
冒
頭
は
、ア
フ
リ
カ
・

コ
ン
ゴ
で
発
見
さ
れ
た
高
純
度

の
ウ
ラ
ン
鉱
脈
を
発
見
し
た
こ

と
で
、
後
に
死
の
商
人
と
呼
ば

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ベ
ル
ギ
ー

最
大
の
財
閥
系
鉱
山
会
社
ユ
ニ

オ
ン
・
ミ
ニ
エ
ー
ル
の
幹
部
エ

ド
ガ
ー
・
サ
ン
ジ
ェ
と
ア
メ
リ

カ
軍
と
の
、
秘
密
め
い
た
ウ
ラ

ン
の
取
引
に
つ
い
て
か
ら
始
ま

る
。「
秘
密
め
い
た
」
と
感
じ

る
の
は
、
サ
ン
ジ
ェ
自
身
が
残

し
た
３
万
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
資

料
が
、
彼
の
祖
国
ベ
ル
ギ
ー
の

国
立
公
文
書
館
に
非
公
開
資
料

と
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
た
か
ら

だ
。
近
頃
、
そ
れ
ら
資
料
、
手

書
き
の
メ
モ
、
覚
書
、
手
記
な

ど
が
特
別
に
公
開
さ
れ
、
緊
迫

し
た
生
々
し
い
や
り
取
り
が
つ

ま
び
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

続
く
前
半
の
大
部
分
を
占
め

る
、
原
爆
投
下
、
投
下
後
の
ア

メ
リ
カ
の
取
っ
た
動
き
に
関
す

る
記
述
に
は
息
を
呑
む
。
米
国

大
統
領
ト
ル
ー
マ
ン
、
米
軍
責

任
者
、
そ
し
て
原
爆
の
父
オ
ッ

ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
ら
へ
の
責
任
追

求
は
筆
舌
を
極
め
る
。
特
に
広

島
・
長
崎
に
投
下
し
た
原
爆
は

上
空
で
爆
発
し
た
の
で
、
地
上

の
放
射
能
残
留
は
な
い
と
断
言

し
た
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
の
発

言
に
は
、
科
学
者
に
あ
る
ま
じ

き
虚
言
で
あ
る
と
容
赦
な
い
。

著
者
の
私
見
で
は
あ
る
が
、
公

開
さ
れ
た
膨
大
な
公
文
書
記

録
、
廃
棄
を
免
れ
た
裁
判
記
録

な
ど
を
読
み
込
ん
で
導
か
れ
た

も
の
で
あ
り
、
曇
り
が
な
い
。

　

事
実
に
客
観
的
で
あ
ろ
う
と

す
る
姿
勢
は
、
原
爆
裁
判
に
か

か
わ
っ
た
担
当
裁
判
官
に
一
貫

す
る
。
第
三
回
弁
論
か
ら
判
決

ま
で
裁
判
長
を
務
め
た
古
関
敏

正
氏
は
、「
原
爆
投
下
が
国
際

法
違
反
か
ど
う
か
が
争
点
に
な

る
と
、
躊
躇
な
く
高
名
な
三
人

の
国
際
法
学
者
を
鑑
定
人
に
選

し
た
」。
学
者
た
ち
は
「
非
人

道
的
、
無
差
別
爆
撃
で
あ
り
国

際
法
に
違
反
す
る
」も
し
く
は
、

「
国
際
法
違
反
の
戦
闘
行
為
と

み
る
べ
き
筋
が
強
い
」
と
見
解

を
示
し
、
新
聞
各
紙
は
「
原
爆

投
下
は
国
際
法
違
反
判
決
」
と

報
道
し
た
。
し
か
し
判
決
の
主

文
は
「
原
告
等
の
請
求
を
棄
却

す
る
」
で
あ
っ
た
。
判
決
文
か

ら
裁
判
長
お
よ
び
三
淵
嘉
子
氏

ら
の
忸
怩
た
る
思
い
が
汲
み
取

れ
る
。
そ
の
後
、
被
爆
者
援
護

の
た
め
の
法
律
が
制
定
さ
れ

る
。

　

現
在
、
原
子
爆
弾
が
使
わ
れ

か
ね
な
い
戦
争
を
少
な
く
と
も

２
つ
抱
え
て
い
る
。
早
期
終
結

を
、
平
和
と
一
日
も
早
い
復
興

と
人
命
救
済
を
願
わ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）

 判決が翻った原爆裁判
山我浩・著

 毎日ワンズ・刊

■オパールの炎（桐野夏生、中央公論社）1970年代にピ
ル解禁と中絶の自由を訴えた活動家、塙玲衣子。派手なパ
フォーマンスで一躍脚光を浴びるも、いつの間にか消えて
いた。ある女性ライターが関係者に取材した証言から、世
の理不尽を抉りだす。塙のモデルは「中ピル連」の代表、
榎美沙子さん。■ 2040年半導体の未来（小柴満信、東洋
経済新報社）半導体業界「キーマン中のキーマン」が提言
する「日本再生戦略」とは。日本経済がしくじり体質から
脱却し、復活するかどうかは「最先端半導体」にかかって
いる。半導体＋量子＝次世代計算基盤で日本経済は再び成
長するのか。■笑うマトリョーシカ（早見和真、文春文庫）
47歳で若き官房長官となり、総理への階段を駆け上がる
男は周囲を魅了する輝きを放っていた。「でも彼が誰かの
操り人形だったら？」そう感じた女性記者が背景を探ると、
関係者の不審死、同級生の秘書や家族らの怪しい関係性が
浮上する。人間の心の闇に迫るミステリー。■なぜ働いて
いると本が読めなくなるのか（三宅香帆、集英社文庫）「仕
事と趣味が両立できない」という苦しみは、いかにして生
まれたのか。自らも兼業で執筆活動を行ってきた著者が、
労働と読書の歴史をひもとき、日本人の「仕事と読書」の
あり方の変遷を辿る。そこから明らかになる日本の労働の
問題点とは。■ 60代、変えていいコト、変えたくないモ
ノ（岸本葉子、中公文庫）鍋が重たい、本の字が読めない。少し前まででき
ていたことができない。困りごともいろいろ起きる。振り込め詐欺、通信ト
ラブル、そしてまさかの感染症。戸惑うなかで気づく「昔と同じやり方が今
の自分の最適解とは限らない」。変えていいコトと変えたくないモノがつか
めたら、きっとよりよい60代を送ることができる。単行本「ふつうでない
時をふつうに生きる」を改題したもの。■原因において自由な物語（五十嵐
律人、講談社文庫）若手人気作家・二階堂紡季には、誰にも言えない秘密があっ
た。露呈すれば全てを失う。しかしその秘密と引き換えにしてでも、書かね
ばならない物語に出会ってしまう。デビュー作『法廷遊戯』が映画化され話
題となった著者が仕掛ける、緻密で大胆なリーガルミステリー。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

70
年
代
の
女
性
活
動
家
の
小
説
。
次
世
代
計
算
基
盤
で
日
本
経
済
は
再
び
成
長
す
る
。

人
間
の
心
の
闇
に
迫
る
ミ
ス
テ
リ
ー
。
日
本
人
の
仕
事
と
読
書
の
あ
り
方
。
よ
り
よ
い
60

代
を
過
ご
す
た
め
の
秘
訣
と
は
。
緻
密
で
大
胆
な
リ
ー
ガ
ル
ミ
ス
テ
リ
ー
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

水
は
生
命
の
源
で
あ
り
、
地

球
の
源
で
あ
り
、
川
の
リ
ズ
ム

は
体
の
脈
拍
と
し
て
刻
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

か
ら
聴
い
て
い
た
女
の
子
。
と

こ
ろ
が
、
こ
の
土
地
の
水
を
汚

し
、
動
物
や
植
物
を
破
壊
し
て

し
ま
う
よ
う
な
建
設
が
始
ま
る

と
い
う
噂
を
耳
に
し
ま
す
。
女

の
子
は
水
を
守
る
た
め
、
勇
気

を
出
し
て
こ
の
問
題
に
立
ち
向

か
う
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。

　

著
者
キ
ャ
ロ
ル
・
リ
ン
ド
ス

ト
ロ
ー
ム
と
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
の
ミ
カ
エ
ラ
・
ゴ
ー
デ
が
贈

る
、
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
の
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
で
、
２
０
２
１
年
コ

ー
ル
デ
コ
ッ
ト
賞
（
米
国
で
毎

年
授
与
さ
れ
る
絵
本
の
最
優
秀

賞
）
金
賞
を
受
賞
し
た
絵
本
。　

　

米
国
内
で
ダ
コ
タ
・
ア
ク
セ

ス
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
が

行
わ
れ
る
の
に
際
し
、
付
近
に

居
住
地
を
持
つ
先
住
民
が
起
こ

し
た
反
対
運
動
が
背
景
に
あ
る

ス
ト
ー
リ
ー
。
自
分
た
ち
だ
け

の
た
め
で
は
な
く
、
地
球
に
い

る
す
べ
て
の
い
き
も
の
の
た
め

に
。
大
型
絵
本
の
ペ
ー
ジ
い
っ

ぱ
い
に
美
し
い
水
彩
画
の
イ
ラ

ス
ト
が
描
か
れ
、
水
の
神
聖
さ

が
表
現
さ
れ
て
い
る
。（
高
田
）

全
て
の
い
き
も
の
た
ち
の
水
を
守
る

 『We Are Water Protectors』
 Written by Carole Lindstrom

Published by Roaring Brook Press

https://usa.kinokuniya.com/
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http://www.ishitaniclinic.com/


応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About offi  cial rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

新俳句グランプリ 2024

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2024は、米国東部時間2024年1月1日12:00AMから2024年10月31日
11:59PMまで開催します。
＊11月1日から12月31日にされた応募は2025年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社およ
びこれらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、
募集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。
日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは
問いません。
英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。
18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。
［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Email　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、
HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。
応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお
送りください。
オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。
※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。
応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権
者のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ
らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ
せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。
・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補
作品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるため
には、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2024年11月16日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%
金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、スコット・メイソン（敬称
略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補
作品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示
す書類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となりま
す。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー
銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー
銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー
候 補 作品は、各応 募 期 間の翌 月第 4週号の「週刊 N Y生活」、ウェブサイト
 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、
2025年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項
は、ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

北米伊藤園新俳句グランプリ2024　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

サ
サ
ク
レ
の
痛
み
も
吟
味
夏
の
帰
路 

大
工
園
亮
介  

Ｏ
Ｈ
州

ほ
ろ
酔
い
の
父
の
草
笛
瀬
戸
の
夕
　
　

ペ
リ
ー
町
子  

Ｍ
Ｅ
州

萱
草
の
花
や
陰
な
き
駐
車
場
　
　

宇
佐
美
好
子  

Ｍ
Ａ
州

菜
園
の
ト
マ
ト
の
芳
香
手
に
残
り
　

玉
眞
健
一  

Ｐ
Ａ
州

白
粥
に
梅
干
ひ
と
つ
夏
の
朝
　
　

島
崎
志
津
香  

Ｎ
Ｊ
州

弟
に
一
匙
許
す
か
き
氷
　

斉
藤
照
枝  
Ｎ
Ｙ
州

緑
さ
す
式
服
の
君
巣
立
ち
け
り
　

ベ
ス
ト
英
理
子  

Ｐ
Ａ
州

青
い
空 

め
が
け
て
撃
つ
ぞ 

水
鉄
砲  

　

森
谷
泰
成  

Ｎ
Ｊ
州

︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
小
６
　
11
歳
︶　

春
風
が 

カ
イ
ト
を
あ
げ
る 

高
い
空 

東 

美
希  

Ｍ
Ａ
州 

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
９
歳
︶

ひ
な
ま
つ
り 

つ
ぎ
の
日
ぼ
く
の 

た
ん
生
日 

山
本 

暁  

Ｍ
Ａ
州 

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
８
歳
︶

親
ど
り
の 

木
の
み
を
食
べ
る 

ひ
な
五
ひ
き
　

五
十
嵐
紘
佳  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
９
歳
︶

帰
り
道 

か
ご
い
っ
ぱ
い
の 

オ
ニ
ヤ
ン
マ
　

森
田 

昇  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
８
歳
︶

つ
か
ん
だ
ぞ 

あ
せ
の
手
の
ば
し
て 

つ
ぎ
の
ぼ
う

丸
山 

桜  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
４
　
９
歳
︶

か
き
氷 

服
に
シ
ロ
ッ
プ 

つ
け
帰
る
丹
野
は
な  

Ｐ
Ａ
州

(

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
高
２
　
16
歳)

� rst frost
a few days of borrowing
the neighbor’s cat

─Julie Schwerin, WI

ex-boyfriend’s wedding -
his bride boasts an emerald
greener than my eyes

─Carissa Coane, CA

perennials
a daisy chain
left on her gate

─Garry Gay, CA 

at the curb
miles from sandcastles
beach chair
─Roberta Beach Jacobson, IA

three-ring circus…
the squirrel performs
a high-wire act

─Nancy Brady, OH 

          dusk . . . 
   starlings shapeshifting
                the horizon

 ─Sharon Martina, IL

「7月選考通過作品」
　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2024」の7月分の応募を締め切り、厳正

な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳
未満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂
いたことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日
本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選
出されます。現在も引き続き8月分の応募を受け付けており、10月31日ま
で随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り
8 8/1/24 8/31/24 11:59:59pm 8/31/24
9 9/1/24 9/30/24 11:59:59pm 9/30/24
10 10/1/24 10/31/24 11:59:59pm 10/31/24

応募
期間 開始 終了

候補者への
おおよその
通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18歳未満部門
から選出される
候補作品

8 8/1/24 9/5/24 9/6/24 7 7 7
9 9/1/24 10/5/24 10/6/24 7 7 7

10 10/1/24 11/6/24 11/7/24 7 7 7

（17）　　 ［企画のページ］ 2024年（令和 6年）8月 24日（土）

solar � are almost losing the one I love
─Susan Burch, MD

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
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蝉
が
力
の
限
り
に
啼
く
、
溶

け
そ
う
な
東
京
を
離
れ
、
涼
し

い
軽
井
沢
で
こ
れ
を
書
い
て
い

ま
す
。
暑
い
時
は
な
る
べ
く
仕

事
を
入
れ
ず
楽
し
く
過
ご
そ

う
、
と
あ
ち
こ
ち
出
か
け
て
い

ま
す
が
、
今
回
は
そ
ん
な
中
あ

る
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
起
こ
っ

た
事
を
書
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
日
は
大
好
き
な
エ
ル

ガ
ー
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
と
、
滅

多
に
演
奏
さ
れ
な
い
バ
ル
ト
ー

ク
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
が
聴
け
る

と
あ
っ
て
、
久
し
ぶ
り
に
ワ
ク

ワ
ク
し
な
が
ら
会
場
に
行
き
ま

し
た
。
日
本
の
オ
ケ
を
日
本
の

音
響
の
良
い
ホ
ー
ル
で
聴
く
の

は
一
体
い
つ
ぶ
り
か
と
、
興
奮

を
覚
え
つ
つ
会
場
一
杯
に
拡
が

る
音
楽
に
身
を
任
せ
て
い
た

ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
前
半
が

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
何
度
か
ご
一
緒
さ
せ
て

頂
い
た
東
京
交
響
楽
団
と
尊
敬

す
る
マ
エ
ス
ト
ロ
、
そ
し
て
バ

ル
ト
ー
ク
が
得
意
な
ト
ル
コ
の

著
名
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
コ
ン
ビ

ネ
ー
シ
ョ
ン
は
か
な
り
ス
リ
リ

ン
グ
で
面
白
く
、
前
半
終
了
後

の
休
憩
中
に
、
近
く
に
座
っ
て

い
ら
し
た
オ
ケ
上
層
部
の
方

と
、
マ
エ
ス
ト
ロ
ご
家
族
と

色
々
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
ら

突
然
、
私
達
の
話
し
声
が
う
る

さ
い
か
ら
客
席
か
ら
出
て
い
け

と
、
少
し
前
の
座
席
に
座
っ
て

い
た
初
老
男
性
2
人
か
ら
言
わ

れ
ま
し
た
。
休
憩
中
に
客
席
で

話
し
て
は
い
け
な
い
な
ど
と
い

う
変
な
ル
ー
ル
は
あ
る
訳
も
な

く
、「
も
し
う
る
さ
い
と
お
感

じ
な
ら
、
そ
ち
ら
が
出
て
行
か

れ
た
ら
良
い
の
で
は
？
」
と

喉
元
ま
で
出
か
か
っ
た
言
葉

を
、
そ
の
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
関

係
者
で
あ
る
隣
の
お
二
人
の
手

前
、
何
と
か
呑
み
込
み
、
そ
の

ま
ま
声
を
小
さ
く
し
て
話
し
続

け
ま
し
た
。（
声
楽
家
の
話
し

声
は
う
る
さ
い
と
よ
く
言
わ
れ

る
た
め
、
そ
の
日
も
一
応
は
気

を
つ
け
て
話
し
て
い
た
の
で
す

が
！
）
が
、
ど
う
に
も
腹
の
虫

が
収
ま
ら
ず
、
そ
の
内
モ
ヤ
モ

ヤ
し
た
ま
ま
後
半
が
始
ま
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
折
角

の
エ
ル
ガ
ー
で
す
か
ら
、
気
持

ち
を
切
り
替
え
て
楽
し
む
こ
と

に
。
脳
の
奥
が
シ
ン
と
す
る
様

な
始
ま
り
に
心
を
掴
ま
れ
、
楽

章
が
進
む
に
つ
れ
、
味
わ
い
深

く
も
色
彩
豊
か
な
響
き
に
包
ま

れ
、
エ
ル
ガ
ー
の
人
生
礼
讃
と

も
言
う
べ
き
サ
ウ
ン
ド
が
押
し

寄
せ
、
あ
あ
生
の
オ
ケ
は
や
っ

ぱ
り
良
い
わ
！
と
休
憩
中
の
嫌

な
思
い
も
忘
れ
、
す
っ
か
り
浸

っ
て
お
り
ま
し
た
ら
、
ふ
と
先

程
の
初
老
男
性
2
人
が
、
背
筋

を
伸
ば
し
て
聴
い
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
の
が
見
え
ま
す
。
最
初
は

感
動
に
包
ま
れ
て
動
け
な
い

の
か
と
も
思
っ
た
の
で
す
が
、

ど
う
も
そ
う
で
は
な
い
様
子
。

少
し
官
能
的
な
音
楽
の
場
面

で
も
全
く
微
動
だ
に
せ
ず
、

身
体
は
ピ
ン
と
張
り
詰
め
た

ま
ま
。
少
し
不
思
議
な
気
が

し
た
の
も
束
の
間
、
あ
あ
そ

う
か
！
こ
の
方
々
は
こ
れ
を

勉
強
だ
と
思
っ
て
い
る
の
だ

と
気
づ
き
ま
し
た
。
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
を
聴
く
、
と
言
う
と

何
か
高
尚
な
事
の
様
に
、
ま

る
で
教
養
の
一
部
の
様
に
捉

え
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

も
分
か
り
ま
す
が
、
こ
の
お

二
人
も
そ
う
だ
と
考
え
る
と
、

休
憩
中
の
事
も
納
得
が
行
き

ま
す
。
つ
ま
り
神
聖
な
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
、
い
く
ら

休
憩
中
と
は
い
え
ぺ
ち
ゃ
く

ち
ゃ
喋
る
と
は
け
し
か
ら
ぬ
、

と
言
う
わ
け
な
の
で
し
ょ
う
。

エ
ル
ガ
ー
は
グ
ロ
リ
ア
ス
に

終
わ
り
、
思
わ
ず
ブ
ラ
ー
ヴ

ィ
！
！
と
声
を
か
け
た
私
を
、

案
の
定
そ
の
２
人
は
振
り
返

っ
て
い
ま
し
た
が
、
彼
ら
の

気
持
ち
も
少
し
理
解
し
た
私

と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
う

少
し
肩
の
力
を
抜
い
て
楽
し

ん
で
頂
け
た
ら
い
い
な
ぁ
と

思
う
ば
か
り
で
し
た
。

田
村
麻
子
＝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

タ
イ
ム
ズ
か
ら
も
「
輝
く
ソ

プ
ラ
ノ
」
と
し
て
高
い
評
価

を
受
け
る
声
楽
家
。
Ｎ
Ｙ
を

拠
点
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
、

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
ロ

イ
ヤ
ル
ア
ル
バ
ー
ト
ホ
ー
ル

な
ど
世
界
一
流
の
オ
ペ
ラ
舞

台
で
主
役
を
歌
う
。
Ｗ
杯
決

勝
戦
前
夜
コ
ン
サ
ー
ト
に
て

3
大
テ
ノ
ー
ル
と
共
演
、
ヤ

ン
キ
ー
ス
試
合
前
に
国
歌
斉

唱
な
ど
活
躍
は
多
岐
に
渡
る
。

２
０
２
１
年
に
公
共
放
送
網

(

Ｐ
Ｂ
Ｓ)

に
て
全
米
放
映
デ

ビ
ュ
ー
。
東
京
藝
大
、
マ
ネ

ス
音
楽
院
卒
業
。
京
都
城
陽

大
使
。

とあるコンサート会場にて

8

　

ナ
ウ
ヒ
ア
（NowHere

：

ウ
ー
ス
タ
ー
通
り
40
番
地
）

は
9
月
5
日
（
木
）
か
ら
10

月
６
日
（
日
）
ま
で
、
展

覧

会
「North South East 

W
est -Peter knapp unites 

the world with his fashion 
photography

」
を
開
催
す
る
。

　

１
９
３
１
年
、
ス
イ
ス
の
ベ

レ
ッ
ツ
ヴ
ィ
ル
に
生
ま
れ
た
ピ

ー
タ
ー
・
ナ
ッ
プ
は
、
チ
ュ

ー
リ
ッ
ヒ
の
美
術
大
学
で
学

び
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
思
想
と
美

学
に
影
響
を
受
け
、
タ
イ
ポ
グ

ラ
フ
ィ
、
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
、
カ

タ
ロ
グ
や
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ

ン
、
舞
台
美
術
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
躍
。
59
年
、
伝
説

的
な
編
集
者
エ
レ
ー
ヌ
・
ラ
ザ

レ
フ
が
当
時
最
も
革
新
的
だ
っ

た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
『ELLE

』

の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

ナ
ッ
プ
を
起
用
し
た
。
日
本
で

は
70
年
、
平
凡
出
版
（
現
マ
ガ

ジ
ン
ハ
ウ
ス
）
か
ら
ピ
ー
タ

ー
・
ナ
ッ
プ
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・

ニ
ュ
ー
ト
ン
ら
の
写
真
を
日
本

を
代
表
す
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
堀
内
誠
一
が
大

胆
に
レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
『
エ

ル
・
ジ
ャ
ポ
ン
』
が
創
刊
。
ピ

ー
ク
時
に
は
毎
号
72
万
部
以
上

を
売
り
上
げ
、
日
本
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ー
ン
に
新
し
い
波
を

も
た
ら
し
た
。
ス
イ
ス
を
拠
点

に
活
動
す
る
三
田
丞
次
キ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
、
日
本
と
繋
が
り

の
深
い
ピ
ー
タ
ー
・
ナ
ッ
プ
の

１
９
６
０
〜
80
年
代
の
作
品
を

展
示
す
る
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
は
9
月
５
日
午
後

６
時
か
ら
８
時
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

nowhere-nyc.com

を
参
照
。

ピ
ー
タ
ー
・
ナ
ッ
プ

写
真
展
を
開
催
ナウヒア

作品画像：Vogue, Nina 
Ricci, 1965, Paris (Moulin 

Rouge), France 

ポートレイト：
Photographed by Serge Ric
copeterknappnorthsouthea

stwest.eventbrite.com 

https://www.nowhere-nyc.com


　

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
い
つ

も
何
か
し
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
や

っ
て
い
た
。
い
つ
で
も
本
気

で
練
習
し
、
ど
れ
も
本
当
に

大
好
き
な
競
技
だ
っ
た
。
始

め
る
の
も
、
辞
め
る
の
も
全

て
自
分
で
決
め
て
き
た
。
物

心
が
付
い
た
時
に
は
す
で
に

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
ー
と
水
泳

を
、
８
歳
の
時
に
バ
レ
ー
か

ら
器
械
体
操
へ
変
更
し
、
水

泳
と
掛
け
持
ち
で
習
っ
て
い

た
。
そ
れ
か
ら
10
歳
で
は
陸

上
、
体
操
、
水
泳
と
今
で
は

考
え
ら
れ
な
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
こ
な
し
て
い
た
。
レ
ー

ス
や
大
会
に
出
る
と
賞
を
取

れ
た
私
に
と
っ
て
全
て
が
順

調
に
進
ん
で
い
た
。
体
操
で

は
新
し
い
技
が
す
ぐ
に
出
来

る
様
に
な
り
い
い
成
績
を
残

し
、
レ
ベ
ル
も
飛
び
級
が
で

き
、
私
は
初
め
て
自
分
の
意

志
で
体
操
一
本
で
行
く
事
を

決
め
た
。

　

陸
上
も
水
泳
も
や
め
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
に
な
る

夢
に
向
か
っ
て
必
死
に
練
習

し
た
。
毎
年
夏
に
行
く
日
本

へ
の
体
験
入
学
中
も
、
近
所

の
体
操
教
室
の
選
手
コ
ー
ス

に
入
れ
て
も
ら
い
平
日
は
毎

日
３
時
間
、
休
日
は
お
弁
当

持
ち
の
６
時
間
を
こ
な
し
た
。

コ
ー
チ
の
怒
鳴
り
声
や
た
め

息
で
泣
い
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
コ
ー
チ
の
リ
ア
ク
シ
ョ

ン
は
「
泣
く
な
ら
邪
魔
だ
か

ら
帰
れ
」
だ
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
の
コ
ー
チ
と
は
全
く
違
う

扱
い
に
正
直
戸
惑
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
体
操
を
す
る
こ
と

が
楽
し
く
て
２
か
月
休
ま
ず

通
っ
た
。
日
本
か
ら
帰
っ
て

き
た
ら
、
他
の
子
よ
り
一
気

に
ス
キ
ル
が
上
達
し
て
い
て

面
白
い
く
ら
い
新
し
い
こ
と

が
出
来
る
様
に
な
っ
て
い
っ

た
。
私
は
本
気
で
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
選
手
に
な
る
と
思
っ

て
い
た
。
そ
の
次
の
年
も
日

本
の
体
操
教
室
に
参
加
し
、

前
の
年
か
ら
慣
れ
た
こ
と
も

あ
り
怒
ら
れ
な
が
ら
も
楽
し

く
練
習
や
合
宿
に
精
を
出
し

た
。

　

そ
し
て
日
本
か
ら
帰
っ
て

き
て
５
か
月
後
。
思
い
も
よ

ら
な
い
事
件
が
起
こ
る
。
コ

ロ
ナ
だ
。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て

体
操
教
室
は
無
期
休
業
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
練
習
と
な
っ

た
。
そ
れ
で
も
私
は
家
に
あ

る
平
均
台
や
体
作
り
な
ど
出

来
る
こ
と
を
ひ
た
す
ら
や
っ

た
。
父
に
は
鉄
棒
が
で
き
な

い
代
わ
り
に
鉄
棒
の
技
を
練

習
で
き
る
器
具
を
作
っ
て
も

ら
っ
た
。
そ
ん
な
中
ま
た
も

や
事
件
が
起
こ
る
。
私
の
通

っ
て
い
た
体
操
教
室
が
コ
ロ

ナ
の
せ
い
で
経
営
不
振
に
な

り
倒
産
し
て
し
ま
っ
た
。
私

は
も
う
終
わ
っ
た
。
と
思
っ

た
。
で
も
や
っ
ぱ
り
あ
き
ら

め
き
れ
な
か
っ
た
私
は
家
か

ら
離
れ
た
別
の
体
操
教
室
へ

通
う
こ
と
に
し
た
。
新
し
い

コ
ー
チ
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
、

器
具
に
慣
れ
る
の
は
少
し
時

間
が
か
か
っ
た
が
上
手
く
な

り
た
い
一
心
で
マ
ス
ク
を
着

け
て
の
練
習
が
始
ま
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
こ
ん
な
に
休
ま

ず
頑
張
っ
て
練
習
し
て
い
る

（19）　　 ［作文のページ］ 2024年（令和 6年）8月24日（土）

「
人
生
で
一
番
ド
キ
ド
キ
し
た
瞬
間
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蛭
子
井
　
拓
人

の
に
ち
っ
と
も
上
達
し
な
い
。

上
達
以
前
に
今
ま
で
余
裕
で

で
き
て
い
た
技
す
ら
で
き
な

く
な
っ
て
い
っ
た
。
膝
の
痛

み
が
続
き
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト

は
ど
ん
ど
ん
新
し
い
技
が
出

来
る
の
を
見
て
焦
り
と
葛
藤

が
続
い
た
。
コ
ー
チ
に
次
の

年
は
レ
ベ
ル
は
上
に
行
け
な

い
と
言
わ
れ
私
は
初
め
て
辞

め
た
い
と
思
っ
た
。
す
ぐ
に

諦
め
る
の
は
嫌
だ
っ
た
の
で

次
の
年
も
同
じ
レ
ベ
ル
の
練

習
に
励
ん
だ
。
が
、
何
一
つ

新
し
い
技
が
出
来
る
様
に
な

ら
な
い
。
逆
に
体
操
を
や
る

の
が
怖
く
な
っ
た
。
こ
の
一

年
は
結
局
残
念
な
結
果
で
終

わ
っ
た
。
私
は
高
校
生
に
な

っ
た
。
今
更
気
づ
い
た
事
が

あ
っ
た
。
私
は
元
々
高
所
恐

怖
症
な
の
だ
。
今
ま
で
ど
う

や
っ
て
鉄
棒
の
上
に
乗
っ
た

り
回
っ
た
り
し
て
い
た
の
だ

ろ
う
。
辞
め
よ
う
。
辞
め
て

新
し
い
こ
と
を
始
め
よ
う
。

そ
う
思
い
、
き
っ
ぱ
り
体
操

を
辞
め
フ
ィ
ー
ル
ド
ホ
ッ
ケ

ー
を
や
っ
て
み
た
。
初
め
て

の
割
に
は
な
か
な
か
上
手
か

っ
た
と
思
う
。
で
も
こ
れ
じ

ゃ
な
い
、
そ
う
思
っ
た
。
シ

ー
ズ
ン
も
終
わ
り
冬
の
ス
ポ

ー
ツ
の
募
集
の
時
ふ
と
、
水

泳
や
っ
て
み
よ
う
か
な
と
思

っ
た
。
そ
し
て
数
年
前
ま
で

通
っ
て
い
た
水
泳
ク
ラ
ブ
に

ま
た
参
加
し
た
。
こ
れ
だ
！

私
の
や
り
た
い
の
は
！
す
で

に
何
年
も
ブ
ラ
ン
ク
の
あ
る

私
は
初
め
は
中
学
生
以
下
の

グ
ル
ー
プ
に
入
れ
ら
れ
恥
ず

か
し
思
い
も
し
た
が
、
今
は

州
の
予
選
タ
イ
ム
を
突
破
で

き
る
と
こ
ろ
ま
で
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
私
の
ス
ポ
ー

ツ
の
旅
を
通
し
て
多
く
の
事

を
学
ん
だ
。
何
で
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
の
に
無
駄
な
こ
と

な
ん
て
な
い
と
言
う
事
だ
。

私
が
体
操
に
費
や
し
た
莫
大

な
時
間
は
体
が
柔
軟
に
な
っ

た
だ
け
で
な
く
私
に
一
つ
の

事
を
追
求
し
て
そ
れ
に
向
か

っ
て
努
力
す
る
大
切
さ
を
教

え
て
く
れ
た
。
そ
し
て
不
可

能
に
見
え
る
こ
と
で
も
努
力

次
第
で
新
し
い
未
来
が
見
え

る
と
い
う
こ
と
だ
。
私
は
体

操
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に

は
な
れ
な
か
っ
た
が
今
ま
で

全
力
を
尽
く
し
た
こ
と
へ
の

後
悔
は
な
い
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
も
水
泳
を

続
け
て
い
く
だ
ろ
う
。
今
ま

で
の
粘
り
強
さ
と
努
力
で
今

年
は
ぜ
ひ
州
の
大
会
の
フ
ァ

イ
ナ
ル
に
行
き
た
い
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

　

僕
の
通
っ
て
い
る
現
地
校

で
は
、
七
年
生
に
な
る
と
部

活
が
始
ま
り
ま
す
。
日
本
と

違
っ
て
、
部
活
は
シ
ー
ズ
ン

毎
に
異
な
る
種
目
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。

秋
は
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
、

サ
ッ
カ
ー
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ホ

ッ
ケ
ー
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
あ
り
ま
し

た
。

　

僕
は
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
な

の
で
サ
ッ
カ
ー
を
選
び
ま
し

た
が
、
サ
ッ
カ
ー
に
は
ト
ラ

イ
ア
ウ
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

も
し
ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
に
落
ち

た
ら
友
達
に
冷
や
か
さ
れ
る

の
で
絶
対
に
落
ち
た
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
す

ご
く
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。

僕
の
周
り
の
友
達
は
み
ん
な

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
を
選
ん

だ
の
で
、
僕
は
一
人
で
ト
ラ

イ
ア
ウ
ト
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
僕
は
更
に
緊

張
し
ま
し
た
。

　

ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
は
五
日
間

あ
り
ま
し
た
。
一
日
目
は
体
育

館
に
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
約
六
十
人
の
学
生
が
い

ま
し
た
が
、
そ
の
中
の
四
十

人
し
か
受
か
ら
な
い
の
で
す
。

つ
ま
り
二
十
人
の
学
生
が
落

ち
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
移

動
し
、
ま
ず
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

し
、
そ
れ
か
ら
練
習
試
合
を

し
ま
し
た
。
二
日
目
、
三
日

　

わ
た
し
は
、
生
か
つ
か
い

ど
う
教
し
つ
で
グ
リ
ニ
ッ
チ

ア
ベ
ニ
ュ
ー
に
行
き
ま
し
た
。

わ
た
し
が
心
に
の
こ
っ
た
こ

と
は
、
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

1
つ
目
は
、
お
も
ち
ゃ
や

さ
ん
の
ス
マ
ー
ト
キ
ッ
ズ
ト

イ
で
す
。
ち
か
か
ら
お
も
い

に
も
つ
を
う
り
ば
ま
で
は
こ

び
や
す
い
よ
う
に
す
る
き
か

い
が
あ
り
ま
し
た
。
と
て
も

べ
ん
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。

お
も
ち
ゃ
が
し
ゅ
る
い
や
年

れ
い
ご
と
に
わ
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
、
お
き
ゃ

く
さ
ん
が
見
や
す
い
た
め
の

く
ふ
う
を
し
て
い
る
と
思
い

ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
、
お
店
の
前
や

こ
う
え
ん
に
ベ
ン
チ
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
お
ひ
る

に
は
、
ご
は
ん
を
食
べ
て
い

る
人
も
い
ま
し
た
。
き
た
人

が
休
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

て
、
ま
ち
の
人
の
た
め
に
く

ふ
う
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

グ
リ
ニ
ッ
チ
ア
ベ
ニ
ュ
ー

に
は
、
た
く
さ
ん
人
の
た
め

の
く
ふ
う
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ち
の
い
ろ
い
ろ
な
ひ
み
つ

を
知
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
こ
ん
ど
は
、
行
っ
て
い

な
い
お
店
も
見
て
み
た
い
で

す
。

　
　
　
　

   　
（
滞
米
３
か
月
）
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「
私
の
ス
ポ
ー
ツ
の
旅
」

　
　
　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
野
　
イ
ー
フ
ァ

目
も
同
じ
こ
と
を
し
ま
し
た
。

四
日
目
は
個
人
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
見
る
た
め
に
シ
ュ
ー
ト

と
、
ド
リ
ブ
ル
と
、
パ
ス
を

し
ま
し
た
。
僕
は
、
シ
ュ
ー

ト
の
面
で
は
い
い
と
こ
ろ
を

コ
ー
チ
に
ア
ピ
ー
ル
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

五
日
目
は
、
校
庭
を
一
周
走

り
、
そ
れ
か
ら
十
一
対
十
一

を
し
て
、
最
後
に
コ
ー
チ
か

ら
結
果
発
表
が
さ
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
が
全
員
の
前
で
結
果

を
聞
き
ま
す
。
名
前
を
呼
ば

れ
た
人
は
受
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
僕
は
心
臓
が
飛

び
出
そ
う
な
く
ら
い
ド
キ
ド

キ
し
て
い
ま
し
た
。
続
々
と

名
前
が
呼
ば
れ
、
受
か
っ
た

人
は
み
ん
な
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ

を
し
て
い
ま
し
た
。
僕
は
自

分
の
名
前
が
呼
ば
れ
る
の
を

待
っ
て
い
る
間
、
動
悸
が
し

て
胸
が
苦
し
か
っ
た
で
す
。

こ
ん
な
に
も
ド
キ
ド
キ
し
た

の
は
初
め
て
の
体
験
で
し
た
。

　

僕
の
名
前
が
呼
ば
れ
た
瞬

間
、
僕
は
無
意
識
に
ガ
ッ
ツ

ポ
ー
ズ
を
し
て
い
ま
し
た
。

す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

僕
は
応
援
し
て
く
れ
て
い
た

お
母
さ
ん
に
ま
ず
電
話
を
し

て
、
受
か
っ
た
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
も
と

て
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

友
達
に
も
報
告
を
し
、
み
ん

な
『
お
め
で
と
う
』
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

合
格
し
た
こ
と
は
、
本
当

に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
で
も

本
当
の
事
を
言
う
と
、
ト
ラ

イ
ア
ウ
ト
期
間
中
は
サ
ッ
カ

ー
を
や
め
た
い
と
少
し
思
っ

て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
平

日
は
毎
日
四
時
半
ま
で
練
習

が
あ
り
、
家
に
着
く
の
は
五

時
位
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
習
い
事
へ
行
っ
た
り
、

現
地
校
の
宿
題
や
塾
の
宿
題
、

補
習
校
の
宿
題
が
あ
っ
た
り

し
て
、
毎
日
も
の
す
ご
く
大

変
で
し
た
。
寝
る
時
間
が
い

つ
も
よ
り
遅
く
な
り
、
朝
は

早
い
の
で
毎
日
ク
タ
ク
タ
で

し
た
。
け
れ
ど
も
、
ト
ラ
イ

ア
ウ
ト
に
受
か
っ
た
瞬
間
、

大
変
だ
っ
た
こ
と
は
忘
れ
て

い
て
、
心
の
底
か
ら
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
勉
強
と
部
活
の

両
立
は
僕
に
と
っ
て
は
大
変

で
す
が
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
何
よ
り
、
僕
は
や

っ
ぱ
り
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
で

す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
２
年
）

  「秋」
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「
グ
リ
ニ
ッ
ジ
ア
ベ
ニ
ュ
ー

の
ひ
み
つ
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
　
一
葉

　

私
は
、
季
節
が
秋
に
な
っ

て
か
ら
気
付
い
た
事
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

特
に
気
に
な
っ
た
二
つ
の
事

に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、「
紅
葉
」

で
す
。
私
は
よ
く
ポ
ー
ト
ワ
シ

ン
ト
ン
の
公
立
図
書
館
に
行

く
の
で
す
が
、
あ
る
日
図
書

館
の
駐
車
場
の
木
々
の
紅
葉

が
と
て
も
き
れ
い
な
事
に
気

が
付
き
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
は

何
気
な
く
見
て
い
た
景
色
で

し
た
が
、
葉
っ
ぱ
が
黄
色
や

オ
レ
ン
ジ
に
変
わ
っ
た
木
々

は
美
し
く
て
、
と
て
も
印
象

に
残
り
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
日
が
と
て
も

短
く
な
っ
た
事
で
す
。
夏
休

み
中
は
、
昼
の
時
間
が
と
て

も
長
く
て
、
夜
の
六
時
ま
で

プ
ー
ル
で
遊
ん
で
い
た
事
も

あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
六
時

ご
ろ
は
も
う
暗
く
な
っ
て
い

ま
す
。
朝
も
、
少
し
早
起
き

を
す
る
と
、
ま
だ
外
が
暗
く

て
び
っ
く
り
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
が
短
く

な
っ
て
く
る
と
、
夏
が
終
わ

っ
て
、
秋
が
来
た
な
ぁ
と
思

い
ま
す
。
外
が
暗
く
な
る
と
、

少
し
さ
み
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
で
も
、
風
が
涼
し

く
な
っ
て
き
て
、
と
て
も
過

ご
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
秋
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

や
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
、
冬

は
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
な

ど
、
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
私
を
待

っ
て
い
ま
す
。
季
節
の
ち
ょ

っ
と
し
た
変
化
を
楽
し
み
な

が
ら
、
今
年
も
秋
を
ま
ん
き

つ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　

   　
（
滞
米
２
年
10
か
月
）
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Ｕ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ズ
＆
ワ
ー
ル

ド
・
レ
ポ
ー
ト
誌
は
６
日
、
米

国
内
で
最
も
安
全
な
郡
ラ
ン
キ

ン
グ
を
発
表
し
、
１
位
に
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ

ン
ド
の
ナ
ッ
ソ
ー
郡
が
選
ば
れ

た
。

　

同
誌
は
、
犯
罪
率
や
緊
急
施

設
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
医
療
支

出
、
交
通
事
故
の
死
亡
率
な
ど

の
デ
ー
タ
を
含
む
犯
罪
、傷
害
、

公
安
の
３
つ
の
要
素
を
基
準
に

10
位
は
、
２
位
バ
ー
ジ
ニ
ア
州

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
市
、
３
位

Ｎ
Ｙ
州
ロ
ッ
ク
ラ
ン
ド
郡
、
４

位
コ
ロ
ラ
ド
州
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ

郡
、
５
位
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
ア
ー

リ
ン
ト
ン
郡
、
６
位
Ｎ
Ｙ
州
ウ

エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
、
７
位

バ
ー
ジ
ニ
ア
州
マ
ナ
サ
ス
パ
ー

ク
市
、
８
位
Ｎ
Ｙ
州
パ
ッ
ト

ナ
ム
郡
、
９
位
Ｎ
Ｊ
州
バ
ー

ゲ
ン
郡
、
10
位
ミ
ネ
ソ
タ
州

ブ
ラ
ウ
ン
郡
。
Ｎ
Ｙ
市
内
で

は
、
ク
イ
ー
ン
ズ
が
20
位
に

ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://www.usnews.

com/news/healthiest-
communities/slideshows/
safest-counties-in-
america?onepage

を
参
照
す

る
。

約
３
０
０
０
郡
の
地
域
保
健
を

分
析
し
、
上
位
25
郡
を
１
０
０

点
満
点
で
評
価
し
た
。
25
郡
の

う
ち
、
Ｎ
Ｙ
州
内
の
８
郡
を
含

む
北
東
部
が
10
郡
を
占
め
て
い

る
。
１
位
の
ナ
ッ
ソ
ー
郡
は
人

口
１
３
８
万
９
１
６
０
人
、
地

域
性
は
都
市
型
で
経
済
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
高
い
。
同
調
査
で

は
、
１
人
当
た
り
の
医
療
や
救

急
サ
ー
ビ
ス
の
支
出
が
高
く
、

特
に
公
安
面
で
は
１
０
０
点
の

評
価
を
得
た
。

　

以
下
同
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位

ナ
ッ
ソ
ー
郡
全
米
１
位

最
も
安
全
な
郡
ラ
ン
キ
ン
グ

　

フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
誌
は
こ
の
ほ

ど
、
二
世
代
以
上
が
共
に
快
適

に
暮
ら
せ
る
地
域
ラ
ン
キ
ン
グ

を
発
表
し
、
Ｎ
Ｙ
州
内
で
は
、

上
位
50
位
内
に
唯
一
ロ
ン
グ
ア

イ
ラ
ン
ド
の
ノ
ー
ス
・
ハ
ム
ス

テ
ッ
ド
が
15
位
に
選
ば
れ
た
。

　

同
誌
は
、
人
口
２
万
人
以
上

の
国
内
２
０
０
０
以
上
の
市
や

町
を
対
象
に
、
住
み
や
す
さ
、

教
育
、
高
齢
者
支
援
、
財
政
状

態
、
市
民
の
健
康
や
幸
福
度
な

ど
の
基
準
を
分
析
、
評
価
し

た
。
ま
た
同
地
域
は
、
幸
福
度

ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
１
位
で
、「
優

秀
な
学
区
が
複
数
所
在
し
、
推

奨
さ
れ
る
病
院
の
数
が
最
も
多

い
」
と
評
価
し
て
い
る
。

　

同
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
10
位

は
、
１
位
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
シ

ル
バ
ー
・
ス
プ
リ
ン
グ
、
２
位

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
ア
ッ
パ

ー
・
メ
リ
オ
ン
、
３
位
バ
ー
ジ

ニ
ア
州
シ
ャ
ン
テ
ィ
リ
ー
、
４

位
ミ
シ
ガ
ン
州
ア
ナ
ー
バ
ー
、

５
位
オ
ハ
イ
オ
州
メ
ー
ソ
ン
、

６
位
テ
ネ
シ
ー
州
ル
ラ
ン
ク
リ

ン
、
７
位
コ
ロ
ラ
ド
州
ラ
フ
ァ

イ
エ
ッ
ト
、
８
位
カ
ン
ザ
ス
州

オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
・
パ
ー
ク
、

９
位
Ｎ
Ｊ
州
モ
リ
ス
タ
ウ
ン
、

10
位
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州

ポ
ー
ツ
マ
ス
だ
っ
た
。

家
族
生
活
最
適
地
域
Ｎ
Ｙ
州
で
は

　

地
下
鉄
、
バ
ス
な
ど
の
利
用
で
き
る
便
利
な
ア
パ
ー
ト
メ
ン

ト
暮
ら
し
か
ら
、
手
狭
に
な
っ
た
の
を
機
会
に
郊
外
の
閑
静
な

住
宅
街
に
引
っ
越
し
を
す
る
人
が
コ
ロ
ナ
以
来
増
え
続
け
て
い

る
。

　

庭
付
き
の
戸
建
て
の
家
を
探
し
始
め
る
と
、
色
々
な
ス
タ
イ

ル
の
家
に
遭
遇
す
る
。　

平
屋
、
二
階
、
三
階
建
て
な
ど
の
選

択
肢
が
あ
る
。
ラ
ン
チ
ス
タ
イ
ル
と
い
わ
れ
る
平
屋
は
、
リ
ビ

ン
グ
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
キ
ッ
チ
ン
、
バ
ス
、
ベ
ッ
ド
ル

ー
ム
、
の
す
べ
て
が
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
あ
る
フ
ロ
ア
プ
ラ
ン
で
、

地
下
の
部
屋
や
ス
ト
ー
レ
ジ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
足
さ
れ
、
ア
パ

ー
ト
暮
ら
し
か
ら
の
引
っ
越
し
か
ら
だ
と
、
一
番
違
和
感
の
な

い
生
活
ス
タ
イ
ル
の
移
行
か
も
し
れ
な
い
。

　

ラ
ン
チ
ス
タ
イ
ル
の
家
は
、
大
き
な
庭
付
き
の
家
を
売
っ
た

後
、
ビ
ル
型
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
に
移
っ
て
住
む
に
は
生
活
の
変

化
も
大
き
く
抵
抗
感
も
あ
る
の
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
楽
な
小

さ
目
の
戸
建
て
に
ダ
ウ
ン
サ
イ
ズ
を
予
定
し
て
い
る
人
や
、
将

来
的
に
は
二
階
建
て
の
増
築
を
目
指
す
目
的
の
人
に
も
人
気
が

あ
る
。 

　

写
真
の
家
は
、
ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
よ
う
な
、
全
て
が
コ
ン
パ

ク
ト
な
フ
ロ
ア
プ
ラ
ン
に
収
ま
っ
た
ラ
ン
チ
ス
タ
イ
ル
の
家
。

フ
ロ
ー
ラ
ル
パ
ー
ク
と
い
う
ク
イ
ー
ン
ズ
の
一
番
東
側
、
ナ
ッ

ソ
ー
郡
と
の
境
に
あ
る
閑
静
な
住
宅
街
に
あ
る
。
リ
ビ
ン
グ
、

キ
ッ
チ
ン
、
３
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
、
１
バ
ス
、
地
下
、
裏
庭
、
ガ

レ
ー
ジ
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
ー
が
あ
り
す
べ
て
が

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
済
み
。
幹
線
道
路
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、

高
速
や
空
港
に
も
近
く
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ
も

約
18
マ
イ
ル
、
車
で
約
35
分
、
最
寄
り
の
鉄
道
駅
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｒ

Ｒ 

駅
フ
ロ
ー
ラ
ル
パ
ー
ク
、
学
区
は
Ｎ
Ｙ
市
26
区
。
不
動
産

税
は
年
５
０
０
０
ド
ル
台
。

価
格
は
70
万
ド
ル
台
で
交
渉
可
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・
９
２
３
・
４
３
２
６
、

Ｅ
メ
ー
ルhakutsu@kw.com

　

阿
久
津
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
ケ
ラ
ー
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
リ
ア
ル
テ
ィ
ー
）

ランチスタイルで郊外生活
ＮＹ市クイーンズ区フローラルパーク

ダウンサイジングにぴったり

　

２
０
１
０
年
の
オ
ー
プ
ン
以

来
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
人
気
フ

ー
ド
シ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
イ

タ
リ
ア
ン
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
イ

ー
タ
リ
ー
」
が
、
２
０
２
５
年

春
に
ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド
に
新
店

舗
を
オ
ー
プ
ン
す
る
。
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
で
４
店
舗
目
。
パ
ス
タ

や
オ
リ
ー
ブ
、
チ
ー
ズ
、
コ
ー

ヒ
ー
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど
イ
タ
リ

ア
の
食
文
化
を
紹
介
し
、
料
理

と
ワ
イ
ン
、
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
な

ど
を
販
売
し
て
い
る
。
オ
ン
ラ

イ
ン
サ
イ
ト
・
詳
細
は
イ
ー
タ

リ
ー
の
公
式
サ
イ
トhttps://

www.eataly.com/us_en

を

参
照
す
る
。

イ
ー
タ
リ
ー
４
号
店

ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド
に

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

https://www.redacinc.com/
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
tel:9176780297
http://kiku-ny.com
mailto:hakutsu@kw.com
https://www.usnews.com/news/healthiest-communities/slideshows/safest-counties-in-america?onepage
https://www.eataly.com/us_en
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EVENT
■書画家・田中太山の大作書道パフォー
マ ン ス ＝ 8/23 ～ 25　Jacob K. Javits 
Convention Center（ 445 11th Ave）NY
を拠点に活動する書画家・田中が今年も
「アニメ NYC」の会場で書道パフォーマ
ンスを行う。会期中は自身のブース（ゲー
ミングホール１B）で来場者からお題を
もらい、大作書道を披露する。
詳細は https://animenyc.com/exhibitor-
list/#/artist/taisan-tanaka
■ 112回ジャパンフェス＝ 8/24　10:00
～ 18:00　East Village（Broadway, 8th 
- 9th St）人気の日系ストリートフェア。
アニメグッズ、和牛串、牛丼、餃子、マ
カロン、わたあめ、ヤクルトドリンクな
どが出店する。

詳細は https://www.japanfes.com
■ US オープンテニス＝ 8/26 ～ 9/8　
USTA Billie Jean King National Tennis 
Center（Flushing Meadow - Corona 
Park）テニスの世界４大国際大会のひと
つ。今年も選手らによる熱い戦いが繰り
広げられる。大会前（8/19～ 25）には
無料イベント「ファンウィーク」も開催。
詳細は https://www.usopen.org/
■第 4回ジャパンビレッジ夏祭り＝ 8/31  
14:00 か ら Japan Village（934 3rd Ave, 
Brooklyn）今年のテーマは「日本各地の
郷土芸能と地方都市文化の紹介」。日本
舞踊の民舞座、阿波踊り NY連、よさこ
いグループ・紅玉、タイコマサラなどが
出演、最後は盆踊り。NYタイムズ紙「2024
年に行くべき 52か所」に選出された山
口市が観光プロモーションするほか、昨
年好評だった「わんこそば大会」も開
催。ヨーヨー釣り、おめん、おもちゃく
じ、綿あめ、かき氷、ラムネ、日本のお
菓子、焼きトウモロコシなどの屋台が出
店する。
詳細は https://www.japanvillage.com

CLASS/SEMINAR
■ ICU高校説明会・相談会＝ 8/24・25・
26　東京都小金井市にある帰国生受け入
れ校の国際基督教大学高等学校の学校説
明会・相談会が NY・NJ地区で開催。ウェ
ストチェスター地区は 8/24ニューヨー

ク補習授業校W校、NJ地区は 8/25プリ
ンストン日本語学校 、マンハッタン地区
は 8/26Japan ICU Foundation 1階イベン
ト会場にて。問い合せはＥメール icuhs-
rs@icu.ac.jp。
詳 細 は https://icu-h.ed.jp/admin/
nasession2024.html
■理学療法クリニック OMPT主催「無料
スキンケア講座」＝ 9/28  11:00  OMPT
（315 Madison Ave Suite 1200）講師は、
日米で活躍するメイクアップアーティス
トで自身のスキンケアブランド「ＮＡＯ
ボディ＆ケア」を立ち上げた NAOさん。
夏の強い紫外線による皮膚の疲れを癒
し、特別な植物ベースのオイルを使って
継続的に健康的な肌を取り戻す方法を解
説する。参加費無料（要事前予約）。申
し込みは Eメール info@omptny.comま
で。

MUSIC
■ Here and Now Labor Day Festival ＝
8/30～ 9/1 Bargemusic（1 Water Street）
新しい室内音楽を紹介するコンサート。
8/31午後 4時からは、デュオ夢乃（箏・
木村伶香能、チェロ・玉木光）がプログ
ラム企画を担当し、日米で活躍する作曲
家（ダロン・ハーゲン、上野ケン、マーティ
ン・リーガン）に委嘱したデュオ作品を
演奏する。入場料：＄35
詳細は https://www.bargemusic.org

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
（
Ｊ
Ｓ
：
東
47
丁
目
３
３
３

番
地
）
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
23
日

（
金
）
か
ら
25
日
（
日
）
ま
で
、

「ACKY BRIGHT: STUDIO 
INFINITY

」
の
特
別
プ
レ
ビ

ュ
ー
を
開
催
す
る
。
同
展
は
10

月
4
日
の
展
覧
会
オ
ー
プ
ン
に

先
立
ち
、
ジ
ャ
ビ
ッ
ツ
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
る
ア
ニ
メ
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン「
ア
ニ
メ
Ｎ
Ｙ
Ｃ
」

期
間
中
に
限
定
公
開
す
る
。

　

漫
画
家
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
の
ア
ッ
キ
ー
・
ブ
ラ
イ
ト

（Acky Bright

）
氏
は
か
わ
カ

ッ
コ
い
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
主

体
と
し
た
マ
ン
ガ
ス
タ
イ
ル
の

ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
得
意
と
し
、

デ
ィ
テ
ー
ル
の
描
き
込
み
と

大
胆
な
筆
致
が
特
徴
。Netfl ix

の
「
イ
カ
ゲ
ー
ム
」
の
カ
ラ
ー

リ
ン
グ
ブ
ッ
ク
や
、
米
国
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
で

知
ら
れ
て
い
る
。

　

入
場
料
は
一
般
６
ド
ル
、
Ｊ

Ｓ
会
員
は
無
料
。
開
廊
時
間
は

正
午
か
ら
午
後
７
時
ま
で
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト https://

japansociety.org

を
参
照
。

ア
ッ
キ
ー
・
ブ
ラ
イ
ト

特
別
プ
レ
ビ
ュ
ー

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
美
術

家
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｎ
Ｙ
、会
長
・

松
田
常
葉
）
は
９
月
４
日
（
水
）

か
ら
16
日
（
水
）
ま
で
、
天
理

文
化
協
会
（
西
13
丁
目
43
Ａ
番

地
）
に
て
、
第
52
回
年
次
展
覧

会
を
開
催
す
る
。

　

出
品
者
は
、
青
柳
愛
子
、
藤

原
未
佳
子
、
レ
オ
ナ
ー
ト
古
川

文
香
、
佳
奈
ヘ
ン
デ
ル
、
林
幸

江
、
平
之
内
美
穂
、
石
田
純
一

朗
、
飯
塚
国
雄
、
柏
木
文
子
、

金
美
貞
、
越
光
桂
子
、
鞍
井
綾

音
、
松
田
常
葉
、
松
村
ナ
ツ
コ
、

三
浦
良
一
、
小
野
田
昌
子
、
大

槻
素
子
、
竹
下
宏
、
山
本
章
子
、

山
本
か
り
ん
、YUKAKO

、

遊
真
あ
つ
こ
の
22
人
。
１
点

２
０
０
ド
ル
以
下
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
用
小
作
品
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
る
。
収
益
金
（
作
品
価

格
の
50
％
）
は
、
今
年
１
月
に

起
き
た
能
登
半
島
地
震
の
被
災

者
支
援
の
基
金
に
寄
付
さ
れ

る
。
ま
た
、
優
秀
作
品
２
点
に

は
「
マ
ッ
ク
ス
・
ブ
レ
ッ
チ
ャ

ー
Ｊ
Ｒ
賞
」
と
「
末
村
敬
三
賞
」

の
２
賞
が
贈
ら
れ
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は

月
〜
木
曜
が
正
午
か
ら
午
後

６
時
、
土
曜
が
午
後
３
時
ま

で
。
金
・
日
曜
は
休
廊
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
９

月
６
日
午
後
６
時
か
ら
８
時
ま

で
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ル JAANYoffi  ce@gmail.com

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://jartists-ny.org/

Ｎ
Ｙ
日
本
人
美
術
家
協
会

天
理
文
化
協
会
で
年
次
展
覧
会

22人のアーティスト参加
手頃な小作品も展示販売

http://www.startsnewyork.com
http://brooklyntime.net
https://www.flowcode.com/page/territerui?utm_term=bchdCIiSU#fid=bchdCIiSU&c=df3b8001-82cc-4905-8628-638479642c38-SSE:1670700937
http://www.furumoto.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://www.takesushi.us/
https://animenyc.com/exhibitor-list/#/artist/taisan-tanaka
https://animenyc.com/exhibitor-list/#/artist/taisan-tanaka
https://animenyc.com/exhibitor-list/#/artist/taisan-tanaka
mailto:icuhs-rs@icu.ac.jp%E3%80%82
mailto:icuhs-rs@icu.ac.jp%E3%80%82
mailto:info@omptny.com
https://www.bargemusic.org
https://www.japanfes.com
https://www.usopen.org/
https://www.japanvillage.com
https://japansociety.org
https://japansociety.org
https://japansociety.org
mailto:ce@gmail.com
mailto:ce@gmail.com
mailto:ce@gmail.com
http://jartists-ny.org/
http://jartists-ny.org/
http://jartists-ny.org/
http://jartists-ny.org/
https://icu-h.ed.jp/admin/nasession2024.html
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ク
レ
タ
島
に
着
い
て
か
ら
２

回
目
の
朝
を
迎
え
た
。
昨
日
は

ク
ノ
ッ
ソ
ス
宮
殿
と
考
古
学
博

物
館
で
至
極
の
時
を
過
ご
し

た
。
そ
の
疲
れ
も
無
い
わ
け
で

は
な
い
が
、
今
日
は
島
の
反
対

側
に
出
か
け
る
こ
と
に
し
た
。

車
に
乗
り
込
も
う
と
し
た
ら
、

修
理
屋
か
ら
ご
主
人
の
ジ
ョ
ー

ジ
が
出
て
き
て
話
し
か
け
て
く

れ
た
。
君
は
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス

ト
な
ん
だ
ね
。ビ
デ
オ
観
た
よ
。

と
て
も
良
い
ね
。
ウ
チ
の
娘
も

胎
教
音
楽
を
か
け
て
本
人
も
楽

器
を
弾
く
よ
、
と
と
て
も
気
さ

く
な
人
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
が

ア
テ
ネ
の
空
港
か
ら
運
転
し
て

い
る
新
車
の
フ
ィ
ア
ッ
ト
・
パ

ン
ダ
の
色
が
気
に
入
っ
た
ら
し

く
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
開
け
て
カ

ラ
ー
コ
ー
ド
を
見
せ
て
く
れ
と

言
わ
れ
た
。
今
改
造
を
行
っ
て

い
る
Ｂ
Ｍ
Ｗ
の
ゴ
ツ
い
車
に
そ

の
色
を
塗
る
つ
も
り
だ
な
、
と

私
は
勘
繰
っ
た
が
喜
ん
で
見
せ

て
あ
げ
た
。

　

島
の
反
対
側
と
言
っ
て
も
、

こ
こ
は
サ
ン
ト
リ
ー
ニ
で
も
ミ

コ
ノ
ス
で
も
な
い
。
広
島
県
と

同
じ
く
ら
い
の
島
な
の
だ
。
私

た
ち
は
一
番
近
い
反
対
側
の
南

の
海
岸
に
行
く
こ
と
に
し
た
。

後
で
知
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
に

は
大
き
な
山
を
超
え
な
け
れ
ば

な
ら
ず
思
っ
た
以
上
に
長
い
ド

ラ
イ
ブ
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
目
指
す
の
は
、
ミ
ノ

ア
文
明
の
「Minoan Palace 

of Phaistos

」。
昨
日
ク
ノ
ッ

ソ
ス
宮
殿
に
行
っ
た
ば
か
り
だ

が
、
今
日
は
ミ
ノ
ア
文
明
第
２

の
宮
殿
に
行
く
の
だ
。
ヘ
ラ
ク

リ
オ
ン
か
ら
62
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
。
道
中
で
か
な
り
高
い
山
に

登
り
、
途
中
か
ら
高
速
道
路
が

無
く
な
り
、
山
道
だ
っ
た
り
集

落
を
越
え
た
り
、
中
に
は
市
が

立
っ
て
い
て
迂
回
し
て
墓
場
や

薮
の
中
を
行
か
ざ
る
を
得
な
い

街
も
あ
り
距
離
以
上
に
時
間
が

か
か
っ
た
。
が
、
焦
ら
ず
に
運

転
し
て
目
的
の
宮
殿
に
着
く
。

　

規
模
は
ク
ノ
ッ
ソ
ス
宮
殿
よ

り
は
小
さ
い
が
、
精
密
さ
と
迫

力
は
こ
ち
ら
の
方
が
上
か
も
し

れ
な
い
。
特
に
正
面
玄
関
の
広

場
と
幅
広
い
階
段
は
圧
巻
で
あ

る
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
外

壁
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら

随
分
と
平
和
だ
っ
た
こ
と
が
推

測
で
き
る
と
あ
る
。
祭
事
に
使

わ
れ
た
で
あ
ろ
う
石
の
道
具
、

石
の
柱
の
根
本
、
竜
の
頭
、
全

て
が
感
動
的
で
あ
っ
た
。
所
々

の
植
物
、
勢
い
よ
く
伸
び
る
ロ

ー
ズ
マ
リ
ー
、
花
を
つ
け
た
サ

ボ
テ
ン
（
エ
ジ
プ
ト
で
は
こ
れ

を
冷
や
し
て
食
べ
る
）、
脇
で

寝
そ
べ
る
猫
、
全
て
が
絵
に
な

る
。
前
方
に
は
白
い
岩
肌
の
山

が
並
び
、
後
方
に
は
海
が
見
え

る
。
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

こ
こ
で
一
句
「
ミ
ノ
ー
ア
ン
岩

に
し
み
入
る
蝉
の
声
」、
も
う

一
句
「
夏
岩
や
兵
（
つ
わ
も
の
）

ど
も
が
夢
の
跡
」。

　

カ
フ
ェ
で
猫
と
一
服
し
て
再

び
車
に
乗
る
。
や
は
り
ビ
ー
チ

に
入
り
た
い
。
近
く
に
ビ
ー
チ

が
あ
る
と
い
う
の
で
出
か
け

る
。
山
を
降
っ
て
ト
ス
カ
ー
ナ

の
よ
う
な
景
色
の
中
に
い
き
な

り
廃
墟
と
な
っ
て
教
会
が
現
れ

る
。
降
り
て
散
策
し
て
み
る
と

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
教
会
だ
と
い

う
。
ミ
ノ
ア
文
明
、
シ
チ
リ

ア
、
ト
ル
コ
、
オ
セ
ロ
の
よ
う

に
支
配
者
が
入
れ
替
わ
る
こ

の
地
に
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
が
現
れ

た
。
そ
う
な
の
だ
、
現
在
の
私

た
ち
は
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
を
イ
タ
リ

ア
の
一
都
市
と
し
か
認
識
し
て

い
な
い
が
、
７
世
紀
末
期
か
ら

１
７
９
７
年
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
・

ボ
ナ
パ
ル
ト
に
滅
ぼ
さ
れ
る
ま

で
実
に
１
０
０
０
年
以
上
の
間

に
わ
た
り
、
歴
史
上
最
も
長
く

続
い
た
共
和
国
で
あ
る
。
改
め

て
地
図
で
見
る
と
イ
タ
リ
ア
半

島
に
は
属
し
て
い
な
い
。「
ア

ド
リ
ア
海
の
女
王
」
と
も
呼
ば

れ
、
ア
ド
リ
ア
海
を
ベ
ー
ス
に

東
地
中
海
貿
易
に
よ
っ
て
栄
え

た
海
洋
国
家
で
あ
っ
た
。
高
校

時
代
か
ら
興
味
が
あ
っ
て
小
遣

い
で
自
叙
伝
を
買
っ
て
読
ん
で

い
た
私
の
ヒ
ー
ロ
ー
、
ジ
ャ
コ

モ
・
カ
サ
ノ
ヴ
ァ
の
母
国
で
あ

る
。
そ
の
支
配
者
で
あ
る
ヴ
ェ

ネ
チ
ア
人
が
作
っ
た
教
会
な
の

で
あ
っ
た
。
今
は
誰
に
も
使
わ

れ
ず
廃
墟
と
な
っ
て
い
る
。
ヘ

ン
リ
ー
８
世
が
英
国
国
教
会
を

作
っ
た
お
か
げ
で
、
Ｕ
Ｋ
に
は

沢
山
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
廃

墟
が
あ
る
。
崇
拝
の
対
象
で
あ

る
は
ず
の
神
聖
な
教
会
の
廃

墟
、
こ
れ
に
は
心
を
掻
き
立
て

ら
れ
る
。

　

ビ
ー
チ
に
到
着
。「Paralia 

Matala

」
と
い
う
。
こ
れ
は

凄
い
。
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ

っ
て
い
る
華
や
か
な
ビ
ー
チ
だ

が
、
圧
巻
な
事
に
ビ
ー
チ
の
両

岸
に
大
き
な
地
層
が
斜
め
に
海

に
突
入
し
て
い
る
。
で
、
そ
の

中
が
空
洞
に
な
っ
て
い
て
人
が

登
っ
て
遊
ん
で
い
る
。Caves 

Matala

と
言
わ
れ
、
昔
か
ら

人
が
住
ん
だ
り
し
て
い
た
よ

う
だ
。
さ
ら
に
、
沖
合
に
黄

色
い
大
き
な
岩
盤
が
あ
っ
て
、

１
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
泳
ぐ
と

そ
の
岩
盤
に
立
つ
こ
と
が
で
き

る
。
私
は
面
白
か
っ
た
。
こ
こ

は
、
黄
色
の
岩
が
織
り
な
す
自

然
が
作
っ
た
壮
大
な
ビ
ー
チ
で

あ
っ
た
。
海
は
真
っ
青
で
、
こ

こ
か
ら
先
に
は
島
が
殆
ど
な

い
。
あ
る
の
は
ア
フ
リ
カ
大
陸

だ
。（
続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
ギ
リ
シ
ャ
旅
日
記

第
15
話
　
ミ
ノ
ア
哀
史

1

　
も
う
７
年
も
前
の
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
本
稿
第
２
０
３
回

で
山
口
県
周
防
大
島
町
に
あ
る

日
本
ハ
ワ
イ
移
民
資
料
館
を
紹

介
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
同
館

が
２
０
０
０
年
10
月
に
広
島
市

の
ハ
ワ
イ
移
民
資
料
館
仁
保
島

（
に
ほ
じ
ま
）
村
と
共
同
宣
言

を
発
表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
ち
ら
も
訪
問
し
て
み
た
い
と

述
べ
ま
し
た
が
、
今
夏
よ
う
や

く
訪
問
が
叶
い
ま
し
た
。

　
日
本
・
ハ
ワ
イ
両
国
間
の
合

意
に
よ
る
第
1
回
ハ
ワ
イ
官
約

移
民
は
１
８
８
５
（
明
治
18
）

年
１
月
の
こ
と
で
、
９
４
４
人

が
渡
航
し
て
い
ま
す
。
当
時
、

農
村
は
全
国
的
に
凶
作
で
あ
っ

た
た
め
、
全
国
か
ら
多
く
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
が
、
出
身
県

別
に
見
る
と
、
山
口
県
４
２
０

人
、
広
島
県
２
２
２
人
と
い
う

よ
う
に
こ
の
両
県
出
身
者
だ
け

で
64
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　
周
防
大
島
町
に
あ
る
日
本
ハ

ワ
イ
移
民
資
料
館
は
１
９
９
９

年
の
開
館
で
す
が
、
広
島
市
の

ハ
ワ
イ
移
民
資
料
館
仁
保
島
村

は
１
９
９
７
年
の
開
館
で
す
。

同
館
は
館
長
の
川
崎
壽
（
ひ
ろ

し
）
さ
ん
が
自
ら
長
年
か
け
て

集
め
た
日
本
か
ら
ハ
ワ
イ
に
移

住
し
た
移
民
に
関
す
る
資
料
を

保
存
・
展
示
し
て
い
る
個
人
博

物
館
で
、
予
約
制
、
入
館
無
料

で
す
。

　

１
９
０
０
年
代
初
頭
、
川

崎
さ
ん
の
父
親
は
旧
仁
保
島

村（
現
広
島
市
南
区
仁
保
地
区
）

か
ら
ハ
ワ
イ
島
に
渡
り
、
ヒ
ロ

の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
サ
ト

ウ
キ
ビ
列
車
の
機
関
手
と
し
て

働
い
た
経
験
を
持
ち
ま
す
。
兄

１
人
・
姉
４
人
は
ハ
ワ
イ
生
ま

れ
で
、
ハ
ワ
イ
に
永
住
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
川
崎
さ
ん
自
身

は
横
浜
市
で
生
ま
れ
、
両
親
は

米
国
と
の
開
戦
前
に
帰
国
し
、

川
崎
さ
ん
も
１
９
４
５
年
７
月

に
仁
保
島
村
に
移
り
住
み
ま
し

た
。
川
崎
さ
ん
は
、
長
年
不
動

産
賃
貸
業
を
営
み
な
が
ら
も

「
移
民
の
歴
史
を
知
り
、
残
し

た
い
」
と
思
い
続
け
、
50
代
の

頃
、
隣
の
日
宇
那
地
区
の
知
人

宅
で
１
８
９
７
年
発
行
の
ハ
ワ

イ
渡
航
時
の
パ
ス
ポ
ー
ト
が
見

つ
か
っ
た
の
を
譲
り
受
け
、「
実

物
の
資
料
で
移
民
の
足
跡
を
立

証
し
よ
う
」
と
資
料
館
開
設
を

思
い
立
っ
た
と
い
い
ま
す
。
旧

仁
保
島
村
の
周
辺
は
多
く
の
ハ

ワ
イ
移
民
を
誕
生
さ
せ
た
地
域

で
、
今
で
も
ハ
ワ
イ
移
民
と
縁

の
あ
る
家
が
多
く
あ
り
、
広
島

市
と
合
併
す
る
直
前
に
発
刊
さ

れ
た
仁
保
村
誌
に
は
「
お
ら
が

村
の
自
慢
の
も
の
は
海
外
移
民

と
盆
踊
り
」と
の
記
述
が
あ
り
、

移
民
が
他
の
市
町
村
よ
り
突
出

し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。

　
蔵
の
中
に
と
こ
ろ
狭
し
と
並

ぶ
展
示
資
料
の
多
く
は
ハ
ワ

イ
移
民
が
持
ち
帰
っ
た
も
の

で
、
広
島
か
ら
の
移
民
が
な
ぜ

多
い
の
か
、
ハ
ワ
イ
で
の
生
活

ぶ
り
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
資

料
に
語
ら
せ
る
手
法
を
と
っ
て

お
り
、
詳
し
い
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
川
崎
さ
ん

が
移
民
当
事
者
の
視
点
で
解
説

し
て
く
れ
ま
す
。
個
人
情
報
に

関
す
る
資
料
が
多
い
た
め
館
内

は
撮
影
禁
止
で
す
が
、
原
爆
慰

霊
碑
の
碑
文
草
案
や
ハ
ワ
イ
出

身
の
日
系
軍
人
で
元
上
院
議
員

の
ダ
ニ
エ
ル
井
上
か
ら
川
崎
さ

ん
宛
の
私
信
な
ど
、
こ
こ
に
し

か
な
い
貴
重
な
資
料
が
多
数
あ

り
ま
す
。「
移
民
は
棄
民
で
は

な
い
」「
貧
乏
だ
か
ら
移
民
し

た
わ
け
で
は
な
い
」
と
の
思
い

か
ら
、
30
回
以
上
ハ
ワ
イ
に
通

っ
て
集
め
た
資
料
を
基
に
史
実

に
基
づ
き
刻
明
に
記
述
し
た

『
ハ
ワ
イ
日
本
人
移
民
史
』
を

２
０
２
０
年
に
自
費
出
版
し
て

い
ま
す
。今
後
も
資
料
が
保
存・

継
承
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

ハワイ移民
資料館
仁保島村
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当
サ
ロ
ン
で
は
、Yukie 

Skin Spa & Wellness

と
し

て
、
レ
ー
ザ
ー
治
療
や
フ
ェ
イ

シ
ャ
ル
、
脱
毛
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

そ
し
て
ボ
デ
ィ
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
の
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
ス
キ
ン

ケ
ア
部
門
で
は
、
お
顔
の
エ
ス

テ
テ
ィ
ッ
ク
に
加
え
て
、
美
容

ク
リ
ニ
ッ
ク
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高

性
能
レ
ー
ザ
ー
機
器
を
導
入
し

て
い
ま
す
。
価
格
帯
も
よ
り
リ

ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
な
り
、
本
格
的

な
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
気
軽
に

ご
体
験
い
た
だ
け
ま
す
。
今
回

は
一
部
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。「
フ
ェ

イ
シ
ャ
ル
エ
ス
テ
」
は
、
肌
を

活
性
化
し
、
美
し
い
肌
を
実
現

す
る
エ
ス
テ
で
す
。
ア
メ
リ
カ

で
は
、
月
に
一
度
の
ス
ペ
シ
ャ

ル
ケ
ア
と
し
て
定
期
的
に
受
け

る
方
も
。
熟
練
し
た
エ
ス
テ
テ

ィ
シ
ャ
ン
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
後
、
デ
ィ
ー

プ
角
質
ク
レ
ン
ジ

ン
グ
、
毛
穴
の
汚

れ
除
去
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
や
コ
ラ
ー
ゲ

ン
、
24
金
ゴ
ー
ル

ド
な
ど
の
ス
キ
ン

ケ
ア
成
分
が
配
合

さ
れ
た
マ
ス
ク
、
そ
し
て
手
技

に
よ
る
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
マ

ッ
サ
ー
ジ
が
続
き
ま
す
。
オ
プ

シ
ョ
ン
を
選
択
す
る
と
、
オ
キ

シ
ジ
ェ
ン
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
（
酸

素
導
入
）、
イ
オ
ン
導
入
、
高

周
波
の
治
療
な
ど
が
お
選
び
い

た
だ
け
ま
す
。
最
後
に
、
肌
質

に
合
わ
せ
た
セ
ラ
ム
と
頭
皮
マ

ッ
サ
ー
ジ
で
仕
上
げ
ま
す
。
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
た
だ
け
る
個

室
で
、
約
1
時
間
の
お
時
間
を

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
施
術
後

は
、
優
雅
な
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で

温
か
い
お
飲
み
物
が
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。
特
定
の
部
位

を
重
点
的
に
ケ
ア
し
た
い
方
に

は
即
効
性
の
あ
る
レ
ー
ザ
ー
治

療
が
お
す
す
め
で
す
。
ク
リ
ア

リ
フ
ト
に
よ
る
ア
ン
チ
エ
イ
ジ

ン
グ
、
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
に
効
果

的
な
レ
ー
ザ
ー
や
、
し
み
や
く

す
み
、
美
白
を
目
指
す
Ｉ
Ｐ
Ｌ

フ
ォ
ト
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
、
日
本

で
も
人
気
の
ハ
イ
ド
ラ
フ
ェ
イ

シ
ャ
ル
が
体
験
で
き
ま
す
。
た

だ
今
導
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
中
で
す
。
お
得
な
パ
ッ
ケ
ー

ジ
も
ご
用
意
を
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
当
サ
ロ
ン
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
訪
問
く
だ
さ

い
。

 
名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30

年
。
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
のYukie 

Natori New York Salon 

＆ 
Spa　

代
表
。
東
京
、
銀
座
で

ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経
営
し
日

米
を
行
き
来
し
な
が
ら
ト
ー
タ

ル
な
美
を
提
供
し
て
い
る
。

秋
に
向
け
た
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
エ
ス
テ

　No screen time for you.

　

あ
な
た
は
ス
ク
リ
ー
ン
を
観

て
い
る
時
間
な
ん
て
、
な
い
の

よ
。

　

私
が
窓
際
の
座
席
に
着
く
な

り
、
隣
に
す
わ
っ
た
少
女
が
目

の
前
の
モ
ニ
タ
ー
を
触
ろ
う
と

す
る
と
、
そ
の
隣
の
通
路
側
に

す
わ
っ
て
い
た
母
親
ら
し
き
女

の
人
の
、厳
し
い
声
が
飛
ん
だ
。

　

成
田
発
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
き

の
飛
行
機
に
乗
り
込
ん
だ
と
き

の
こ
と
だ
。

　

娘
は
し
ゅ
ん
と
な
っ
て
、
バ

ッ
ク
パ
ッ
ク
の
中
か
ら
ワ
ー
ク

ブ
ッ
ク
を
数
冊
、
取
り
出
し
、

目
の
前
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置

い
た
。

　

一
番
上
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の

表
紙
に
は
、
カ
ラ
フ
ル
な
分
厚

い
本
が
何
冊
も
重
な
っ
た
絵
が

描
か
れ
、
そ
の
上
に
大
き
く
、

MY HOMEWORK

（
私
の
宿

題
）
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

え
っ
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
観
ち

ゃ
、
い
け
な
い
の
。

　

驚
き
の
声
を
あ
げ
る
。
少
女

で
は
な
く
、
私
が
。

　

そ
う
よ
。
一
週
間
、
学
校
を

休
ん
で
、
宿
題
が
山
の
よ
う
に

た
ま
っ
て
る
ん
だ
か
ら
。

　

母
親
が
私
に
向
か
っ
て
、
ほ

ほ
笑
み
な
が
ら
、
ウ
イ
ン
ク
す

る
。

　

ふ
た
り
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
ア

メ
リ
カ
人
だ
っ
た
。
親
戚
の
結

婚
式
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
れ
た

帰
り
だ
と
い
う
。
成
田
で
乗
り

換
え
、
こ
れ
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
へ
戻
る
。

　

少
女
は
無
言
で
ワ
ー
ク
ブ
ッ

ク
を
広
げ
、
分
数
の
引
き
算
を

解
き
始
め
た
。

　

飛
行
機
の
窓
を
た
た
き
つ
け

て
い
た
大
粒
の
雨
が
、
夕
日
に

光
っ
て
い
る
。
カ
メ
ラ
を
取
り

出
し
、
写
真
を
撮
る
私
を
、
少

女
が
見
つ
め
る
。

　

お
母
さ
ん
、
厳
し
い
の
ね
。

か
わ
い
そ
う
に
。
十
三
時
間
の

フ
ラ
イ
ト
で
、
ア
ニ
メ
も
ゲ
ー

ム
も
お
預
け
な
の
？

　

言
葉
に
出
さ
な
い
け
れ
ど
、

少
女
に
同
情
す
る
私
の
気
持
ち

が
伝
わ
っ
た
の
か
、と
き
お
り
、

顔
を
上
げ
て
、
私
を
見
る
と
、

肩
を
す
く
め
る
。

　

離
陸
ま
で
停
止
し
た
ま
ま
、

か
な
り
待
た
さ
れ
た
。そ
の
間
、

少
女
は
顔
を
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
に

近
づ
け
、
小
さ
な
手
に
鉛
筆
を

握
り
し
め
て
、
問
題
を
解
い
て

い
た
。

　

や
が
て
、
飛
行
機
が
滑
走
路

を
ゆ
っ
く
り
と
進
み
始
め
、
離

陸
し
た
。

　

飛
行
機
が
舞
い
上
が
る
。と
、

そ
の
瞬
間
、
少
女
が
母
親
に
向

か
っ
て
手
を
伸
ば
し
た
。
小
さ

な
手
を
、
母
親
が
ぎ
ゅ
っ
と
握

る
。
飛
行
が
落
ち
着
く
ま
で
、

ふ
た
り
の
手
は
し
っ
か
り
握
り

合
っ
た
ま
ま
だ
。

　

母
親
が
娘
の
髪
に
そ
っ
と
口

づ
け
す
る
。私
と
目
が
合
う
と
、

母
親
が
ほ
ほ
笑
む
。

　

子
ど
も
の
い
な
い
、
母
で
あ

る
こ
と
を
知
ら
な
い
自
分
が
、

ふ
と
さ
び
し
く
な
る
瞬
間
だ
。

　

そ
れ
で
も
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を

見
れ
ば
泣
い
て
い
た
、
あ
の
頃

と
は
違
う
。

　

今
、
ふ
た
り
を
見
つ
め
る
私

も
、
笑
顔
に
な
っ
て
い
る
。

　

母
親
は
し
ば
ら
く
、
ス
ク
リ

ー
ン
で
映
画
を
観
て
い
た
が
、

疲
れ
切
っ
た
様
子
で
眠
っ
て
い

空
飛
ぶ
宿
題

エッセイ連載 50

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
女
の
子

は
母
親
に
寄
り
か
か
っ
て
わ
ず

か
の
間
、
う
た
た
寝
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
算
数
と
英

語
の
問
題
を
真
剣
に
解
き
続
け

て
い
た
。

　

ふ
た
ケ
タ
の
引
き
算
の
問
題

だ
。 

　

Find the differences. 
Check your answers by 
adding.

　

差
は
い
く
つ
で
す
か
。
足
し

て
、
答
え
が
合
っ
て
い
る
か
、

確
か
め
ま
し
ょ
う
。

　

英
語
に
は
、
こ
ん
な
選
択
問

題
が
あ
る
。

　

W
here are (giraffes’, 

giraff e) homes?

　

キ
リ
ン
の
家
は
ど
こ
で
す

か
。

　

私
も“

自
分
の
宿
題”

を
隣

で
や
っ
て
、
お
母
さ
ん
の
代
わ

り
に
少
女
を
見
守
ろ
う
。

　I’ll keep you company.

　

私
が
そ
ば
に
い
て
、
あ
な
た

に
つ
き
合
う
か
ら
ね
。

　

パ
ソ
コ
ン
を
オ
ン
に
し
、
原

稿
の
画
面
を
開
い
た
と
た
ん
、

眠
気
に
襲
わ
れ
、意
識
を
失
う
。

　

ふ
と
気
が
つ
く
と
、
少
女
は

ひ
と
り
、
小
さ
な
唇
か
ら
舌
の

先
を
少
し
だ
け
突
き
出
し
て
、

黙
々
と
宿
題
と
闘
っ
て
い
た
。

　

ど
う
や
ら
、
私
が
つ
き
合
っ

た
の
は
、
少
女
で
は
な
く
、
お

母
さ
ん
の
ほ
う
ら
し
い
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
」
シ
リ
ー
ズ

第
7
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔

法
の
約
束
』
に
収
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

https://www.amazon.
co.jp/dp/4167717220

　
毎
年
恒
例
の
秋
の
ブ
ロ
ー
ド

ウ
エ
ー
ウ
ィ
ー
ク
が
9
月
３
日

︵
火
︶
か
ら
15
日
︵
日
︶
ま
で

開
催
さ
れ
る
。
夏
休
み
が
終
わ

り
、
観
光
客
が
少
な
く
な
る
時

期
に
行
わ
れ
る
人
気
イ
ベ
ン
ト

で
、
購
入
時
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
コ
ー
ド
﹁B

W
Y
W
K
F24

﹂

を
入
れ
る
と
、
１
枚
の
料
金
で

２
枚
分
の
チ
ケ
ッ
ト
が
手
に
入

る
。
参
加
作
品
は
ラ
イ
オ
ン
キ

ン
グ
、
シ
カ
ゴ
、
Ｍ
Ｊ
、
ハ
リ

ー
ポ
ッ
タ
ー
、
ア
ラ
ジ
ン
、
ウ

ィ
キ
ッ
ド
、
ム
ー
ラ
ン
・
ル
ー

ジ
ュ
な
ど
23
作
品
。
人
気
作
品

は
売
り
切
れ
必
至
な
の
で
早
め

の
購
入
を
推
奨
す
る
。
チ
ケ
ッ

ト
・
参
加
作
品
リ
ス
ト
な
ど
の

詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

w
w
w
.ny

ctourism
.com

/
broadw

ay-w
eek

を
参
照
。

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
週
間

９
月
３
日
か
ら
15
日
ま
で
開
催

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://www.idocenter.com
http://jmart-usa.com/en/
https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
https://www.nyctourism.com/broadway-week
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Ｎ
Ｙ
郊
外
の
山
頂
に
そ
び
え
る
巨
大
な
日
本
建
築
の
レ
ス
ト

ラ
ン
「
マ
ウ
ン
ト
・
フ
ジ
」
は
4
日
（
日
）、
昨
年
に
続
き
第
4

回
目
と
な
る
「
夏
祭
り
」
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
今
年
も
参

加
を
待
ち
望
ん
で
い
た
人
々
の
心
を
射
止
め
た
同
イ
ベ
ン
ト
は
、

前
売
り
券
も
す
ぐ
に
完
売
。
当
日
は
約
６
０
０
名
の
参
加
者
が

集
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

夏
祭
り
を
開
催
す
る
に
あ
た

っ
て
、
多
田
貴
将
（
た
だ
・
よ

し
ま
さ
）
オ
ー
ナ
ー
は
、「
米

国
在
住
の
日
系
人
や
地
元
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
方
々
に
日
本
の
お

祭
り
を
楽
し
ん
で
頂
き
、
日
本

文
化
の
体
験
を
通
し
て
民
間
レ

ベ
ル
の
国
際
交
流
、
そ
し
て
国

民
相
互
間
の
理
解
と
友
好
を
更

に
深
め
る
事
に
繋
が
れ
ば
、
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た

ア
メ
リ
カ
で
活
躍
す
る
、
日
系

の
シ
ェ
フ
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の

方
々
に
集
ま
っ
て
頂
き
、
素
晴

ら
し
い
『
技
』
を
披
露
し
て
頂

く
事
で
、
お
客
様
も
楽
し
め
る

し
、
シ
ェ
フ
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

の
皆
様
に
も
日
本
食
や
日
本
の

伝
統
芸
能
を
通
し
て
、
母
国
日

本
に
改
め
て
誇
り
を
感
じ
て
も

ら
え
る
様
な
時
間
と
空
間
を
ク

リ
エ
イ
ト
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
に

日
本
の
「
技
」
を
通
じ
て
、
日
米

相
互
間
の
理
解
と
友
好
を
深
め
た
い

美
味
し
い
食
事
に
ゲ
ー
ム
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
一
日

多
く
の
企
業
か
ら
の
支
援
を

地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
還
元

イ
ベ
ン
ト
を
締
め
く
く
る
、
幻
想
的

な
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
に
大
歓
声

富田晶子さんのパフォーマンス 鼓舞（COBU）の演舞

桂三輝さんの独演会 フェースペイントでニッコリ

ラッフル特別賞（協賛ユナイテッド航空）

出店・出演者とスタッフ一同

イベントのフィナーレはＬＥＤスカイランタンで

サントリーの泡アートビール

　

当
日
は
、
屋
外
広
場
を
会
場

に
、
協
賛
レ
ス
ト
ラ
ン
や
企
業

が
提
供
す
る
食
事
や
飲
み
物
の

販
売
テ
ン
ト
が
並
び
、
篠
原
総

料
理
長
を
シ
ェ
フ
の
ま
と
め

役
と
し
て
、「Abe's Kitchen

」

の
安
陪
シ
ェ
フ
、「Mifune

」

前
総
料
理
長
の
浦
田
シ
ェ
フ
、

ド
ラ
イ
エ
イ
ジ
ン
グ
ビ
ー
フ
専

門
家
の
石
崎
シ
ェ
フ
、
ミ
シ

　

同
イ
ベ
ン
ト
を
実
現
さ
せ
る

に
あ
た
り
、
コ
ー
リ
ン
、
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
航
空
、
共
同
貿
易
、

ウ
ィ
ズ
メ
タ
ッ
ク
、
獺
祭
ブ
ル

ー
（
旭
酒
造
）、
い
い
ち
こ
Ｕ

Ｓ
Ａ
、
ふ
き
や
（
湯
河
原
温

泉
）、
鮨
青
木
、
ヤ
マ
サ
醤
油
、

出
汁
尾
粂
、
久
保
木
畳
店
、
帝

国
ホ
テ
ル
東
京
、
Ｊ
Ｆ
Ｃ
、
サ

ン
ト
リ
ー
、
伊
藤
園
、
茅
乃
舎
、

ア
ズ
マ
フ
ー
ド
、Sakurai 

Kimono & Styles

、
リ
ト
ル
・

ジ
ャ
パ
ン
Ｕ
Ｓ
Ａ
な
ど
の
企
業

か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、「
皆

様
か
ら
の
多
大
な
ご
協
力
の
お

陰
で
、
こ
の
夏
祭
り
が
今
年
も

開
催
出
来
ま
し
た
こ
と
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な

機
会
を
通
し
て
、
日
系
人
同
士

の
絆
も
よ
り
強
く
な
れ
る
事
を

願
っ
て
お
り
ま
す
」
と
多
田
さ

ん
は
語
る
。

　

そ
し
て
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
の

夏
祭
り
は
、
収
益
の
一
部
を
地

元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
寄
付
に

充
て
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か

ら
受
け
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
サ

ポ
ー
ト
へ
の
恩
返
し
も
忘
れ
な

い
。

ュ
ラ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
の
「
鳥

え
ん
」
か
ら
、
安
田
総
料
理

長
、
同
じ
く
ミ
シ
ュ
ラ
ン
レ
ス

ト
ラ
ン
「Yuu

」
の
島
野
シ
ェ

フ
と
古
川
シ
ェ
フ
、「
す
し
市

村
」
の
浅
沼
シ
ェ
フ
、「Hakata 

Tonton

」
か
ら
村
上
Ｇ
Ｍ
、「
ス

シ
デ
リ
ッ
ク
」の
丹
下
シ
ェ
フ
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
「
出
汁
尾
粂
」

か
ら
宮
島
店
長
、「CbyC

」
か

ら
羽
生
ペ
ス
ト
リ
ー
シ
ェ
フ
、

「Momoya SOHO

」
か
ら
植

松
ペ
ス
ト
リ
ー
シ
ェ
フ
、
白

餡
ブ
ラ
ン
ド
「Annn

」
の
辰

巳
オ
ー
ナ
ー
、「KAI Sweets

」

の
餅
ド
ー
ナ
ツ
と
紫
芋
モ
ン
ブ

ラ
ン
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
抹
茶
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
、「
お
た
ふ
く
ソ
ー
ス
」

の
お
好
み
焼
き
、
そ
し
て
、
日

本
酒
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
新
川

さ
ん
な
ど
錚
々
た
る
面
々
が
腕

を
振
る
い
、「
屋
台
フ
ー
ド
」

と
は
呼
べ
な
い
ク
オ
リ
テ
ィ
の

高
い
料
理
の
数
々
に
、
参
加
者

は
舌
鼓
を
打
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
お
祭
り
の
縁
日
を
思

い
出
さ
せ
て
く
れ
る
ゲ
ー
ム
や

フ
ー
ド
、
氷
の
彫
刻
を
体
験
で

き
る
テ
ン
ト
で
は
子
供
た
ち
か

ら
大
人
ま
で
の
笑
顔
が
弾
け
て

い
た
。

　

そ
し
て
、
氷
彫
刻
の
世
界
大

会
で
優
勝
経
験
も
あ
る
氷
彫
刻

師
の
岡
本
慎
太
郎
さ
ん
（
岡
本

ス
タ
ジ
オ
）
が
登
場
。
実
演
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
、
今
年

の
干
支
で
あ
る
「
辰
」
が
ど
ん

ど
ん
完
成
し
て
い
く
様
子
に
参

加
者
は
熱
い
視
線
を
送
っ
て
い

た
。
ま
た
、
屋
内
の
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
で
は
、
飴
細
工
士
の

キ
ャ
ン
デ
ィ
5
さ
ん
な
ど
の
実

演
に
子
供
達
が
目
を
輝
か
せ
て

い
た
。

　

日
が
暮
れ
た
あ
と
、
イ
ベ
ン

ト
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、「
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
」
が
大

空
を
舞
い
、
幻
想
的
な
眺
め
に

参
加
者
か
ら
も
大
歓
声
が
上
が

っ
て
い
た
。

　
「
今
年
も
参
加
者
の
皆
さ
ん

が
笑
顔
に
な
れ
る
フ
ィ
ナ
ー
レ

は
と
考
え
て
、
昨
年
に
続
き
ス

カ
イ
ラ
ン
タ
ン
を
準
備
致
し
ま

し
た
。
し
か
も
こ
の
ス
カ
イ
ラ

ン
タ
ン
は
、
火
を
使
わ
な
い
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス

風
船
で
飛
ば
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
錘
付
き
の
凧
糸
が
付
い
て
い

る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
後
に
全
て

回
収
可
能
と
い
う
環
境
に
も
優

し
い
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
で
す

（
株
ス
タ
ー
リ
ー
ナ
イ
ト
カ
ン

パ
ニ
ー
）。
昨
年
は
１
５
０
個

ほ
ど
の
ラ
ン
タ
ン
で
し
た
が
、

今
年
は
２
５
０
個
を
準
備
し
ま

し
た
の
で
、
一
段
と
幻
想
的
な

風
景
を
楽
し
ん
で
頂
け
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
ち
ょ
う
ど
今

週
は
先
代
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
創

業
者
の
命
日
。
夏
祭
り
の
大
盛

況
と
皆
様
の
健
康
や
安
全
を
願

う
こ
の
様
な
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、

一
番
の
供
養
に
な
り
ま
す
。」

と
多
田
さ
ん
は
語
る
。

　

マ
ウ
ン
ト
・
フ
ジ
で
は
、
こ

れ
か
ら
も
日
本
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
も
ら
え
る
様
な
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
引
き
続
き
企
画

し
て
お
り
、
体
験
型
の
日
本
文

化
を
発
信
し
続
け
る
場
と
し

て
、こ
れ
か
ら
も
お
客
様
の「
晴

れ
の
日
」
を
演
出
し
て
い
く
。

Mt. Fuji Japanese Steakhouse
296 Old Route 17, Hillburn, NY 10931

TEL: 845-357-4270
www.mtfujirestaurants.com

マウント・フジの夏祭り 今年も盛大に

　

屋
内
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
和

太
鼓
と
ダ
ン
ス
を
融
合
さ
せ
た

「
鼓
舞
（
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
）」
の
圧
巻

の
演
舞
に
、
参
加
者
は
魅
了

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
今
年
は
、

Flair 

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
富
田

晶
子
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
が
会
場
を
大
い
に

盛
り
上
げ
た
。
そ
し
て
、
第
二

部
の
屋
内
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と

し
て
、
カ
ナ
ダ
人
落
語
家
の
桂

三
輝
（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
）
さ
ん

に
よ
る
独
演
会
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
そ
の
伝
統
芸
能
を
大
い

に
楽
し
ん
だ
。

岡本慎太郎さんが実演した氷の彫刻

な
れ
ば
と
思
い
、
今
年
も
夏
祭

り
を
企
画
し
ま
し
た
。」
と
語

っ
た
。

http://www.mtfujirestaurants.com



